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ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
公
的
職
業
訓
練
の
効
果
検
証
に
つ
い
て

効
果
検
証
の
対
象
と
す
る
訓
練
分
野
、
実
施
概
要
等

○
目
的

選
定
し
た
分
野
の
訓
練
効
果
を
把
握
・
検
証
す
る
こ
と
で
、
訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
改
善
を
図
り
、
次
年
度
以
降
の
地
域
職
業

訓
練
計
画
の
策
定
に
反
映
さ
せ
る
。

○
対
象
分
野

デ
ジ
タ
ル
分
野

※
令
和
６
年
度
第
２
回
鹿
児
島
県
地
域
職
業
能
力
開
発
促
進
協
議
会
（
R
７
.3
.６
開
催
）
に
お
い
て
選
定

○
訓
練
分
野
の
選
定
理
由

・
デ
ジ
タ
ル
田
園
構
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
（
令
和
４
年
１
２
月
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
が
重
点
分
野
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
も
増
加
し
て
い
る
た
め

○
検
証
の
具
体
的
な
手
法

令
和
５
年
度
に
実
施
さ
れ
た
対
象
分
野
の
職
業
訓
練
の
中
か
ら
３
コ
ー
ス
以
上
を
選
定
し
、
職
業
訓
練
実
施
機
関
、
訓
練
修
了
者

及
び
当
該
訓
練
修
了
者
を
採
用
し
た
企
業
に
対
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
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ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
結
果
概
要
①
（
職
業
訓
練
実
施
機
関
-１
）

【
回
答
の
傾
向
】

【
職
業
訓
練
実
施
機
関
か
ら
の
回
答
・
意
見
】

【
質
問
】

訓
練
実
施
に
あ

た
っ
て
工
夫
し
て
い

る
点
は
何
か
。

●
訓
練
生
の
力
量
に
応
じ
て
課
題
を
作
成
し
て
い
る
。

●
資
格
試
験
に
取
組
む
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
し
て
い
る
。

●
日
中
の
就
労
や
育
児
・
介
護
と
い
っ
た
事
情
を
抱
え
る
方
々
に
も
等
し
く
学
習
機
会
を
提
供
で
き
る

よ
う
訓
練
時
間
を
夜
間
に
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
両
立
し
な
が
ら
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
せ
る
環
境
を
実
現
し
て
い
る
。

●
定
員
を

12
名
に
限
定
し
た
少
人
数
制
ク
ラ
ス
に
よ
り
、
講
師
が
受
講
生
一
人
ひ
と
り
の
理
解
度
や
進
捗
を

き
め
細
か
く
把
握
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

●
訓
練
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、
最
終
月
は
丸
ご
と

1ヶ
月
を
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
制
作
期
間
に
充
当
し
て
い
る
。

講
師
の
個
別
指
導
の
も
と
、
企
画
か
ら
設
計
、
実
装
ま
で
実
務
に
近
い
工
程
を
経
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
目
標
に
合
わ
せ
て
作
品
の
質
を
高
め
、
自
身
の
ス
キ
ル
を
具
体
的
に
証
明
で
き
る

強
力
な
ツ
ー
ル
を
完
成
さ
せ
、
自
信
を
持
っ
て
就
職
活
動
に
臨
め
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。

●
実
際
に

W
eb
デ
ザ
イ
ン
の
仕
事
で
使
用
す
る
頻
度
の
高
い
ソ
フ
ト
（

Ph
ot

os
ho

pと
Ill

us
tra

to
r）
の

授
業
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、
現
場
で
即
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
動
画
編
集
ソ
フ
ト
な
ど
の
そ
の
他
の

Ad
ob

e製
品
の
操
作
方
法
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
含
ん
で

い
な
い
が
、
希
望
の
受
講
者
に
は
個
別
に
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

●
HT

M
Lや

CS
Sは
、
通
常
の
サ
イ
ト
制
作
の
方
法
の
他
、
レ
ス
ポ
ン
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

向
け
の
デ
ザ
イ
ン
作
成
や
、

CS
Sア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
作
成
な
ど
、
現
在
主
流
の
サ
イ
ト

作
成
の
方
法
を
指
導
内
容
に
組
み
込
ん
で
る
。
ま
た
、

W
or

dP
re

ss
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
か
ら
基
本
操
作
、

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
な
ど
、
実
際
の

W
eb
製
作
の
現
場
で
必
要
な
項
目
を
入
れ
る
こ
と
を
考
え
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

作
成
し
て
い
る
。

●
質
問
し
や
す
い
双
方
向
の
環
境
で
、
つ
ま
ず
き
を
早
期
に
解
消
し
、
個
々
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
た
丁
寧
な

指
導
を
行
う
こ
と
で
、
訓
練
内
容
の
着
実
な
定
着
を
図
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
関
係

学
習
環
境
関
係

●
デ
ザ
イ
ン
関
連
職
種
で
の
就
職
に
必
須
で
あ
る
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
作
成
に
つ
い
て
、
効
果
的
な
作
成
方
法

や
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
掲
載
す
る
作
品
作
り
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
解
説
し
、
就
職
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に

行
え
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。

就
職
に
必
要
な
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
の
作
成
支

援
。 資
格
試
験
対
策
。

訓
練
生
の
理
解
度
を

把
握
し
、
理
解
度
合
わ

せ
た
課
題
の
作
成
や
質

問
し
や
す
い
学
習
環
境

作
り
。

実
際
に
実
務
で
使
用

す
る
頻
度
の
高
い
ソ
フ

ト
や
言
語
を
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
意
識
し
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に

合
わ
せ
た
訓
練
時
間
。
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ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
結
果
概
要
①
（
職
業
訓
練
実
施
機
関
-２
）

就
職
未
内
定
者
へ
の
支

援
や
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
の

活
用
つ
い
て

認
定
職
業
訓
練
実
施
基
本

奨
励
金
に
つ
い
て
、
支
給
額

や
支
給
要
件
に
つ
い
て
の
要

望
。 求
職
者
支
援
訓
練
の
要
件

に
つ
い
て
も
、
よ
り
多
様
な

受
講
者
に
合
わ
せ
た
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
組
め
る
よ
う
要

望
。毎
週
の
報
告
書
や
面
談
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
本
人
の

就
職
活
動
状
況
を
把
握
し
個

別
に
サ
ポ
ー
ト
。

応
募
に
重
要
な
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
に
つ
い
て
、
訓
練

修
了
後
も
作
成
の
サ
ポ
ー
ト

行
っ
た
り
、
応
募
先
に
合
わ

せ
た
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
。

業
界
の
労
働
市
場
の
説
明
。

【
回
答
の
傾
向
】

【
職
業
訓
練
実
施
機
関
か
ら
の
回
答
・
意
見
】

【
質
問
】

●
就
職
未
内
定
の
訓
練
受
講
生
に
対
し
、
毎
週
末
に
当
週
の
就
職
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
提
出

さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
各
受
講
生
の
活
動
状
況
を
継
続
的
に
把
握
し
適
切
な
支
援
に
役
立
て
て
い
る
。

就
職
活
動
に
進
展
が
見
ら
れ
な
い
受
講
生
に
対
し
て
は
、
定
期
的
に
個
別
面
談
を
実
施
し
、
活
動
が
停
滞

し
て
い
る
背
景
や
課
題
を
把
握
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

●
訓
練
終
了
後
も
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
講
師
が
校
舎
に
在
席
し
、
個
別
指
導
に
対
応
で
き
る
体
制
を

構
築
し
、
応
募
先
企
業
に
合
わ
せ
た
作
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
面
接
対
策
な
ど
、
内
定
獲
得
の
直
前

ま
で
専
門
的
か
つ
実
践
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
。

●
未
内
定
の
修
了
生
を
対
象
に
、
毎
週
月
曜
日
を
定
例
の
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
日
と
し
て
設
定
し
、

先
週
の
活
動
状
況
を
振
り
返
っ
て
課
題
を
明
確
化
す
る
と
共
に
、
今
週
の
具
体
的
な
行
動
計
画
を
策
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
応
募
検
討
中
の
求
人
に
つ
い
て
は
担
当
者
が
一
緒
に
内
容
を
精
査
し
、
企
業
研
究
の

サ
ポ
ー
ト
や
効
果
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
の
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

●
面
接
に
臨
む
際
に
、
自
ら
の
経
験
を
言
語
化
す
る
手
段
と
し
て
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
を
活
用
し
、
自
己
理
解

と
表
現
力
の
向
上
に
資
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る

●
労
働
市
場
に
関
す
る
情
報
収
集
が
不
十
分
で
、
現
実
離
れ
し
た
就
職
観
を
有
し
て
い
る
受
講
生
に
対
し
て

は
、
年
代
ご
と
の
期
待
役
割
や
、
「
や
り
た
い
こ
と
」
と
「
で
き
る
こ
と
」
と
の
違
い
に
つ
い
て
丁
寧
に

説
明
し
、
現
実
的
な
職
業
観
を
醸
成
す
る
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

●
基
本
奨
励
金
に
つ
い
て
、
近
年
の

PC
や
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
テ
キ
ス
ト
等
、
訓
練
実
施
に
か
か
る

費
用
の
高
騰
に
即
し
た
支
給
金
額
を
設
定
に
し
て
ほ
し
い
。

●
就
職
支
援
経
費
の
対
象
と
な
る
対
象
就
職
者
に
つ
い
て
、
就
職
先
が
決
定
し
て
も
契
約
期
間
等
に
よ
り

４
箇
月
以
上
の
雇
用
契
約
と
い
う
の
は
難
し
い
。
期
間
の
緩
和
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

●
基
本
奨
励
金
の
出
席
要
件
が

80
%
以
上
と
な
っ
て
い
る
が
、
早
期
に
就
職
を
目
指
し
て
い
る
訓
練
生
に

お
い
て
は
、
就
職
活
動
を
積
極
的
に
お
こ
な
う
結
果
、

1か
月
の
出
席
率
が

80
%
を
切
る
傾
向
が
あ
り
、

当
該
訓
練
生
が
就
職
が
決
ま
り
退
校
と
な
っ
た
場
合
、
そ
の
訓
練
生
の
訓
練
委
託
費
が
全
く
発
生
し
な
い

と
い
う
状
況
も
発
生
す
る
た
め
、
出
席
要
件
に
つ
い
て
緩
和
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

●
訓
練
コ
ー
ス
に
お
け
る
訓
練
時
間
要
件
に
つ
い
て
現
在
月
８
０
時
間
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
訓
練
日
数
が

月
２
０
日
の
場
合
１
日
の
訓
練
時
間
が
４
時
間
以
上
必
要
と
な
る
。
一
方
で
夜
間
コ
ー
ス
の
訓
練
生
は

日
中
の
活
動
を
終
え
て
か
ら
訓
練
に
参
加
す
る
た
め
、
学
習
効
果
を
最
大
化
す
る
に
は
訓
練
時
間
は
１
日

３
時
間
程
度
が
理
想
的
で
あ
る
。
よ
っ
て
訓
練
時
間
要
件
の
弾
力
的
な
運
用
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

訓
練
実
施
に
あ
た
っ
て

国
へ
の
要
望
、
改
善
し
て

ほ
し
い
点
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ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
結
果
概
要
②

（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
訓
練
修
了
者
-１
）

訓
練
内
容
の
う
ち
、

就
職
後
に
役
に
立
っ
た

も
の
は
何
か
。
（
知

識
・
ス
キ
ル
な
ど
）

就
職
後
に
感
じ
た
訓

練
で
学
ん
で
お
く
べ
き

で
あ
っ
た
、
ま
た
は

も
っ
と
学
ん
で
お
く
べ

き
だ
っ
た
ス
キ
ル
・
技

能
な
ど
は
何
か
。

基
本
情
報
技
術
者
試
験

を
受
験
す
る
た
め
の

IT
基

礎
知
識
。

業
務
内
容
に
よ
り
に
よ
り

使
用
す
る
言
語
に
ば
ら
つ

き
は
あ
る
が
概
ね
有
用
。

【
回
答
の
傾
向
等
】

【
訓
練
修
了
者
か
ら
の
回
答
・
意
見
】

【
質
問
】

W
or

dP
re

ss
や
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
等
の
実
務
的
で

効
率
的
な

CM
Sや
開
発

ツ
ー
ル
の
利
用
方
法
に
つ

い
て
、
よ
り
学
ん
で
お
く

べ
き
。

エ
ラ
ー
の
原
因
究
明
や

解
決
方
法
の
考
え
方
、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い

て
。

●
基
本
情
報
技
術
者
試
験
対
策
、

Vi
su

al
Ba

sic
、

Ja
va

Sc
rip

t。
基
本
情
報
は
入
社
の

決
め
手
に
な
っ
た
。
二
つ
の
言
語
は
す
ぐ
に
使
用
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

●
vis

ua
l s

tu
di

o、
vis

ua
l b

as
ic、

HT
M

L、
CS

S、
Ja

va
Sc

rip
t、

SQ
L、

基
本
情
報
技
術
者
試
験
で
の
知
識
、
開
発
実
習
な
ど

●
HT

M
L、

CS
Sの
知
識

●
p
y
th
o
n
の
ス
キ
ル
、
基
本
情
報
技
術
者
試
験
の
知
識

●
p
y
th
o
n
の
知
識

●
業
種
が
異
な
る
た
め
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
よ
り
も
、
エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
関
係
の
方
が

役
に
立
っ
て
い
ま
す
。
基
本
情
報
の
学
習
は
、
知
識
と
し
て
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

●
実
務
で
役
立
つ
コ
ー
ド
の
考
え
方
。
cl
a
ss
に
つ
い
て
時
間
を
か
け
て
教
え
て

欲
し
か
っ
た
。

●
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
こ
と
を
学
び
た
か
っ
た
。

●
可
能
で
あ
れ
ば
Ja
va
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
開
発
と
エ
ラ
ー
の
解
決
練
習

や
V
B
A
に
つ
い
て
学
び
た
か
っ
た

●
AS

P.N
ET
な
ど
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
の
開
発
の
仕
方
や
エ
ラ
ー
の
原
因
を
探
る

手
法
な
ど

●
p
h
p
、
p
y
th
o
n
、
開
発
ツ
ー
ル

●
W

or
dP

re
ss
に
つ
い
て
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ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
結
果
概
要
②

（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
訓
練
修
了
者
-２
）

職
業
訓
練
で
学
ん
だ

が
、
就
職
後
あ
ま
り
活

用
さ
れ
て
い
な
い
も
の

そ
の
他
、
職
業
訓
練

に
関
す
る
意
見
や
要
望

が
あ
れ
ば
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

就
職
先
や
業
務
に

よ
り
主
に
使
用
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言

語
が
異
な
る
が
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
書
く
際

の
考
え
方
は
同
じ
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

使
用
し
な
い
業
務
で

も
エ
ク
セ
ル
等

PC
を

使
う
業
務
で
あ
れ
ば

有
用
。

【
訓
練
修
了
者
か
ら
の
回
答
・
意
見
】

【
質
問
】

イ
ン
タ
ー
ン
や
最

近
の
動
向
な
ど
就
職

に
あ
た
っ
て
の
企
業

や
業
界
を
知
る
機
会

が
欲
し
い
。

半
年
間
と
い
う
期

間
で
は
得
ら
れ
る
知

識
に
限
り
が
あ
る
。

実
務
経
験
が
な
い

と
就
職
が
難
し
い
。

●
言
語
で
言
え
ば

py
th

on
だ
が
、
活
用
の
機
会
が
な
い
だ
け
で
学
ん
だ
こ
と
や

学
習
方
法
自
体
は
有
用
で
し
た
。

●
業
種
が
異
な
る
の
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
関
し
て
は
ま
だ
活
用
で
き
て
い
な
い
で
す
。

た
だ
し
、
効
率
化
を
考
え
る
上
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
学
ん
だ
こ
と
が
エ
ク
セ
ル
な
ど

で
応
用
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

●
p
y
th
o
n
、
p
h
p
は
訓
練
校
で
は
メ
イ
ン
で
し
た
が
入
社
し
た
企
業
で
は
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。

考
え
方
な
ど
は
変
わ
ら
な
い
の
で
幅
広
く
学
べ
て
良
か
っ
た
と
は
思
っ
て
ま
す
。

●
Vi

su
al 

Ba
sic
の
知
識

●
こ
の
コ
ー
ス
は
、
初
学
者
が
半
年
間
で
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
に
な
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

経
験
者
の
方
が
数
名
い
て
、
そ
の
方
た
ち
に
は
ち
ょ
う
ど
良
さ
そ
う
で
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
を
も
う
少
し
絞
っ
て
、
深
く
学
ん
だ
ほ
う
が
い
い
気
が
し
ま
し
た
。

広
く
浅
く
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
の
で
。

●
IT
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
手
順
、
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
知
り
た
か
っ
た
。

●
年
齢
的
な
こ
と
も
あ
り
、
知
識
を
習
得
し
て
も
実
務
経
験
が
な
い
と
の
事
で
、
職
業
訓
練
で

学
ん
だ
分
野
で
の
就
職
は
か
な
わ
ず
、
結
局
、
職
業
訓
練
以
前
に
習
得
し
た
ス
キ
ル
や
経
験
で

再
就
職
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
ま
ず
は
未
経
験
か
ら
IT
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
な
る
事
が
で
き
た
の
で
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

要
望
・
意
見
と
し
て
は
デ
ザ
イ
ン
科
に
は
あ
る
よ
う
で
す
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
な
ど
が
あ
る
と

働
き
方
の
イ
メ
ー
ジ
が
つ
い
て
良
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

●
特
に
活
用
し
て
い
な
い
も
の
は
な
い
（
２
件
）

●
ほ
と
ん
ど
役
に
立
っ
て
い
な
い
（
２
件
）

【
回
答
の
傾
向
等
】

5    



ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
結
果
概
要
②

（
W
e
b
デ
ザ
イ
ン
系
訓
練
修
了
者
-１
）

訓
練
内
容
の
う
ち
、

就
職
後
に
役
に
立
っ
た

も
の
は
何
か
。
（
知

識
・
ス
キ
ル
な
ど
）

就
職
後
に
感
じ
た
訓

練
で
学
ん
で
お
く
べ
き

で
あ
っ
た
、
ま
た
は

も
っ
と
学
ん
で
お
く
べ

き
だ
っ
た
ス
キ
ル
・
技

能
な
ど
は
何
か
。

画
像
編
集
ソ
フ
ト

（
Ph

ot
os

ho
pや

Illu
st

ra
to

r）
は

W
eb
デ

サ
イ
ン
を
行
う
上
で
必

須
。 HT

M
L、

CS
S、

Ja
va

Sc
rip

t等
W

eb
サ

イ
ト
を
作
成
す
る
際
に

使
用
す
る
言
語
。

【
回
答
の
傾
向
等
】

【
訓
練
修
了
者
か
ら
の
回
答
・
意
見
】

【
質
問
】

画
像
編
集
ソ
フ
ト
の

回
答
は
少
な
く
、

PH
Pや

Ja
va

sc
rip

tな
ど
の
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
に
つ

い
て
回
答
多
数
。

ま
た

Ex
ce

lや
W

or
dな
ど

of
fic

e系
の
ソ
フ
ト
等
。

●
エ
ク
セ
ル
と
Il
lu
st
ra
to
rを
も
う
少
し
学
ん
で
お
い
た
方
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

●
PH

Pと
Ja

va
sc

rip
tの
知
識

●
PH

Pに
つ
い
て

●
W
o
rd
や
E
xc
e
lに
つ
い
て
も
学
び
た
か
っ
た

●
Ja
va
S
cr
ip
t,
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
理

●
W

or
dP

re
ss
に
つ
い
て

●
A
d
o
b
e
の
P
h
o
to
sh
o
p
、
Il
lu
st
ra
to
r操
作

●
Il
lu
st
ra
to
rの
知
識

（
２
件
）

●
H
T
M
Lや
C
S
S

●
H
T
M
L、
C
S
S
、
P
H
P
、
Ja
va
S
cr
ip
t、
W
o
rd
P
re
ss
、
P
h
o
to
sh
o
p
、
Il
lu
st
ra
to
r

●
PH

Pの
知
識

●
IT
パ
ス
ポ
ー
ト
の
内
容
、
Il
lu
st
ra
to
r、
P
h
o
to
sh
o
p

●
W

or
d、

Ex
ce

lの
ソ
フ
ト
が
有
料
化
さ
れ
、
就
職
先
は

Go
og

le
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
等
、

Go
og

le
の
機
能
を
使
用
し
て
お
り
、
戸
惑
っ
て
い
ま
す
。

Go
og

le
の
各
種
機
能
も
学
び
た
か
っ
た
。
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ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
結
果
概
要
②

（
W
e
b
デ
ザ
イ
ン
系
訓
練
修
了
者
-２
）

職
業
訓
練
で
学
ん
だ

が
、
就
職
後
あ
ま
り
活

用
さ
れ
て
い
な
い
も
の

そ
の
他
、
職
業
訓
練

に
関
す
る
意
見
や
要
望

が
あ
れ
ば
ご
記
入
く
だ

さ
い
。

特
に
な
し
と
の
回

答
が
多
く
、
学
ん
だ

知
識
は
概
ね
活
用
さ

れ
て
い
る
。

パ
ソ
コ
ン
の
使
用

頻
度
が
低
い
業
種
に

就
職
し
た
方
は
訓
練

で
得
た
知
識
は
活
用

で
き
な
い
。

【
訓
練
修
了
者
か
ら
の
回
答
・
意
見
】

【
質
問
】

デ
ジ
タ
ル
関
係
の

県
内
求
人
が
少
な
い
。

資
格
取
得
に
関
し

て
は
有
用
。

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

講
習
な
ど
就
職
支
援

に
つ
い
て
希
望
。

●
ht

m
l、

CS
S、

Ja
va

Sc
rip

t、
PH

P、
W

or
dP

re
ss

●
職
場
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
う
こ
と
が
少
な
く
使
う
と
し
て
も

W
or

dや
Ex

ce
lな
の
で

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
活
用
出
来
て
い
な
い

●
特
に
な
し
（
６
件
）

●
職
業
訓
練
に
通
え
た
お
か
げ
で
、
以
前
と
は
全
く
違
う
そ
し
て
希
望
の
職
種
に

着
け
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座
の
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
よ
り
良
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
試
験
対
策
も
あ
り
、
受
講
生
同
士
協
力
し
て
試
験
に
挑
み
資
格
取
得
が
で
き
た
の
で

と
て
も
充
実
し
た
訓
練
期
間
だ
っ
た
。

【
回
答
の
傾
向
等
】

●
デ
ザ
イ
ン
職
の
求
人
が
、
県
内
は
殆
ど
無
い
た
め
、
デ
ザ
イ
ン
職
に
絞
り
、

就
職
先
を
探
す
と
、
苦
労
し
ま
す

●
質
問
時
間
が
も
っ
と
欲
し
か
っ
た
。

●
色
々
な
資
格
取
得
を
推
進
し
て
く
だ
さ
り
、
履
歴
書
に
も
書
け
て
直
接
仕
事
に

使
え
な
く
て
も
話
の
き
っ
か
け
や
ゆ
く
ゆ
く
は
使
用
し
て
ほ
し
い
等
面
接
で
お
話
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
や

W
eb
製
作
を
学
ぶ
の
で
訓
練
校
に

そ
う
い
っ
た
求
人
が
く
れ
ば
い
い
の
に
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
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ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
結
果
概
要
③

（
訓
練
修
了
者
を
採
用
し
た
企
業
-１
）

訓
練
で
得
ら
れ
た
ス
キ

ル
、
技
能
等
の
う
ち
、
採

用
後
に
役
に
立
っ
て
い
る

も
の
は
何
か
。

訓
練
に
お
い
て
、
よ
り

一
層
習
得
し
て
お
く
こ
と

が
望
ま
し
い
ス
キ
ル
、
技

能
等
は
何
か
。

IT
、
W
e
b
関
係
の
基

礎
知
識
。

事
業
や
業
務
内
容
に

よ
り
役
に
立
っ
て
い
る

ス
キ
ル
は
異
な
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
。

【
回
答
の
傾
向
等
】

【
採
用
企
業
か
ら
の
回
答
・
意
見
】

【
質
問
】

基
礎
知
識
だ
け
で
な

く
、
よ
り
実
務
的
な
知

識
。 一
方
で
マ
ク
ロ
で

あ
っ
た
り

Go
og

le
W

or
ks

pa
se

 の
活
用
ス
キ
ル
な
ど
一
般

的
な
事
務
で
も
役
に
立

つ
ス
キ
ル
。

●
IT
や

W
eb
技
術
に
関
す
る
基
礎
知
識
。

IT
や

W
eb
技
術
に
関
連
す
る
基
礎
知
識
を

学
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
未
経
験
者
だ
っ
た
が
仕
事
の
流
れ
を
掴
む
の
が
早
か
っ
た

●
W

EB
系
の
知
識
お
よ
び
デ
ー
タ
管
理
な
ど

●
PC
リ
テ
ラ
シ
ー
が
あ
り
タ
イ
ピ
ン
グ
ス
キ
ル
が
高
い

●
HT

M
L、

CS
S、

Py
th

on

●
P
h
o
to
sh
o
p
や
Il
lu
st
ra
to
rの
習
得

●
Il
lu
st
ra
to
r、
P
h
o
to
sh
o
p
等
の
基
礎
知
識

●
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
（

Py
th

on
）

●
面
接
訓
練
な
ど
で
得
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

●
Ph

ot
os

ho
pや

Illu
st

ra
to

rの
習
得
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
開
発
ス
キ
ル

●
（
要
件
定
義
→
設
計
→
実
装
→
テ
ス
ト
→
保
守
）
と
い
っ
た
よ
う
な
、
シ
ス
テ
ム
開
発

の
工
程
・
流
れ
の
理
解

●
専
門
性
を
求
め
る
と
か
な
り
高
い
ス
キ
ル
と

PC
に
関
す
る
基
準
や
高
レ
ベ
ル
の
資
格
の

保
有
者
で
な
け
れ
ば
、
実
務
は
難
し
い
。
企
業
が

IT
人
材
を
育
成
で
き
れ
ば
よ
い
が
人
材
不
足

の
た
め
手
が
回
ら
な
い
の
が
現
実
で
即
戦
力
を
求
め
て
い
る
。
弊
社
で
は

W
EB
デ
ザ
イ
ン
や

HP
制
作
な
ど
発
揮
で
き
る
場
が
無
い
た
め
、
マ
ク
ロ
や

Go
og

le
W

or
ks

pa
ce
の
活
用
ス
キ
ル

が
あ
る
と
幅
は
広
が
る
と
思
う
。

●
サ
ー
バ
ー
サ
イ
ド
の
言
語
や
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
の
基
礎
知
識
（

PH
P、

Ja
va
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
連
携
な
ど
）
に
つ
い
て
。
業
務
で
は
フ
ロ
ン
ト
エ
ン
ド
と
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
の

連
携
が
必
要
に
な
る
場
面
も
多
い
た
め
、
簡
単
な

AP
Iの
呼
び
出
し
や
デ
ー
タ
処
理
、

バ
ッ
ク
エ
ン
ド
と
の
役
割
分
担
に
関
す
る
理
解
が
あ
る
と
よ
り
実
務
的
で
あ
る
。

●
Ex

ce
lに
お
け
る
マ
ク
ロ
（

VB
A）
な
ど

●
基
礎
知
識
だ
け
で
な
く
応
用
力

8    



ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
結
果
概
要
③

（
訓
練
修
了
者
を
採
用
し
た
企
業
-２
）

採
用
に
あ
た
り
職
業
訓

練
未
受
講
者
（
未
経
験

者
）
と
比
較
し
て
、
職
業

訓
練
修
了
者
に
期
待
し
て

い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え

て
く
だ
さ
い
。

今
後
充
実
し
て
ほ
し
い

職
業
訓
練
コ
ー
ス
が
あ
れ

ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

未
経
験
者
と
比
較
し

て
、
基
礎
知
識
の
習
得

と
、
そ
れ
に
伴
う
早
期

の
業
務
習
得
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

【
採
用
企
業
か
ら
の
回
答
・
意
見
】

【
質
問
】

各
々
の
業
種
に
よ

り
充
実
し
て
ほ
し
い

訓
練
コ
ー
ス
は
異
な

り
、
共
通
点
は
み
ら

れ
な
い
。

●
業
務
に
必
要
な
一
定
程
度
の
知
識
や
ス
キ
ル
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

●
業
務
の
早
期
習
熟
を
期
待
し
て
い
る

●
早
い
段
階
で
の
作
業
の
独
り
立
ち

●
基
礎
知
識
の
習
得

●
職
業
訓
練
修
了
者
の
方
に
は
未
経
験
者
と
比
べ
て
、
基
礎
的
な
ス
キ
ル
や
知
識
を

体
系
的
に
学
ん
で
い
る
と
い
う
安
心
感
が
あ
る
。
特
に

HT
M

L、
CS

S、
Ja

va
Sc

rip
t

と
い
っ
た
フ
ロ
ン
ト
エ
ン
ド
の
基
本
が
身
に
つ
い
て
い
る
こ
と
で
、
現
場
で
の
指
導
が

ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
早
い
段
階
で
業
務
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
と
い
う
期
待
が
あ
る
。

●
フ
ロ
ン
ト
エ
ン
ド
の
基
礎
ス
キ
ル
に
加
え
て
、
簡
単
な
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
処
理
や

AP
I

と
の
連
携
ま
で
対
応
で
き
る
人
材
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
今
後
は

HT
M

L・
CS

S・
Ja

va
Sc

rip
tに
加
え
、

PH
Pや

Py
th

on
な
ど
の

サ
ー
バ
ー
サ
イ
ド
言
語
や
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
操
作
の
基
礎
（

SQ
Lな
ど
）
も
学
べ
る

よ
う
な
「
フ
ル
ス
タ
ッ
ク
寄
り
の
基
礎
コ
ー
ス
」
が
充
実
し
て
く
る
と
、
よ
り
実
務
に

近
い
形
で
の
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

●
基
礎
知
識
の
習
得
（
IT
パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
資
格
取
得
）

●
映
像
編
集
な
ど
の
知
識

●
当
社
の
業
務
に
関
わ
る
製
造
分
野

(印
刷
や
製
本
等

)の
コ
ー
ス

【
回
答
の
傾
向
等
】
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ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
踏
ま
え
た
検
証
、
今
後
の
方
向
性
等

①
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
つ
い
て

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
で
学
習
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
（

Ja
va

Sc
rip

t,P
yt

ho
n,

PH
P,

SQ
L等
）
や
マ
ー
ク
ア
ッ
プ
言
語
（

HT
M

L)
、

ス
タ
イ
ル
シ
ー
ト
（

CS
S）
、
画
像
編
集
ソ
フ
ト
（

Ill
us

tra
to

r、
Ph

ot
os

ho
p）
は
就
職
先
で
も
一
定
数
は
活
用
さ
れ
て
る

③
学
習
環
境
に
つ
い
て

土
日
や
訓
練
修
了
後
も
施
設
を
利
用
で
き
る
こ
と
に
よ
り
、
自
宅
に
学
習
環
境
が
な
い
訓
練
生
も
自
主
的
に
学
習
す
る
環
境
が
で
き
て
い
る
。

②
資
格
取
得
支
援
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
関
係
の
資
格
取
得
（
基
本
情
報
技
術
者
試
験
）
は
わ
か
り
や
す
い
目
標
と
な
り
、
学
習
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

ま
た
、
就
職
活
動
の
際
も
一
定
の
知
識
が
あ
る
こ
と
の
ア
ピ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

②
よ
り
応
用
的
な
ス
キ
ル
習
得
に
つ
い
て

就
職
の
幅
を
広
げ
る
た
め
限
ら
れ
た
訓
練
期
間
の
中
で
幅
広
い
範
囲
の
基
礎
的
な
内
容
を
扱
っ
て
い
る
が
、
受
講
者
や
事
業
所
か
ら
は
応
用
的
・
実
務
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
求
め
る

意
見
も
あ
る
。
し
か
し
、
一
部
の
範
囲
の
内
容
を
特
化
さ
せ
る
と
受
講
者
の
就
職
先
の
選
択
肢
を
狭
め
る
こ
と
に
も
な
る
た
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
は
慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

あ
わ
せ
て
、
現
在
は
４
～
６
か
月
の
訓
練
期
間
で
あ
る
が
、
実
務
的
な
部
分
も
カ
バ
ー
で
き
る
長
期
間
の
訓
練
の
設
定
に
関
し
て
、
受
講
者
や
事
業
所
の
ニ
ー
ズ
に
加
え
、
他
の
公
的
訓
練

や
民
間
の
専
修
学
校
等
の
実
施
状
況
も
踏
ま
え
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
基
本
的
な
社
会
人
基
礎
ス
キ
ル
の
向
上
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
関
係
の
事
業
所
に
就
職
し
な
か
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
の
向
上
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
習
、

多
く
の
企
業
で
採
用
さ
れ
て
い
る

O
ffi

ce
系
の
ソ
フ
ト
（

Ex
ce

l等
）
の
ス
キ
ル
習
得
に
つ
い
て
は
、
採
用
企
業
の
評
価
も
高
く
今
後
も
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
積
極
的
に
組
み
込
む
こ
と
と
す
る
。

①
業
界
に
関
す
る
知
識
に
つ
い
て

鹿
児
島
県
内
の
デ
ジ
タ
ル
関
係
の
求
人
状
況
と
訓
練
を
通
し
て
習
得
で
き
る
ス
キ
ル
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
で
説
明
し
、
訓
練
見
学
等
を
す
す
め
る
こ
と
に
よ
り
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
減
ら
す
。

ま
た
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
職
員
に
つ
い
て
も
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
訓
練
及
び
業
界
の
人
材
ニ
ー
ズ
等
の
理
解
・
知
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
と
す
る
。

求
人
の
不
足
に
つ
い
て
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
訓
練
部
門
と
求
人
部
門
と
の
連
携
に
よ
り
、
訓
練
修
了
者
を
想
定
し
た
求
人
の
確
保
を
推
進
。

そ
の
他
、
訓
練
後
の
就
職
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
訓
練
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
職
場
見
学
や
職
場
実
習
を
組
み
込
む
こ
と
も
効
果
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

訓
練
効
果
が
期
待
で
き

る
内
容
は
引
き
続
き
実
施

し
て
い
く
こ
と
に
加
え
、

訓
練
実
施
機
関
に
も
共
有

す
る
。

訓
練
効
果
が
期
待
で
き
る
内
容

改
善
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
内
容
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コ
ー

ス
数

定
員

受
講

者
数

ＩＴ
分

野
6

1
2
2

9
6

営
業

・
販

売
・
事

務
分

野
7
6

1
,3

6
8

1
,0

1
3

医
療

事
務

分
野

1
3

2
2
8

1
4
7

介
護

・
医

療
・
福

祉
分

野
2
6

2
5
0

1
3
6

農
業

分
野

1
2
0

2
0

旅
行

・
観

光
分

野
0

0
0

デ
ザ

イ
ン

分
野

6
1
3
0

9
2

製
造

分
野

1
7

2
1
2

1
5
1

建
設

関
連

分
野

7
1
0
0

8
0

理
容

・
美

容
関

連
分

野
6

8
6

6
7

そ
の

他
分

野
1
2

1
2
2

1
1
0

7
9
9

7
7

1
7
7

2
,7

3
7

1
,9

8
9

1
9

3
4
6

2
4
8

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
離
職
者
向
け
）
の
令
和
６
年
度
実
績

１
　
離
職
者
向
け
の
公
的
職
業
訓
練
の
分
野
別
訓
練
規
模

総
計

分
 野

公 共 職 業 訓 練 （ 離 職 者 向 け ）

   ＋ 求 職 者 支 援 訓 練 （ 実 践 コ ー ス ）

4
6
_鹿

児
島

求 職 者

支 援 訓

練 （ 基

礎 コ ー

ス ）
基

礎

合
計

（
参

考
）

デ
ジ

タ
ル

分
野

※
本

資
料

に
お

け
る

用
語

は
、

以
下

の
と

お
り

定
義

し
て

い
ま

す
。

「
コ

ー
ス

数
」

公
共

職
業

訓
練

に
つ

い
て

は
、

当
該

年
度

中
に

開
講

し
た

コ
ー

ス
及

び
当

該
年

度
以

前
か

ら
開

始
し

当
該

年
度

に
実

施
し

た
訓

練
コ

ー
ス

の
数

（
当

該
年

度
以

前

に
開

講
し

、
次

年
度

に
繰

り
越

す
コ

ー
ス

を
含

む
）
。

求
職

者
支

援
訓

練
に

つ
い

て
は

当
該

年
度

中
に

開
講

し
た

コ
ー

ス
の

数
。

「
定

員
」

当
該

年
度

中
に

開
講

し
た

訓
練

コ
ー

ス
の

定
員

の
数

。

「
受

講
者

数
」

当
該

年
度

中
に

開
講

し
た

コ
ー

ス
に

入
校

し
た

者
の

数
。

「
応

募
倍

率
」

当
該

訓
練

の
定

員
を

1
0
0
と

し
た

時
の

、
受

講
を

申
し

込
ん

だ
者

の
数

の
倍

率
。

「
定

員
充

足
率

」

当
該

訓
練

の
定

員
に

対
す

る
受

講
者

数
の

割
合

。

「
就

職
率

」

訓
練

を
修

了
等

し
た

者
の

う
ち

就
職

し
た

者
の

割
合

。
分

母
に

つ
い

て
は

受
講

者

数
か

ら
中

途
退

校
者

数
(中

途
退

校
就

職
者

数
を

除
く
）
等

を
差

し
引

き
、

分
子

に

つ
い

て
は

中
途

退
校

就
職

者
を

加
え

て
い

る
。

「
デ

ジ
タ

ル
分

野
」

IT
分

野
（
IT

エ
ン

ジ
ニ

ア
養

成
科

な
ど

。
情

報
ビ

ジ
ネ

ス
科

を
除

く
。

）
、

デ
ザ

イ
ン

分
野

（
W

E
B

デ
ザ

イ
ン

系
の

コ
ー

ス
に

限
る

）
等

。

用
語

の
定

義
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コ
ー

ス
数

定
員

受
講

者
数

応
募

倍
率

定
員

充
足

率
就

職
率

コ
ー

ス
数

定
員

受
講

者
数

応
募

倍
率

定
員

充
足

率
就

職
率

ＩＴ
分

野
5

9
2

7
9

1
0
1
.1

%
8
5
.9

%
7
0
.7

%
1

3
0

1
7

9
3
.3

%
5
6
.7

%
-

営
業

・
販

売
・
事

務
分

野
5
2

8
8
6

6
6
8

8
6
.7

%
7
5
.4

%
7
3
.5

%
2
4

4
8
2

3
4
5

9
0
.5

%
7
1
.6

%
5
7
.1

%

医
療

事
務

分
野

8
1
2
4

6
7

5
9
.7

%
5
4
.0

%
7
3
.1

%
5

1
0
4

8
0

9
7
.1

%
7
6
.9

%
8
0
.8

%

介
護

・
医

療
・
福

祉
分

野
2
4

2
0
2

1
1
5

7
1
.3

%
5
6
.9

%
8
5
.3

%
2

4
8

2
1

4
7
.9

%
4
3
.8

%
9
0
.0

%

農
業

分
野

1
2
0

2
0

1
1
5
.0

%
1
0
0
.0

%
9
5
.0

%
0

0
0

-
-

-

旅
行

・
観

光
分

野
0

0
0

-
-

-
0

0
0

-
-

-

デ
ザ

イ
ン

分
野

2
3
0

3
0

1
2
3
.3

%
1
0
0
.0

%
7
8
.6

%
4

1
0
0

6
2

7
9
.0

%
6
2
.0

%
6
3
.2

%

製
造

分
野

0
0

0
-

-
-

0
0

0
-

-
-

建
設

関
連

分
野

0
0

0
-

-
-

2
4
0

2
4

6
2
.5

%
6
0
.0

%
7
2
.4

%

理
容

・
美

容
関

連
分

野
2

6
4

6
6
.7

%
6
6
.7

%
1
0
0
.0

%
4

8
0

6
3

8
7
.5

%
7
8
.8

%
6
5
.9

%

そ
の

他
分

野
3

2
0

1
0

7
0
.0

%
5
0
.0

%
5
8
.3

%
0

0
0

-
-

-

求 職 者

支 援 訓 練

（ 基 礎

コ ー ス ）

基
礎

-
-

-
-

-
-

7
9
9

7
7

9
6
.0

%
7
7
.8

%
5
7
.6

%

9
7

1
,3

8
0

9
9
3

8
3
.8

%
7
2
.0

%
7
5
.2

%
4
9

9
8
3

6
8
9

8
7
.2

%
7
0
.1

%

（
参

考
）

デ
ジ

タ
ル

分
野

6
1
1
2

9
9

1
0
2
.7

%
8
8
.4

%
7
3
.3

%
5

1
3
0

7
9

8
2
.3

%
6
0
.8

%
6
3
.2

%

※
数

値
は

速
報

値
の

た
め

、
今

後
変

動
の

可
能

性
が

あ
る

。
（
注

）
求

職
者

支
援

訓
練

の
就

職
率

は
令

和
６

年
1
2
月

末
ま

で
に

終
了

し
た

コ
ー

ス
に

つ
い

て
集

計

２
　
離
職
者
向
け
の
公
的
職
業
訓
練
の
制
度
別
、
分
野
別
訓
練
の
実
施
状
況

公
共

職
業

訓
練

（
都

道
府

県
：
委

託
訓

練
）

求
職

者
支

援
訓

練

分
 野

公 共 職 業 訓 練 （ 離 職 者 向 け ）

   ＋ 求 職 者 支 援 訓 練 （ 実 践 コ ー ス ）

合
計
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分
 野

コ
ー

ス
数

定
員

受
講

者
数

応
募

倍
率

定
員

充
足

率
就

職
率

コ
ー

ス
数

定
員

受
講

者
数

応
募

倍
率

定
員

充
足

率
就

職
率

ＩＴ
分

野
0

0
0

-
-

-
0

0
0

-
-

-

営
業

・
販

売
・
事

務
分

野
0

0
0

-
-

-
0

0
0

-
-

-

医
療

事
務

分
野

0
0

0
-

-
-

0
0

0
-

-
-

介
護

・
医

療
・
福

祉
分

野
0

0
0

-
-

-
0

0
0

-
-

-

農
業

分
野

0
0

0
-

-
-

0
0

0
-

-
-

旅
行

・
観

光
分

野
0

0
0

-
-

-
0

0
0

-
-

-

デ
ザ

イ
ン

分
野

0
0

0
-

-
-

0
0

0
-

-
-

製
造

分
野

0
0

0
-

-
-

1
7

2
1
2

1
5
1

7
8
.3

%
7
1
.2

%
8
9
.2

%

建
設

関
連

分
野

0
0

0
-

-
-

5
6
0

5
6

9
6
.7

%
9
3
.3

%
8
1
.5

%

理
容

・
美

容
関

連
分

野
0

0
0

-
-

-
0

0
0

-
-

-

そ
の

他
分

野
0

0
0

-
-

-
9

1
0
2

1
0
0

1
0
7
.8

%
9
8
.0

%
9
0
.2

%

合
計

0
0

0
-

-
-

3
1

3
7
4

3
0
7

8
9
.3

%
8
2
.1

%
8
7
.8

%

（
参

考
）

デ
ジ

タ
ル

分
野

0
0

0
-

-
-

8
1
0
4

7
0

7
4
.0

%
6
7
.3

%
8
7
.8

%

※
数

値
は

速
報

値
の

た
め

、
今

後
変

動
の

可
能

性
が

あ
る

。

公
共

職
業

訓
練

（
都

道
府

県
：
施

設
内

訓
練

）
公

共
職

業
訓

練
（
高

齢
・
障

害
・
求

職
者

雇
用

支
援

機
構

）
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対
象

：
ハ

ロー
ワ

ー
クの

求
職

者
主
に
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
方

（
無

料
（

テ
キ

ス
ト代

等
除

く)

訓
練

期
間

：
２

～
６

か
月

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
公
共
職
業
訓
練
・
求
職
者
支
援
訓
練
）
の
全
体
像

離 職 者 向 け 学 卒 者 向 け在 職 者 向 け 障 害 者 向 け

対
象

：
ハ

ロー
ワ

ー
クの

求
職

者
主
に
雇
用
保
険
受
給
者

(無
料

(テ
キ

ス
ト代

等
除

く)
)

訓
練

期
間

：
概

ね
３

か
月

～
２

年
実

施
機

関

対
象

：
在

職
労

働
者

（
有

料
）

訓
練

期
間

：
概

ね
２

日
～

５
日

実
施

機
関

：
○

国
（

ポ
リテ

クセ
ンタ

ー
・ポ

リテ
クカ

レ
ッジ

）
○

都
道

府
県

（
職

業
能

力
開

発
校

）

対
象

：
高

等
学

校
卒

業
者

等
（

有
料

）
訓

練
期

間
：

１
年

又
は

２
年

実
施

機
関

：
○

国
（

ポ
リテ

クカ
レ

ッジ
）

○
都

道
府

県
（

職
業

能
力

開
発

校
）

対
象

：
ハ

ロー
ワ

ー
クの

求
職

障
害

者
（

無
料

）
訓

練
期

間
：

概
ね

３
か

月
～

１
年

実
施

機
関

：
○

国
（

障
害

者
職

業
能

力
開

発
校

）
・(

独
)高

齢
・障

害
・求

職
者

雇
用

支
援

機
構

営
・都

道
府

県
営

（
国

か
らの

委
託

）
○

都
道

府
県

（
障

害
者

職
業

能
力

開
発

校
、職

業
能

力
開

発
校

)
○

民
間

教
育

訓
練

機
関

等
（

都
道

府
県

か
らの

委
託

）

※
受

講
期

間
中

基
本

手
当

＋
受

講
手

当
(5

00
円

／
訓

練
日

)＋
通

所
手

当
＋

寄
宿

手
当

を支
給

公
共
職
業
訓
練

都
道

府
県

国
（

ポ
リテ

クセ
ンタ

ー
等

）
合

計
令

和
６

年
度

公
共

職
業

訓
練

実
績

（
速

報
値

）
就

職
率

受
講

者
数

（
人

）
就

職
率

受
講

者
数

（
人

）
就

職
率

受
講

者
数

（
人

）

65
,8

18
ｰ

23
,9

74
-

89
,7

92
離

職
者

訓
練

80
.7

％
5,

37
9 

87
.3

％
23

,9
74

85
.7

％
29

,3
53

うち
施

設
内

72
.4

％
60

,4
39

ｰ
ｰ

72
.4

％
60

,4
39

うち
委

託

-
39

,9
61

-
72

,1
87

-
11

2,
14

8
在

職
者

訓
練

95
.0

％
8,

54
5

99
.5

％
5,

22
2

96
.1

%
13

,7
67

学
卒

者
訓

練
-

11
4,

32
4

-
10

1,
38

3
-

21
5,

70
7

合
計

※
受

講
期

間
中

受
講

手
当

（
月

10
万

円
）

＋
通

所
手

当
（

※
）

＋
寄

宿
手

当
を

支
給

（
本

収
入

が
月

８
万

円
以

下
、世

帯
収

入
が

月
30

万
円

以
下

等
、一

定
の

要
件

を
満

た
す

場
合

）

実
施

機
関

求
職
者
支
援
訓
練

民
間

教
育

訓
練

機
関

等
(都

道
府

県
か

ら
の

委
託

)

都
道

府
県

(職
業

能
力

開
発

校
)

国
(ポ

リテ
クセ

ンタ
ー

)

事
務

系
、介

護
系

、
情

報
系

等
モ

デ
ル

カリ
キ

ュラ
ム

な
どに

よ
る

訓
練

を
実

施

地
域

の
実

情
に

応
じた

多
様

な
訓

練
を

実
施

（
木

工
科

、自
動

車
整

備
科

等
）

主
に

も
の

づ
くり

分
野

の
高

度
な

訓
練

を実
施

（
金

属
加

工
科

、住
環

境
計

画
科

等
）

民
間

教
育

訓
練

機
関

等
（

訓
練

コー
ス

ご
とに

厚
生

労
働

大
臣

が
認

定
）

＜
実
践
コー
ス
＞

基
礎

的
能

力
か

ら実
践

的
能

力
まで

一
括

し
て

習
得

す
る

訓
練

(介
護

系
（

介
護

福
祉

サ
ー

ビス
科

等
)、

情
報

系
(ソ

フト
ウェ

アプ
ログ

ラマ
ー

養
成

科
等

)、
医

療
事

務
系

（
医

療
・調

剤
事

務
科

等
）

等
)

＜
基
礎
コー
ス
＞

社
会

人
とし

て
の

基
礎

的
能

力
を習

得
す

る
訓

練

※
職

業
訓

練
受

講
給

付
金

の
支

給
対

象
とな

らな
い

方
も

、一
定

の
要

件
（

本
収

入
12

万
円

以
下

、世
帯

収
入

34
万

円
以

下
等

）
を

満
た

して
い

れ
ば

、通
所

手
当

の
み

受
給

が
可

能
。

令
和

６
年

度
求

職
者

支
援

訓
練

実
績

受
講

者
数

：
38

,9
45

人
（

基
礎

コー
ス

）
6,

12
9人

就
職

率
：

60
.9

%
（

実
践

コー
ス

）
32

,8
16

人
就

職
率

：
61

.7
%

※
就

職
率

は
令

和
６

年
4月

か
ら1

2月
末

まで
に

終
了

した
訓

練
コー

ス
に

つ
い

て
集

計
。

都
道

府
県

立
国

立
都

道
府

県
営

国
立

機
構

営
合

計
令

和
６

年
度

公
共

職
業

訓
練

実
績

（
速

報
値

）
障

害
者

訓
練

(離
職

者
訓

練
の

うち
施

設
内

）

就
職

率
受

講
者

数
（

人
）

就
職

率
受

講
者

数
（

人
）

就
職

率
受

講
者

数
（

人
）

就
職

率
受

講
者

数
（

人
）

80
.4

％
16

4
65

.4
％

73
0

80
.3

％
39

7
70

.9
％

1,
29

1
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訓練相談にかかるエントリーシートの集計表（鹿児島労働局） ※令和７年４月～９月

鹿児島局計(4~9月計）

611

429

886

789

337

547

252

184

398

157

215

57

111

101

375

728

78

582

120

507

817

184

24

948

586

334

229

75

50

20

21

9

76

訓練コースの希望

希望する訓練コースが決まっている

希望する訓練コースが決まっていないが、訓練を受

講したい

訓練の受講は、これからの相談を踏まえて考える

希望する訓練の分野

パソコン基礎

ＩＴ

デザイン

営業・販売・事務

医療事務

介護福祉

理容・美容

建設系

製造系

電気・設備系

その他

希望する訓練コースの開始

時期

1か月以内

3か月以内

6か月以上

未定

希望する訓練コースの期間

1か月以内

3か月

3か月から6か月

6か月から1年

1年以上

訓練を知ったきっかけを教

えてください（複数選択

可）

ＨＷの受付、窓口、説明会での案内

ＨＷ内のリーフレット、ポスター、モニターなど

鹿児島労働局、鹿児島県内のHWのSNS

（Instagram、LINE、X）

訓練実施機関の広報

友人・知人に勧められた

地方公共団体での案内

その他機関での案内

その他

鹿児島労働局、鹿児島県内のHWのHP

厚生労働省、他都道府県労働局・ハローワークの

HP、SNS
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図１

図２
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各所の 

とりくみ 

ハローワーク鹿児島① 

ハローワーク鹿児島② ハローワーク国分 

ハローワーク伊集院 ハローワーク加世田 
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フリーペーパーへの掲載 

労働局のとりくみ 

訓練課インスタグラム 

令和７年１０月より広告掲載 

フェリア（R7.6.21 掲載） フェリア（R7.９.６掲載） リビング新聞（R7.3.15 掲載） 

令和７年５月にフォロワー1,000 人達成 
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皆さまこんにちは！！ハロトレ通信夏号を発行いたします。夏の日
差しがまぶしい季節となりました。お出かけの際は、熱中症など体
調管理には気をつけましょう。今回もみなさまのキャリアアップに
お役に立つ訓練情報をお届けします。

鹿児島労働局季刊発行

令和7年
夏号

令和７年７月７日

鹿児島労働局
ホームページ
（訓練関係）
QRコード

ハロトレ入校までの流れ

現在募集中の訓練を探す方法

訓練情報のチェックポイントはココ！
□ 何を学ぶことができるか
□ 訓練の実施場所
□ 訓練期間
□ 訓練募集期間
□ 教材費 など

ハローワークの
窓口で相談を
行い、訓練の
詳細を確認し
ます。

また、訓練受講中の雇用保険
や受講給付金についても要件
を確認します。

ハローワークで訓練説明会
を行っていることもあります。
ぜひ参加をオススメします！

注 意
通常、受講する訓練を決定
するまでに窓口で複数回相談
することが多いため、募集期間
に余裕を持って相談しましょう。

受講する訓練が決定したら、
ハローワークから入校願書を受け取ります。
履歴書のように必要事項を丁寧に記載し、募集
期間内に提出する必要があります。
提出先は応募する訓練校によって異なるため、
必ずハローワークで確認しましょう。

願書提出後、必ず入校試験
があります。

試験の内容は訓練によって違いますが、面接試
験と筆記試験（国語や数学等）があります。
試験日も決まっているため、あらかじめ確認して
おきましょう。
試験が終わると、おおよそ１週間以内に合否通
知があります。

訓練受講者の声 現在募集中の職業訓練

Step1 Step2 Step3

Step4ハローワーク窓口

インスタグラム 鹿児島労働局
ホームページ

ハローワーク
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｻｰﾋﾞｽ

※右上のQRコード
からご覧下さい

合格した場合は合格後の手続きがあるため、
ハローワークに確認しましょう。

実施場所
（市町村） 訓練科名 期間 定員 募集

終了日

鹿児島市 ファッションビジネス科 6か月 10名 8/20 ～ 2/19 7/25

鹿児島市 ＩＴ広告デザイン科　③
（職場実習付）　※２ 5か月 24名 9/2 ～ 1/30 8/7

鹿児島市 建設CADデザイン科 3か月 20名 9/11 ～ 12/10 8/20

ｅラーニング 基礎から学べる！IT人材養成科
(eラーニングA) 6か月 20名 9/17 ～ 3/16 8/25

鹿屋市 介護実務者研修科 6か月 20名 9/4 ～ 3/3 8/19

出水市 介護・福祉科【初任者研修】　Ｍ① 3か月 20名 9/10 ～ 12/9 8/15

垂水市 ＩＴビジネス科（WEBアプリ制作）K①
【資格取得コース】 5か月 20名 8/29 ～ 1/28 8/12

枕崎市 仕事で役立つオフィスワーク実践科 4か月 20名 8/27 ～ 12/26 8/4

枕崎市 パソコン・基礎科　Ｆ① 3か月 24名 9/16 ～ 12/15 8/21

訓練期間

はじめは授業に
ついていけるか不安でしたが、
教科書も分かりやすく講師の
方の説明も丁寧で、とても楽
しく知識を身につける
ことができました！

授業についていくのは
必死でしたが、クラスの
雰囲気もよく、とても学び
やすい環境でした。

資格もとらせて頂き、
今後の就職活動に役立つと
思います。先生がとても親身に
なって就職支援もして下さり

感謝しています。
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くわしくは最寄りのハローワークまでお問い合わせください 

今、パソコンできるようになりた
くて、ハロトレ通ってるよ～ 

それって職業訓練だっけ？ 
どんな内容なの？ 

パソコンの基礎なのよ 
全くパソコン触ったことない、
初心者の私でも、だんだんでき
るようになって楽しいよ♪ 

順調なんだね～ 
そういえば、知り合いが初心
者向けのあとも、続けて訓練
受けてたけど「連続受講」って
制度知ってる？ 

10 万円の給付金の対象とならない 

場合は通所手当なし 

 

収入が一定額以下であれば、 

給付金の対象でなくても通所手当を支給します！ 

世帯全体の収入が 25 万円以下 

 

月 30 万円以下になりました！ 

このほかにも次の要件が緩和されています！ 

職業訓練の連続受講ができます 

職業訓練中の給付金 

１年以内とか条件はあるけど、基
礎的な訓練のあとに「連続受講」
でスキルアップできるみたい！ 
パソコン以外にも、介護や医療事
務とか専門的な分野も選べるよ～
今、通うのに慣れてきて、毎日の
生活リズムもできてるからチャレ
ンジしやすいよね 

今までは、病気やけがなど、やむを得ない理由

による欠席を除き、すべての訓練実施日に出席

することが必要でした。（やむを得ない理由に 

よる欠席は、全訓練実施日の 2 割まで） 

 

育児・介護中の方と求職者支援訓練の基礎コー

スを受講する方は 

やむを得ない理由以外で訓練を欠席しても、 

全訓練実施日の 8 割以上を出席していれば、 

給付金が日割りで支給されます。 

※雇用保険被保険者以外 

知識も身について、再就職に
自信が持てるね！ 
がんばって！ 

※令和3年12月から実施されていた特例措置は､令和5年3月末で終了しました。 

職業訓練情報は、鹿児島労働局ホームページ 

または、訓練課インスタグラム 

で も ご 覧 い た だ け ま す 。 
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○
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
専
門
家
と
し
て
、
「キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト」
制
度
を
法
定
化
（
平
成
2
8
年
４
月
か
ら
名
称
独
占
の
国
家
資
格
に
位
置
づ
け
）

○
厚
生
労
働
大
臣
が
認
定
す
る
養
成
講
習
(1
４
0
時
間
）を
修
了
し
た
者
等
が
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト試
験
に
合
格
し
た
場
合
に
取
得
可
能

○
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
トは
５
年
毎
の
更
新
制
（更
新
講
習
（知
識
講
習
８
時
間
・技
能
講
習

3
0
時
間
以
上
））
に
よ
り
、
そ
の
質
を
担
保

○
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト登
録
者
数
は
62
,3
15
人
（令
和
４
年
８
月
末
時
点
）

○
社
会
環
境
の
変
化
や
労
働
政
策
上
の
要
請
等
へ
の
対
応
と
し
て
知
識
・技
能
を
能
力
要
件
に
反
映
し
、
養
成
・
更
新
講
習
の
科
目
・
時
間

数
（養
成
講
習
1
4
0
→
1
5
0
時
間
）を
改
正
（
令
和
2
年
４
月
１
日
施
行
）

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

○
労
働
者
の
職
業
の
選
択
、
職
業
生
活
設
計
、
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
助
言
及
び
指
導
を
行
う
こ
と

（職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
２
条
第
５
項
）

○
労
働
者
は
、
職
業
生
活
設
計
を
行
い
、
そ
の
職
業
生
活
設
計
に
即
し
て
自
発
的
な
職
業
能
力
の
開
発
及
び

向
上
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

○
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
、
目
指
す
キ
ャ
リ
ア
の
道
筋
を
効
果
的
に
具
体
化
す
る
こ
と
が
で
き
る

。
本
人
の
希
望
の

明
確
化
・

能
力
の
棚
卸
し

長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア

プ
ラ
ン
と

当
面
の
目
標
の
設
定

「
職
業
能
力
開
発
」

な
ど
、
具
体
的
な

行
動
の
実
行

新
た
な
職
業
又
は

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
へ

◆
各
領
域
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
役
割
例

【ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
・

民
間
職
業
紹
介
機
関
等
】

○
仕
事
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

を
前
提
と
し
て
求
職
者

等
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の

実
施

○
求
職
者
の
職
業
選
択

の
方
向
性
や
職
業
生

活
設
計
の
明
確
化

【企
業
】

○
企
業
内
の
キ
ャ
リ
ア
相

談
室
等
に
お
い
て
従
業

員
の
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
実
施

○
従
業
員
が
目
指
す
職

業
生
活
設
計
の
明
確

化
や
就
労
意
欲
等
の

向
上

【
教
育
機
関
】

○
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
等
に
お
け
る
学

生
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の

実
施

○
学
生
の
職
業
選
択
・

職
業
生
活
設
計
・学

び
の
方
向
性
の
明
確

化

≪
主
な
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
関
連
施
策
≫

◆
セ
ル
フ
・
キ
ャ
リ
ア
ド
ッ
ク
の
普
及
促
進

◆
人

材
開

発
支

援
助

成
金

 

◆
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
資
質
向
上

○
セ
ル
フ
・
キ
ャ
リ
ア
ド
ッ
ク
(※

）
の
導
入
を
推
進
す
る
た
め
企
業
に

対
す
る
周
知
・
啓
発
や
相
談
、
研
修
等
を
実
施

(
※
）
年
齢
、
就
業
年
数
、
役
職
等
の
節
目
に
お
い
て
定
期
的
に
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
う
け
る
機
会
を
設
定
す
る
仕
組
み

○
事
業
主
が
労
働

者
に
対
し
て
訓
練
を
実
施
し
た
場
合
に
、
訓
練
経
費

や
訓
練
期
間
中

の
賃
金
の
一
部
等
を
助
成
す
る
制
度

○
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ン
ル
タ
ン
ト
に
対
す
る
指
導
に
関
す
る
調
査
研
究

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
つ
い
て

◆
訓
練
受
講
希
望
者
等
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

○
訓
練
対
応
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
適
切
な
職
業
訓
練
の
選
択
を
 

支
援
（
一
部
の
訓
練
は
受
講
前
の
キ
ャ
リ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
要
件
）

（職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
３
条
の
３
）
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ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制
度
に
つ
い
て

○
免
許
・
資
格
、
学
習
・
訓
練
歴
、
雇
用
型
訓
練
、
公
的
職
業
訓
練
を
は
じ
め
と
す
る
訓
練
の
評
価
、
職
務
経
験
、
仕
事
ぶ
り
の
評
価
の
情
報
を
蓄
積
し
、
応
募
書
類
等
と
し
て
活
用

○
個
人
が
履
歴
、
職
業
経
験
の
棚
卸
し
、
職
業
生
活
設
計
等
の
情
報
を
蓄
積
の
上
、

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
受
け
つ
つ
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
を
作
成
。

○
職
業
生
活
の
様
々
な
場
面
・
局
面
に
お
け
る
活
用
。

生
涯
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
ツ
ー
ル

職
業
能
力
証
明
の
ツ
ー
ル

目
的

○
個
人
の
状
況
に
応
じ
た
職
業
能
力
開
発
、
多
様
な
人
材
の
必
要
な
分
野
へ
の
円
滑
な
就
職
の
支
援
等
の
た
め
、
生
涯
を
通
し
て
活
用

○
厚
生
労
働
大
臣
が
「
職
務
経
歴
等
記
録
書
」

(ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド

)の
様
式
を
定
め
て
い
る

（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第

15
条
の

4第
1項
）
。

○
個
人
が
、
各
様
式
に
記
入
（
必
要
に
応
じ
て
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
等
の
支
援
）
、

場
面
に
応
じ
て
活
用
。

様
式
の
構
成

・
様
式
１

キ
ャ
リ
ア
・
プ
ラ
ン
シ
ー
ト

・
様
式
３
－
３

訓
練
成
果
・実
務
成
果
シ
ー
ト

・
様
式
２

職
務
経
歴
シ
ー
ト

・
様
式
３
－
１

免
許
・
資
格
シ
ー
ト

・
様
式
３
－
２

学
習
・
訓
練
歴
シ
ー
ト

様
式 １

様
式 ２

様
式

３
－
１

様
式

３
－
２

様
式

３
－
３

周
知
・
広
報

○
マ
イ
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド

・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
を
作

成
・
保
存
・
更
新
で
き
る
機
能
を
提

供
。

・
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
の
活
用
方
法
や

キ
ャ
リ
ア
形
成
に
役
立
つ
情
報
を
発

信
。

・
企
業
や
学
校
に
お
け
る
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
の
活
用
事
例
を
紹
介
。

・
セ
ミ
ナ
ー
、
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、

利
用
者
の
声
等
を

SN
Sに
よ
り
情
報
発
信
。

○
キ
ャ
リ
ア
形
成
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

H
P

職
業
能
力
証
明
シ
ー
ト

○
個
人
が
生
涯
活
用
す
る
キ
ャ
リ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
及
び
職
業
能
力
証
明
の
ツ
ー
ル
と
し
て
普
及
を
促
進
。

キ
ャ
リ
ア
教
育

就
職
活
動

職
場
定
着

キ
ャ
リ
ア
形
成

キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ

転
職

職
業
訓
練

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン

再
設
計

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

○
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
動
画

・
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
の
作
成
方
法
を
説
明
す
る
活
用
ガ
イ
ド
を
配
布
。

・
求
職
者
・
在
職
者
、
事
業
主
、
学
生
な
ど
幅
広
い
層
へ
ジ
ョ
ブ
・

カ
ー
ド
の
活
用
を
簡
単
に
紹
介
す
る
動
画
を
配
信
。

35
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■
相
談
コ
ー
ナ
ー
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
実
施
状
況

鹿
児
島
キ
ャ
リ
ア
形
成
・
リ
ス
キ
リ
ン
グ
支
援
セ
ン
タ
ー

令
和
6年
度

（
R
6.
4月
_R
7.
3月
）

専
門
実
践

教
育
訓
練

特
定
一
般

教
育
訓
練

雇
用
型
訓
練

日
本
版

デ
ュ
ア
ル

シ
ス
テ
ム

施
設
内
訓
練

委
託
訓
練

求
職
者

支
援
訓
練

そ
の
他

合
計

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ご
し
ま

21
8

23
0

32
0

12
7

24
57

48
1

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
集
院

13
3

0
1

0
34

16
2

69

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
内

25
3

0
0

0
24

11
14

77

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

17
0

0
0

0
2

1
1

21

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宮
之
城

8
0

0
0

0
11

2
1

22

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
加
世
田

18
4

0
1

0
2

1
3

29

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
の
や

18
3

0
1

0
8

0
1

31

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
隅

17
3

0
1

0
6

1
3

31

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
国
分

38
8

0
8

0
23

2
2

81

霧
島
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

7
1

0
1

0
6

1
0

16

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
口

16
0

0
0

0
0

0
3

19

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
指
宿

13
1

0
0

0
2

0
0

16

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
毛

0
0

0
0

0
0

0
0

0

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
名
瀬

2
1

0
0

0
0

0
3

6

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
徳
之
島

1
3

0
0

0
0

0
1

5

支
援
セ
ン
タ
ー

13
2

0
1

0
1

0
63

80

オ
ン
ラ
イ
ン

39
5

0
0

0
0

3
11

58

合
 
計

46
3

60
0

46
0

24
6

62
16
5

10
42

24    



実
践

の
場

提
供

企
業

デ
ジ

タ
ル

関
連

業
務

人
材

開
発

統
括

官
付

政
策

企
画

室
（

内
線

5
9
6
3
）

厚
生

労
働

省

実
践

の
場

提
供

企
業

で
雇

用

生
成

A
Iを

含
む

デ
ジ

タ
ル

人
材

の
育

成
を

促
進

す
る

に
当

た
っ

て
は

、
実

践
の

機
会

の
確

保
と

支
援

が
重

要
で

あ
る

※
１

。
そ

の
た

め
、

①
他

職
種

か
ら

IT
人

材
に

転
職

を
目

指
す

求
職

者
の

う
ち

、
訓

練
等

を
修

了
し

た
中

高
年

齢
者

※
２
に

対
し

て
、

O
F
F
-J

T
だ

け
で

は
不

十
分

な
実

践
経

験
を

積
む

た
め

の
「

実
践

の
場

」
を

創
出

す
る

、
②

企
業

の
D

X
推

進
人

材
育

成
の

た
め

に
、

IT
以

外
の

産
業

分
野

に
お

い
て

D
X
導

入
を

検
討

す
る

中
小

企
業

を
開

拓
し

、
（

IT
企

業
・

コ
ン

サ
ル

等
か

ら
）

D
X
に

精
通

し
た

指
導

者
を

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

と
し

て
派

遣
し

、
D

X
導

入
の

実
践

の
場

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

支
援

を
行

い
、

社
内

の
人

材
育

成
を

実
施

す
る
【

拡
充
】

モ
デ

ル
事

業
を

実
施

し
、

そ
の

効
果

・
課

題
等

を
把

握
し

、
よ

り
効

率
的

・
効

果
的

な
支

援
の

在
り

方
を

検
証

す
る

。

【
雇

用
契

約
】

【
就

職
支

援
(無

料
職

業
紹

介
)】

※
１

デ
ジ

タ
ル

人
材

育
成

の
た

め
「

自
社

の
e
-ラ

ー
ニ

ン
グ

」
（

5
9
.3

％
）

を
実

施
し

て
い

る
も

の
の

、
「

取
り

組
ん

で
い

る
が

D
X
に

つ
な

が
ら

な
い

」
（

2
8
.2

%
)、

「
推

進
で

き
る

人
が

い
な

い
」

（
2
7
.4

％
）

傾
向

が
あ

る
。

育
成

が
必

要
な

D
X
人

材
は

「
現

場
で

D
X
を

企
画

・
推

進
す

る
デ

ジ
タ

ル
変

革
人

材
」

（
6
5
.6

％
）

、
「

現
場

で
デ

ジ
タ

ル
を

活
用

で
き

る
デ

ジ
タ

ル
活

用
人

材
」

（
4
6
.2

％
）

な
ど

と
考

え
ら

れ
て

お
り

、
現

場
で

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
も

含
め

た
「

実
践

的
な

学
び

」
の

機
会

が
必

要
（

パ
ー

ソ
ル

プ
ロ

セ
ス

＆
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
株

式
会

社
「

D
X
・

デ
ジ

タ
ル

人
材

育
成

ト
レ

ン
ド

調
査

2
0
2
2
」

）
※

２
公

共
職

業
訓

練
修

了
後

の
就

職
率

全
体

2
0
歳

代
7
6
.8

％
、

デ
ジ

タ
ル

7
2
.3

％
、

全
体

3
5

歳
以

上
7

3
.4

％
、

デ
ジ

タ
ル

6
4

.4
％

（
令

和
５

年
度

公
共

職
業

訓
練

（
都

道
府

分
）

）

委
託

受
託

法
人

(
労

働
者

派
遣

、
職

業
紹

介
許

可
法

人
）

就
職

中
高

年
層

の
訓

練
等

の
修

了
者

【
メ

ン
タ

ー
経

費
支

給
】

【
企

業
の

開
拓

】
【

派
遣

契
約

】

厚
生

労
働

省

委
託

【
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
供

給
元

の
開

拓
】

①
エ

ン
ト

リ
ー

～
ミ

ド
ル

②
ユ

ー
ザ

ー
企

業

デ
ジ

タ
ル

人
材

育
成

の
た

め
の

「
実

践
の

場
」

開
拓

モ
デ

ル
事

業

１
事

業
の

目
的

【
企

業
開

拓
】

【
経

費
補

助
】

デ ジ タ ル 人 材

【
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
】

中
小

・
中

堅
企

業

受
託

法
人

（
コ

ン
サ

ル
等

）

 

I
T

ベ
ン

ダ
ー

、
S

ir
e

、
コ

ン
サ

ル
等

の
D

X
に

精
通

し
た

指
導

者
人

材
育

成

一
般

会
計

労
働
保
険
特
別
会
計 徴
収

雇
用

労
災

○
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
1
5

億
円
（

1
4

億
円
）

※
（

）
内

は
前

年
度

当
初

予
算

額

２
事

業
の

概
要

・
ス

キ
ー

ム
・

実
施

主
体

等

D
X
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
践

10
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事
業

の
概

要
・

ス
キ

ー
ム

、
実

施
主

体
等

キ
ャ

リ
ア

形
成

・
リ

ス
キ

リ
ン

グ
推

進
事

業

○
労

働
者

を
取

り
巻

く
環

境
の

急
速

な
変

化
と

職
業

人
生

の
長

期
化

・
多

様
化

が
進

行
す

る
中

で
、

労
働

者
が

自
ら

リ
ス

キ
リ

ン
グ

に
取

り
組

み
、

主
体

的
に

キ
ャ

リ
ア

形
成

を
図

る
こ

と
を

支
援

す
る

た
め

、
労

働
者

に
対

し
て

キ
ャ

リ
ア

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

を
受

け
る

機
会

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

従
業

員
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

に
取

り
組

む
企

業
へ

の
支

援
を

行
う

。

○
特

に
、

少
子

高
齢

化
が

急
速

に
進

展
し

、
全

て
の

年
代

の
人

々
が

そ
の

特
性

・
強

み
を

生
か

し
活

躍
で

き
る

環
境

の
整

備
が

求
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

中
高

年
齢

層
の

セ
カ

ン
ド

キ
ャ

リ
ア

に
向

け
た

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

の
支

援
を

強
化

す
る

。

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

4
２

億
円
（

4
1

億
円
）

※
（

）
内

は
前

年
度

当
初

予
算

額
事

業
の

目
的

人
材

開
発

統
括

官
付

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

室
（

内
線

5
9
5
3
）

○
キ

ャ
リ

ア
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
の

提
供

・
ジ

ョ
ブ

・
カ

ー
ド

に
よ

る
キ

ャ
リ

ア
の

棚
卸

し
、

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

、
講

座
等

の
選

択
の

支
援

・
学

ん
だ

ス
キ

ル
の

受
講

後
の

活
用

に
関

す
る

相
談

（
必

要
に

応
じ

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

の
職

業
紹

介
窓

口
へ

誘
導

）

キ
ャ

リ
ア

形
成

・
リ

ス
キ

リ
ン

グ
相

談
コ

ー
ナ

ー
全

国
各

地
の

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

に
設

置

キ
ャ

リ
ア

形
成

・
リ

ス
キ

リ
ン

グ
支

援
セ

ン
タ

ー
全

国
4

7
か

所

○
キ

ャ
リ

ア
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
の

提
供

（
平

日
夜

間
・

土
日

オ
ン

ラ
イ

ン
可

）

○
「

中
高

年
齢

層
の

経
験

交
流

・
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

塾
」

【
拡

充
】

・
4
0
代

後
半

以
降

の
中

高
年

齢
層

を
対

象
に

、
セ

カ
ン

ド
キ

ャ
リ

ア
に

向
け

た
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

を
描

け
る

よ
う

支
援

す
る

連
続

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
。

（
セ

ミ
ナ

ー
の

例
）

キ
ャ

リ
ア

の
振

り
返

り
、

リ
ス

キ
リ

ン
グ

の
方

向
性

、
マ

ネ
ー

プ
ラ

ン
、

経
験

交
流

な
ど

・
各

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
年

４
回

、
４

回
連

続
の

セ
ミ

ナ
ー

を
毎

回
1
0
人

程
度

で
開

催
す

る
ほ

か
、

中
高

年
齢

層
の

従
業

員
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
関

心
を

持
つ

企
業

へ
の

出
張

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
（

令
和

８
年

度
拡

充
）

。

○
従

業
員

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
に

関
す

る
企

業
へ

の
支

援
・

セ
ル

フ
・

キ
ャ

リ
ア

ド
ッ

ク
（

※
）

の
試

行
導

入
お

よ
び

取
組

の
定

着
を

支
援

。

（
※

）
企

業
が

人
材

育
成

ビ
ジ

ョ
ン

・
方

針
に

基
づ

き
、

キ
ャ

リ
ア

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

面
談

と
キ

ャ
リ

ア
研

修
な

ど
を

組
み

合
わ

せ
て

、
体

系
的

・
定

期
的

に
従

業
員

の
主

体
的

な
キ

ャ
リ

ア
形

成
を

促
進

・
支

援
す

る
総

合
的

な
取

組
み

。

○
企

業
に

お
け

る
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
の

好
事

例
の

収
集

・
普

及
【

拡
充

】

都
道

府
県

労
働

局

○
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
と

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

に
係

る
総

合
調

整

○
周

知
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

効
果

的
な

実
施

（
イ

ベ
ン

ト
の

企
画

、
関

係
機

関
と

の
連

携
）

に
係

る
助

言
・

支
援 jo
b

ta
g

職
業

情
報

提
供

サ
イ

ト

※
「

ジ
ョ

ブ
」

「
タ

ス
ク

」
「

ス
キ

ル
」

等
の

観
点

か
ら

職
業

の
情

報
を

「
見

え
る

化
」

し
て

求
職

者
等

の
就

職
活

動
等

を
支

援
す

る
W

e
b
サ

イ
ト

委
託

事
業

（
厚

生
労

働
省

→
株

式
会

社
等

）
実

施
主

体

令
和

６
年

度
相

談
支

援
件

数
（

個
人

へ
の

ジ
ョ

ブ
・

カ
ー

ド
作

成
支

援
者

数
と

企
業

へ
の

相
談

支
援

件
数

の
計

）
1
6
1
,8

5
2
件

事
業

実
績

一
般

会
計

子
子

特
会

労
働

特
会

育
休

徴
収

雇
用

労
災

〇

調
整
支
援

相
談
場
面

で
活
用

○
リ

ス
キ

リ
ン

グ
に

関
す

る
周

知
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

実
施

【
拡

充
】

・
既

存
の

制
度

周
知

広
報

に
加

え
、

機
運

醸
成

に
向

け
た

全
国

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
展

開
す

る
。

○
グ

ッ
ド

キ
ャ

リ
ア

企
業

ア
ワ

ー
ド

の
実

施
・

従
業

員
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
取

り
組

む
企

業
へ

の
表

彰
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
に

よ
り

キ
ャ

リ
ア

形
成

を
啓

発
。

3
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教
育
訓
練
手
法
の
構
築
・
普
及
促
進
事
業
に
つ
い
て
(１
)

目
的
・
全
体
像

幅
広
い
ニ
ーズ
に
対
応
した
訓
練
を
実
現
す
る
た
め
、非
正
規
雇
用
労
働
者
や
就
職
氷
河
期
世
代
、中
高
年
労
働
者

な
ど、
様
々
な
事
情
や
背
景
を
持
つ
受
講
者
の
特
性
に
対
応
した
特
色
あ
る
教
育
訓
練
手
法
の
構
築
、そ
の
手
法
の

試
行
及
び
普
及
方
法
を
民
間
か
ら募
集
し、
そ
れ
らの
構
築
か
ら試
行
ま
で
行
わ
せ
る
委
託
事
業
を
令
和
５
年
度
か

ら令
和
６
年
度
に
か
け
て
実
施
い
た
しま
した
。

•
訓
練
手
法
及
び
普
及
方
法
の
提
案

•
訓
練
手
法
の
構
築
・試
行
・普
及
の
実
施

企
業

専
門
学
校

業
界
団
体

民
間
企
業
・団
体
（
14
団
体
）

厚
生
労
働
省

事
業
実
施
支
援
者
（
１
者
）

委
託

委
託

進
捗
管
理
、助
言

•
事
業
全
体
の
進
捗
管
理

•
有
識
者
委
員
会
の
設
置

•
民
間
企
業
・団
体
の
管
理

•
訓
練
手
法
の
普
及
方
策
の
検
討

有
識
者
委
員
会

•
人
材
育
成
に
係
る
知
見
共
有

•
事
業
推
進
に
係
る
改
善
策
の

提
案

等

地
方
公
共
団
体
・教
育
関
連
機
関

•
本
事
業
の
成
果
の
職
業
訓
練
メニ
ュー

へ
の
反
映

•
既
存
の
教
育
訓
練
手
法
の
改
善

等

進
捗
報
告

助
言

訓
練
手
法
提
案
、

成
果
物
納
品

進
捗
報
告

団
体
管
理
状
況
報
告

多
様
な
事
情
や
背
景
を
持
つ
受
講
者
の
例

•
就
職
氷
河
期
世
代

•
中
高
年
齢
者

•
結
婚
、子
育
て
等
に
よ
る
離
職
者

•
コミ
ュニ
ケ
ーシ
ョン
を
苦
手
とす
る
者

•
ひ
き
こも
り等
の
社
会
との
接
点
が
希
薄
な

者
•
離
転
職
を
くり
返
して
い
る
者

•
そ
の
他
非
正
規
雇
用
者

等

資
料
６
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教
育
訓
練
手
法
の
構
築
・
普
及
促
進
事
業
に
つ
い
て
(２
)

①
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
（
６
月
１
８
日
）

・
掲
載
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
特
徴

他
の
訓
練
実
施
主
体
が
訓
練
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
企
画
か
ら
実
行
ま
で
を
再
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
事
業
報
告
書
の

み
な
ら
ず
、
募
集
か
ら
就
職
支
援
に
至
る
ま
で
の
実
際
に
使
用
し
た
作
成
資
料
等
に
つ
い
て
交
付
申
請
に
応
じ
て
提
供
す

る
仕
組
み
を
構
築
。
こ
れ
ら
を
参
考
資
料
と
し
て
訓
練
実
施
主
体
に
活
用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
想
定
。

※
作
成
資
料
等
は
、
各
事
業
で
使
用
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
シ
ラ
バ
ス
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ポ
ス
タ
ー
等
の
募
集
関
連

資
料
、
テ
キ
ス
ト
及
び
課
題
等
の
訓
練
関
連
資
料
及
び
就
職
支
援
用
テ
キ
ス
ト
等
の
就
職
支
援
関
連
資
料
。

②
他
団
体
等
へ
の
働
き
か
け
（
６
月
２
６
日
）

H
P
に
掲
載
後
に
事
務
連
絡
を
発
出
。
職
業
訓
練
の
厚
生
労
働
省
委
託
事
業
者
、
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
支
援
機
構
、

職
業
訓
練
等
の
事
業
委
託
を
行
っ
て
い
る
地
方
自
治
体
等
へ
の
協
力
を
求
め
た
ほ
か
、
本
事
業
の
訓
練
実
施
主
体
に
対
し

て
も
、
普
及
へ
の
協
力
を
要
請
。
８
月
3
1
日
時
点
で
、
６
者
か
ら
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
予
定
な
ど
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
あ

り
。
ま
た
、
２
者
か
ら
作
成
資
料
等
の
交
付
申
請
あ
り
、
す
で
に
提
供
済
み
。

③
労
働
市
場
関
係
情
報
に
関
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
名
称
未
定
）
へ
の
掲
載

必
要
と
す
る
者
が
い
つ
で
も
ア
ク
セ
ス
し
、
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
令
和
７
年
度
末
に
設
置
予
定
の
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
へ
資
料
の
掲
載
を
調
整
中
。

普
及
の
取
組
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教
育
訓
練
手
法
の
構
築
・
普
及
促
進
事
業
に
つ
い
て
(３
)

個
々
の
訓
練
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
お
け
る
特
徴
的
な
取
組

株
式
会
社
フォ
ーラ
ム
エ
イト

学
校
法
人
KB
C学
園
ビュ
ーテ
ィー
モ
ード
カ
レッ
ジ

一
般
社
団
法
人
ソフ
トウ
ェア
協
会

団
体
名

・育
児
や
、精
神
的
障
害
に
よ
る
制
約
を
抱
え
て
い
る

方 ・引
き
こも
り等
、社
会
との
接
点
が
希
薄
な
方

子
育
て
中
の
20
代
～
40
代
女
性
（
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー

を
含
む
）

離
転
職
が
多
く、
専
門
性
を
身
に
着
け
られ
て
い
な
い

方
受
講
者
の
特
性

就
職
支
援

募
集

就
職
支
援

フェ
ーズ

受
講
者
を
対
象
とし
た
業
務
委
託
の
実
施

訓
練
内
容
に
関
連
す
る
業
務
を
受
講
者
に
対
して
委
託
す

る
こと
に
よ
って
、学
習
した
こと
を実
際
に
活
用
して
就
労

で
き
る
場
を
提
供
した
。

託
児
サ
ービ
ス
の
設
置

受
講
者
の
多
くが
、シ
ング
ル
マ
ザ
ーを
含
む
子
育
て中
の

女
性
で
あ
り、
子
育
ての
都
合
で
訓
練
受
講
が
難
しい
場

合
を
想
定
し、
校
舎
内
に
保
育
サ
ポ
ータ
ーを
派
遣
した
結

果
、受
講
者
を
確
保
で
き
た
。

適
性
検
査
に
よ
る
キ
ャリ
ア
コン
サ
ル
テ
ィン
グ
の
効
果

向
上

訓
練
終
了
時
に
適
性
検
査
「H
Ci
-A
S」
を
受
検
した
。検

査
結
果
を
踏
ま
え
、個
々
人
の
弱
み
に
当
た
る
部
分
の
対

応
策
に
つ
い
て、
キャ
リア
コン
サ
ル
タン
トが
ア
ドバ
イス
を
す

る
こと
で
、就
職
意
欲
が
向
上
した
。

取
組
内
容

業
務
委
託
へ
の
応
募
者
数
5名

受
講
者
数
33
名
（
目
標
30
名
）

就
職
者
数
14
名
/2
1名
（
67
％
）

うち
12
名
が
正
規
雇
用

取
組
効
果

本
事
業
の
成
果
とし
ては
、団
体
間
の
試
行
訓
練
の
結
果
を
比
較
した
結
果
も
含
まれ
ま
す
が
、メ
イン
とし
ては
、各
団
体
の
訓
練
パ
ッケ
ージ
を
個
々
に
訴

求
す
る
こと
が
有
効
と考
え
ま
す
。各
実
施
団
体
の
試
行
で
効
果
を
上
げ
た
取
組
に
つ
い
て
は
事
業
報
告
書
等
に
記
載
され
てい
る
た
め
、事
業
報
告
書
等

を
中
心
に
普
及
を
図
る
こと
で
、受
講
者
の
特
性
等
も
踏
ま
え
な
が
ら訓
練
手
法
検
討
の
参
考
に
して
い
た
だ
くこ
とが
可
能
で
す
。募
集
、訓
練
及
び
就
職

支
援
の
それ
ぞ
れ
の
フェ
ーズ
に
お
け
る
各
実
施
団
体
の
特
徴
的
な
取
組
例
を
一
部
ご紹
介
しま
す
。

14
団
体
の
取
組
例

適
性
検
査

キャ
リア
コン
サ
ル
ティ

ング
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訓
練
手
法

団
体
名

講
義
は
集
合
形
式
と
訓
練
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
学
習
で
き
る

e-
Le

ar
ni

ng
を
併
用
。
訓
練
会
場
は
、
東
京
と
大
阪
の

2拠
点
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
接
続
し
、
同
時
に
講
義
。

M
S
-
S
h
ar
ep
o
in
tを
活
用
し
、
遠
隔
で
の
受
講
者
も
拠
点
間
の
講
師
等
と
の
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
と
し
た
。

一
般
社
団
法
人
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
協
会

こ
れ
ま
で
は
養
成
訓
練
を
す
べ
て
対
面
で
行
っ
て
き
た
が
、
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
と
し
て
の
基
本
的
理
論
、
技
術
の
取
得
を
目
標
と
し
実
技
を
対
面
学
習
、
全
訓
練
時
間
の

54
％
の
理
論

学
習
を
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
で
行
い
、
受
講
者
の
時
間
的
負
担
を
軽
減
。

LM
S 
管
理
画
面
よ
り
受
講
者
個
々
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
学
習
の
遅
れ
が
あ
る
受
講
生
に
対
し
て
実
技
授
業
終
了

後
に
補
習
を
実
施
。

学
校
法
人

KB
C学
園
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

モ
ー
ド
カ
レ
ッ
ジ

引
き
こ
も
り
等
、
社
会
と
の
接
点
が
希
薄
な
方
等
を
対
象
に
、
メ
タ
バ
ー
ス
・
ク
ラ
ウ
ド
・

AI
 と
い
っ
た
最
新
情
報
技
術
の
分
野
に
加
え
、
ド
ロ
ー
ン
を
扱
う
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
と
い
う

IT
の
基
本
を
網
羅
し
た
内
容
と
し
て
、
幅
広
い
応
用
に
も
対
応
し
た
実
践
的
な
人
材
育
成
を
目
指
し
た
。
ま
た
、
メ
タ
バ
ー
ス
を
講
義
・
実
習
お
よ
び

就
業
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
活
用
し
た
。

株
式
会
社
フ
ォ
ー
ラ
ム
エ
イ
ト

引
き
こ
も
り
等
、
社
会
と
の
接
点
が
希
薄
な
方
等
を
対
象
に
、
メ
タ
バ
ー
ス
空
間
を
使
う
こ
と
で
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
居
場
所
が
生
ま
れ
、
自
然
な
対
話
が
可
能
と
な
る
。
話
し
か
け
て
良
い
状

態
で
あ
る
と
“
可
視
化
”
で
き
、
質
問
・
相
談
・
雑
談
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
す
。

育
て
上
げ
ネ
ッ
ト

離
転
職
を
繰
り
返
す
者
等
に
対
し
て
、
受
入
れ
が
決
定
し
た
企
業
向
け
に
企
業
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
定
着
に
向
け
た
企
業
側
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
支
援
し
、
職
業
訓
練
、
就
職
支

援
、
受
け
入
れ
企
業
支
援
の
三
位
一
体
型
総
合
支
援
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
実
施
。

日
本
情
報
技
術
取
引
所

プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
理
解
度
に
応
じ
て
各
受
講
者
に
対
し
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
個
別
の
訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
。

株
式
会
社
東
海
道
シ
グ
マ

離
転
職
を
繰
り
返
す
女
性
等
に
対
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
授
業
で
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
ス
キ
ル
の
向
上
を
実
施
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
授
業
で
は
地
域
の
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
訓
練
生
に
伝
え
る
こ
と
で
、
就
職
の
後
押
し
を
行
っ
た
。

学
校
法
人

YI
C学
院

氷
河
期
世
代
の
対
象
者
の
特
性
に
あ
わ
せ
て
「
今
後
求
め
ら
れ
る
ミ
ド
ル
世
代
の
キ
ャ
リ
ア
の
あ
り
方
」
、
「
正
社
員
と
の
採
用
プ
ロ
セ
ス
の
違
い
」
等
の
講
義
を
活
用
。

IT
企
業
で
よ
く
用

い
ら
れ
る
ツ
ー
ル
を
訓
練
内
で
利
用
さ
せ
、
転
職
活
動
や
入
社
後
の
業
務
で
の

IT
ツ
ー
ル
へ
の
抵
抗
感
を
低
減
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成
。

株
式
会
社

W
ar

is

既
存
訓
練
で
は
、
ア
ド
ビ
社
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン
ソ
フ
ト
を
中
心
と
し
た
訓
練
を
実
施
し
て
い
た
が
、

Fi
gm

a、
Vi

su
al

 St
ud

io
 C

od
e、

Ja
va

Sc
rip

tを
導
入
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
関
連
す
る

知
識
を
習
得
す
る
こ
と
で
、
ＩＴ
関
連
へ
の
就
職
の
幅
を
広
げ
た
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
株
式
会
社

社
内
管
理
者
向
け
に
、
各
科
目
の
演
習
で

AI
や
独
自
開
発
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
活
用
や
、

DX
事
例
の
説
明
や
演
習
時
間
の
ウ
エ
イ
ト
を
高
め
、
実
践
的
習
得
度
の
向
上
を
図
る
。
講
座

は
全
て
対
面
で
実
施
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
「
企
画
書
」
の
作
成
、
プ
レ
ゼ
ン
の
機
会
を
設
け
、
受
講
者
同
士
の
情
報
交
換
や
相
乗
効
果
も
高
め
る
。

中
央
総
合
教
育
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

中
高
年
齢
層
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
の
た
め
、
離
職
率
の
高
い
介
護
業
界
で
長
期
的
に
活
動
す
る
た
め
に
必
要
な
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
ス
キ
ル
を
提
供
し
た
り
、

さ
ら
に
は
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
化
や

IC
T化
を
体
験
し
、
先
駆
的
な
目
線
で
介
護
業
界
を
と
ら
え
、
介
護
現
場
の
効
率
化
や
指
導
力
を
発
揮
す
る
機
会
を
提
供
。

株
式
会
社
キ
ャ
リ
ア

IT
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
対
し
て
現
場
リ
ー
ダ
ー
や
主
任
ク
ラ
ス
、
将
来
の
管
理
職
候
補
者
の
育
成
の
た
め
の
訓
練
を
実
施
。

eラ
ー
ニ
ン
グ
で
の
知
識
醸
成
の
後
の
実
務
課
題
に
人
材
育
成

力
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
高
め
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
受
講
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
仕
組
み
と
し
た
。

株
式
会
社
穴
吹
カ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス

企
業
内
の

DX
 推
進
の
中
核
人
材
を
担
う
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
、
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ー
キ
テ
ク
ト
の
ス
キ
ル
・
知
識
・
考
え
方
を
習
得
さ
せ
る
訓
練
を
実
施
。
訓
練
中
に
上
司
向
け

の
レ
ク
チ
ャ
ー
や
情
報
交
換
の
場
を
設
定
し
、
所
属
企
業
に
お
け
る
理
解
を
促
進
し
、
女
性
活
躍
の
下
地
を
作
っ
た
。

日
本
情
報
シ
ス
テ
ム
ユ
ー
ザ
ー
協
会

IT
人
材
の
中
堅
社
員
に
対
し

DX
を
活
用
し
た
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
創
造
の
た
め
の
訓
練
を
実
施
。
事
前
学
習
後
に
ス
ク
ー
リ
ン
グ
を
導
入
し
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
重
視
し
て
実
践
的
な
ス
キ

ル
の
習
得
を
促
進
し
た
。
ま
た
、
訓
練
前
・
後
に
面
談
を
実
施
し
、
上
長
と
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
共
有
を
強
化
し
た
。

株
式
会
社
ウ
チ
ダ
人
材
開
発
セ
ン
タ

教
育
訓
練
手
法
の
構
築
・
普
及
促
進
事
業
に
つ
い
て
(４
)

各
実
施
団
体
の
訓
練
手
法
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再就職、転職、スキルアップを目指す皆さまへ  

都道府県労働局・ハローワーク

「 リ ・スキリング等教育訓練支援融資」

のご案内

LL070919訓01

「リ・スキリング等教育訓練支援融資」は、スキルアップ等を目指す方々を支援する

ため、「教育訓練費用」と「教育訓練期間中の生活費」を融資する制度です！

一定の要件を満たした場合、融資額の返済が一部免除されます。

具体的な手続きは、お近くのハローワークにご相談ください！
（全国のハローワーク）

制度を活用し、生活面の不安なく教育訓練を受けませんか？

利用条件及び一部返済免除の概要などは

裏面をご覧ください。

さらに！

ハローワークで貸し付け要件の確認などの手続き後、別途、ハローワークが指定する金融機関（労働金庫）で
貸し付けの手続きが必要です。その結果、融資を受けられないもしくは融資額が減額となる場合があります。

※収入証明がない方も含みます。

• 融資利率は年2.0％の固定金利（信用保証料0.5%を含む）。 元金と利息の返済が遅れたら、

遅延している元金に対し年14.5%の損害金（遅延利息）の支払い義務が発生します。

• 担保および保証人は不要（ただし、労働金庫が指定する信用保証機関の利用が必要）です。

• ３か月毎にハローワークで職業相談を受ける必要があります。

• 教育訓練費用：入学金、授業料等の教育訓練機関に支払いが必要な費用は、労働金庫より教育訓練
機関に直接振り込みます。その他は本人の口座（労働金庫の口座に限ります。労働金庫に口座がな
い場合は、手続きの際に口座を開設する必要があります。生活費においても同じ。）へ振り込みます。

• 生活費：3か月毎に、3か月分を上限に本人の口座に振り込みます。

• 貸付日の属する月の翌月末以降、毎月末日を約定返済日とします。

• 訓練終了月の１年後の末日までは元金据置期間として、利息のみの返済となります。

• 基本的に、利息の支払いは訓練期間中に始まります。

• 元金据置期間終了後から10年以内に元利均等払いにより返済します（最終弁済時の年齢は76歳未満）。

• 貸付金の返済は、本人の労働金庫の口座から自動引き落としとなります。

融資内容

融資額

教
育
訓
練
費
用

年収200万円以上の方 年額最大120万円×最長２年間

年収200万円未満の方※または離職者 年額最大120万円×最長１年間

融資対象費用：入学金、授業料の他、実習費、受験費用、学用品（パソコン、タブレット等）代 等
（融資申込時点で支払済の費用は、領収書等で支払いが確認できる受験費用のみが融資対象）

生
活
費

年収200万円以上の方 月額最大10万円×受講予定訓練月数（最長24か月）

年収200万円未満の方※または離職者 月額最大10万円×受講予定訓練月数（最長12か月）

貸付
方法

返済
方法

（制度ホームページ）
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以下の事項にご注意ください

◆ この制度は利息を含めて返済が必要になります。融資を受ける額は、将来返済が可能であり、真に必要な額としてください。

利息の返済は教育訓練受講中に必要になる場合があります。

◆ 労働金庫で行う金融機関としての審査の結果、貸し付けを受けられない場合があります。

◆ 訓練を途中で辞めた場合、速やかにハローワークに届け出て、労働金庫で契約変更の手続きを行ってください。

◆ 申請書類の虚偽記載による貸し付けの不正利用が発覚等した場合、直ちに債務残高の全額を一括返済しなければなりません。

また、詐欺罪などで処罰されることもありますのでご注意ください。

◆ 約定どおりに返済がなされない場合には、個人信用情報機関に遅滞状態にある旨が登録され、他の金融機関を利用する際に不

利益を受ける可能性がありますので、ご注意ください。

◆ 返済免除額のうち、生活費にかかる額は一時所得として所得税の課税対象となるため、一定金額以上の生活費用の返済の免除

を受けた場合、確定申告の手続きが必要となります。

以下の要件を満たしたことをハローワークが確認した場合、当該日の債務残高の一部を

「免除割合」のとおり免除します。

賃金が５％以上上昇した時 残債務の30％（上限額は100万円）

賃金が10％以上上昇した時 残債務の50％（上限額は150万円）

• 融資申込時点での融資対象者本人の年収が500万円未満であること

• 求職者支援訓練、公共職業訓練または教育訓練給付金の指定講座を修了すること

• 訓練終了日の翌日から１年以内に雇用保険被保険者として就職し、1年以上継続的に雇用されること

• 訓練修了後の賃金が訓練開始前の賃金と比較して５％以上上昇していること

免除
割合

等

融資を利用できる方の主な条件

◼ ハローワークに求職の申し込みをしていること

◼ 雇用保険被保険者や雇用保険受給資格者でないこと

◼ 労働の意思と能力があること

◼ 職業訓練などの支援を行う必要があるとハローワークが認めたこと

◼ 過去に３年以上の就業経験があること

◼ キャリアコンサルティングを受けて、ジョブ・カードを作成していること

◼ 融資申込時に18歳以上、融資開始時に66歳未満であること

融資の対象となる教育訓練

◼ 訓練期間が１か月以上４年以内のもの（融資期間は、訓練期間のうち訓練開始から最大２年間）

◼ 以下のいずれかに該当するもの

• 学校教育法に基づく大学、大学院、短期大学、高等専門学校、専門学校または

各種学校が提供する教育訓練

• 厚生労働大臣の指定を受けた教育訓練を実施している法人等が提供する教育訓練

• 求職者支援訓練または公共職業訓練等

融資を受けるには、

条件を満たす方が対象の教育訓練を受講することが必要です。

返済の一部免除
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都道府県労働局 ハローワーク LLL070930開総02

事業主・事業主団体の方へ

厚生労働省では、人材開発に取り組む事業主・事業主団体の皆さまを支援するため、

さまざまな支援策を用意しています。従業員のキャリアアップを図る際は、ぜひご活

用ください。

P.2

P.２
～3

P.３

P.3

P.8
～9

人材開発統括官

P.４

P.５

P.６

P.7

人材開発に取り組む事業主を支援します！

 「人材開発支援策」のご案内  
令和７年９月改訂版  

従業員の

スキル向上

を図りたい

従業員の

キャリア形成

を促したい

生産性向上人材育成支援センター

在職者訓練（ハロートレーニング）

生産性向上支援訓練

テクノインストラクターの派遣など

都道府県が実施する訓練

認定職業訓練

在職者訓練（ハロートレーニング）

ものづくりマイスターなど

職業能力検定認定制度

職業能力評価基準

教育訓練給付金

ユースエール認定制度

人材開発支援助成金

全般的な

相談

社外施設

での訓練

講師派遣

会社で

基盤を整備

会社の将来を担う若者を

採用・育成したい

助成金を活用して

人材開発に取り組みたい

従業員

自ら活用

1

あしたを拓く人を創る

キャリア形成・リスキリング推進事業
キャリアコンサルティング

セルフ･キャリアドック

ジョブ・カード

教育訓練休暇給付金 P.7
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「技能・技術などの向上」や「新たな製品づくり」といった企業の生産現場が抱える課題解決のために、

「ものづくり分野」を中心に、設計・開発、加工・組立、工事・施工、設備保全などの実習を中心とした

高度な訓練コースを体系的に実施しています。 

全国のポリテクセンターなどに設置されている｢生産性向上人材育成支援センター｣では、主に中小企

業を対象に、人材育成に関する相談支援から、課題に合わせた「人材育成プラン」の提案、職業訓練

の実施まで、人材育成に必要な支援を一貫して行っています。

特に、中小企業等のDXに対応するための人材育成について、全ての生産性向上人材育成支援セン

ターに「中小企業等ＤＸ人材育成支援コーナー」を設置し、相談支援を行っています。

主に下の３つのメニューで、生産性や技能・技術の向上を支援します

生産性向上人材育成支援センター

高度な技能・技術の習得を支援（在職者訓練：ハロートレーニング）

生産性向上に必要な知識等の習得を支援（生産性向上支援訓練）

中小企業等のＤＸ化への対応や生産性向上に必要な知識等を習得するために、あらゆる産業分野で必要とさ

れる「生産管理、IoT・クラウドの活用、組織マネジメント、マーケティング、データ活用」などのカリ

キュラムを、利用企業の課題に合わせてカスタマイズし、専門的な知見とノウハウを有する民間機関等を活

用して実施しています。

生産性向上人材育成支援センター 検 索

テクノインストラクター（職業訓練指導員）の派遣、施設･設備の貸出

「研修したいが講師がいない、機械を止められない、研修場所がない」などといった企業

の要望に応じて、職業訓練指導員を企業に派遣することや、ポリテクセンター等の施設・

設備（会議室、実習場および訓練用設備・機器）の貸し出しを行っています。

都道府県知事の認定を受けた職業訓練施設、および都道府県立の職業能力開発施設でも、在職者向け

の訓練を実施しています。

都道府県知事の認定を受けた職業訓練施設での訓練（認定職業訓練）

事業主等が雇用する従業員等に対して行う職業訓練のうち、職業能力開発促進

法に定める教科、訓練期間、設備などの基準に合うものとして、都道府県知事

が認定した訓練をいいます。

※中小企業が共同で訓練施設を運営している場合が多いです。

社外訓練全般的な相談

都道府県が実施する訓練 社外訓練

訓 練 日 数 概ね２～５日（12～30時間）

主な訓練分野

機械系／機械設計、機械加工、金属加工

居住系／建築計画、測定検査、設備保全

電気・電子系／制御システム設計、通信設備設計、電気設備工事

訓 練 日 数 概ね１～５日（４～30時間）

主な訓練分野

生産管理、品質保証・管理、組織マネジメント、生涯キャリア形成、

営業・販売、マーケティング、企画・価格、データ活用、情報発信、

倫理・セキュリティ

訓 練 期 間 普通課程：原則として１年 短期課程：６か月以下

主な訓練科 建築、金属・機械加工、情報処理、和洋裁、調理 など

お問い合わせ
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構のウェブサイトをご覧ください

お問い合わせ 都道府県人材開発主管課 2

ハロトレくん
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都道府県が設置する職業訓練施設での訓練（在職者訓練：ハロートレーニング）

訓 練 期 間 概ね２～５日

主な訓練コース

機械・機器操作などの基礎的な取り扱いを習得させる訓練など

地域の人材ニーズを踏まえた基礎的な訓練

例：機械加工科、機械製図科、建築科、情報ビジネス科 など

地域の実情に応じた

訓練コース

地場産業などで必要とされる人材を育成するための地域の実情に応

じた訓練

例：観光ビジネス科、陶磁器製造科、竹工芸繊維科、自動車整備科

など

お問い合わせ 都道府県人材開発主管課

地域企業や地場産業の訓練ニーズに対応した、基礎的な訓練を実施しています。

ものづくりマイスター 講師派遣

ニーズにあわせて最適な「ものづくりマイスター」を派遣します

中小企業・業界団体の若年技能者、工業高校の生徒等を対象に熟練技能者「ものづくりマイスター」（もの

づくり分野等で１級技能士相当以上の指導経験豊富な熟練技能者）が実践的な実技指導を行います。

対 象 職 種

製造・建設・IT系等129職種

（機械加工、建築大工、造園、和裁、塗装、Webデザ

インなど）

講 習 例

技能検定１・２級レベルの技能習得、

普通旋盤作業手順、機械加工の基礎、Webサイト製作

など

受講者の声

・普通旋盤に初めて触れて、自分で作る実感を感じた。

作業中の音、切粉（きりこ）の量、作業速度、寸法測定や4S（整理・整頓・清掃・清潔）なども学び、

自信が持てるようになった。

・これまで機械任せだった加工を自らの頭で考えるようになって対応力が向上した。

基礎からの丁寧な指導で機械加工の全体を理解したことで工程全体や段取りまで理解が及ぶようになった。

お問い合わせ
各都道府県地域技能振興コーナー

ものづくりマイスターのウェブサイトをご覧ください

3

職業能力検定認定制度
（団体等検定制度・社内検定認定制度）

キャリア形成

「能力検定認定制度」で技能の見える化・標準化を実現！
社内検定認定制度は、個々の企業や団体がそこで働く労働者を対象に実施

する社内検定のうち、一定の基準を果たすものを厚生労働大臣が認定する

制度です。また、団体等検定制度は、雇用する労働者以外の方（求職者、

学生、フリーランス等）も受検対象となるものです。ロゴマークを使って

対外的にアピールもできますので、本制度を人材開発のためにご活用

ください。

団 体 等 検 定 制 度 検 索

団体等検定 認定社内検定

【ロゴマーク】

認定の効果

・職業能力検定を実施することで、技能の見える化・標準化、従業員のモチベーションアップ、

若手従業員の定着・新入社員の採用、地域産業復興に貢献等の効果が期待できます。

お問い合わせ 団体等検定のウェブサイトをご覧ください
43    



お問い合わせ
職業能力評価基準のウェブサイトをご覧ください

職業能力評価基準 キャリア形成

職業能力評価基準は、仕事に必要な「知識」「技術・技能」「成果につながる職務行動例」を見える

化したものです。自社にカスタマイズすると、能力評価や人材育成に優れた効果を発揮します。

職業能力評価基準の活用方法を説明したテキストや動画をウェブサイトで公開しています

１．実践的な人材育成

チェック形式の「職業能力評価シート」や、評価結果をグラフ化して育成面談で活用する「OJTコミュニ

ケーションシート」を活用すると、従業員の能力レベルを把握して実践的な人材育成ができます。

２．キャリアパスを明確化

能力開発の標準的な道筋を示した「キャリアマップ」を活用すると、キャリアの道筋やレベルアップの目

安となる年数、経験・実績、資格などを示して、従業員の成長意欲を高めることができます。

職 業 能 力 評 価 基 準 検 索

求人申し込みの際は、ハロートレーニング受講者の採用をご検討ください

ハロートレーニングは「公的職業訓練」 （公共職業訓練・求職者支援訓練）の愛称です。

キャリアアップや希望する就職を実現するために必要な職業スキルや知識を習得することが

できる公的な訓練制度で、在職者向けの訓練や離職者向けの訓練等があります。

このうち、離職者向けの訓練について、令和４年度の公共職業訓練（離職者訓練）の受講者数は約10.2万

人、求職者支援訓練の受講者数は約4.0万人で、訓練分野も多岐にわたります。

ハローワークで求人申し込みを行う際には、ハロートレーニングを受講した方の採用をご検討ください。

4
※求職者支援訓練は実践コースを計上

離職者向けハロートレーニング受講者数 （分野別／令和４年度）

その他分野

理容・美容関連分野

建設関連分野

製造分野

デザイン分野

旅行・観光分野

農業分野

介護・医療・福祉分野

医療事務分野

営業・販売・事務分野

ＩＴ分野

(0.7万人)

(1.2万人)

(1.5万人)

(0.3万人)

(0.9万人)

(1.9万人)

(3.4万人)

(0.08万人)

(1.2万人)

(0.04万人)

(0.6万人)

(万人)
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●ジョブ・カードを活用した採用活動や従業員の人材育成等を実施する企業への支援

●ジョブ・カードを活用した雇用型訓練の実施企業への支援（P.７参照）

●セルフ・キャリアドック導入支援（相談支援・技術的支援、セミナー・研修等）

●労働者に対する専門的なキャリアコンサルティング機会の提供

キャリア形成・リスキリング推進事業 キャリア形成

企業と労働者に対しジョブ・カードを活用してさまざまなキャリア形成及びリスキリング支援を行い

ます。このような従業員の自律的なキャリア形成及びリスキリングの支援を通じて、企業の組織活性

化や生産性向上につなげていきます。

主に下の４つのメニューで、労働者等のキャリア形成を支援します

キャリアコンサルティングとは

キャリアコンサルタント（国家資格）が、相談・助言を行います

キャリアコンサルタントは、キャリア形成や職業能力開発などに関する相談・助言（キャリアコンサル

ティング）を行う専門家で、平成28年４月から国家資格になりました。

守秘義務などが課せられており、安心して仕事や職業に関する相談ができます。

キャリア形成・リスキリング相談コーナーでは、在職者の方個人がキャリアコンサルティングを受ける

ことができます。

セルフ・キャリアドックとは

企業内でキャリアコンサルティング面談やキャリア研修などを組み合わせて実施することで、

従業員の主体的なキャリア形成を支援します

セルフ・キャリアドックとは、企業がその人材育成ビジョン・方針に基づき、キャリアコンサルティング

面談と多様なキャリア研修などを組み合わせて、体系的・定期的に従業員の主体的なキャリア形成を促

進・支援する総合的な取組（仕組み）です。

キャリア形成・リスキリング支援センターでは、セルフ・キャリアドックの導入を希望する企業に対する

相談支援等を実施し、セルフ・キャリアドックの円滑な導入と取組の定着を支援します。

入社時や役職登用時、育児休業からの復職時など、効果的なタイミングで、従業員にキャリアコンサル

ティングを受ける機会を提供すると、従業員の職場定着や、働く意義の再認識、企業の生産性向上につな

がるといった効果が期待されます。

ジョブ・カードとは

「生涯を通じたキャリア・プランニング」と「職業能力証明」のためのツールです

・効果的な人材育成

ジョブ・カードを活用すると、従業員のキャリア形成上の課題を把握でき、効果的な能力開発を

推進できます。

・採用活動

ジョブ・カードを応募書類として活用すると、書面や面接場面だけでは見えない本人の強みや

人物の「立体像」を知ることができます 。

また、求職者本人のキャリア・プランが明確になり採用後のミスマッチの防止効果が期待できます。

なお、自社の従業員に対してジョブ・カードを活用した人材育成（雇用型訓練）を

実施する事業主は、「人材開発支援助成金」を受給できる場合があります（Ｐ.８参照）。

マイジョブ・カード https://www.job-card.mhlw.go.jp/

5

お問い合わせ

キャリア形成・リスキリング推進事業のウェブサイトをご覧ください

https://carigaku.mhlw.go.jp/

キャリア形成・リスキリング支援センター 検 索
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対 象

雇用保険の被保険者※又は被保険者だった方で、一定の条件を満たす方が、厚生労働大臣が

指定する教育訓練講座を受講し、修了などした場合

※雇用保険の被保険者とは、一般被保険者および高年齢被保険者をいいます。

以下、このページにおいて同じです。

支 給 額

一般教育訓練

従業員が教育訓練施設に支払った経費の20%に相当する額（上限10万円）

特定一般教育訓練

① 従業員が教育訓練施設に支払った経費の40％に相当する額（上限20万円)

② 教育訓練を修了し、１年以内に資格取得などをした場合等は、従業員が教育訓練施設に

支払った経費の10％を追加給付

①と②の合計は、従業員が教育訓練施設に支払った経費の50％に相当する額(上限25万円)
受講開始前に訓練対応キャリアコンサルタントが作成支援したジョブ・カードを添付して事前の

手続きを行う必要があります。

専門実践教育訓練

① 従業員が教育訓練施設に支払った経費の50％に相当する額

（年間上限40万円、訓練期間は最大で４年間のため最大160万円）

② 教育訓練を修了し、１年以内に資格取得などをした場合等は、従業員が教育訓練施設に

支払った経費の20％を追加給付

③ ②の要件に加え、訓練前後で賃金が５％以上上昇した場合は、従業員が教育訓練施設に
支払った経費の10％を追加給付

①②③の合計は、従業員が教育訓練施設に支払った経費の80％に相当する額

（年間上限64万円、訓練期間は最大で４年間のため、最大256万円）

ただし、この措置は法令上最短４年の専門実践教育訓練を受講する者に限るとともに、在職者で

かつ、比較的高い賃金を受ける者についてはこの限りではありません。

受講開始前に訓練対応キャリアコンサルタントが作成支援したジョブ・カードを添付して事前の

手続きを行う必要があります。

■自社の従業員が特定一般教育訓練および専門実践教育訓練を受講することを支援する事業主は、「人材開発支援助成

金」を受給できる場合があります（Ｐ.７参照）。

■一般教育訓練、特定一般教育訓練と専門実践教育訓練の指定講座は、お近くのハローワークまたは以下のウェブサイ

トで確認できます。

教育訓練給付金 厚生労働大臣指定教育訓練講座検索システム

https://www.kyufu.mhlw.go.jp/kensaku/

教育訓練給付金 キャリア形成

自ら費用を負担して主体的にキャリア形成に取り組む従業員への支援策です。

キャリア形成に積極的な従業員に、ぜひご紹介ください。

お問い合わせ ハローワーク

6
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教育訓練休暇給付金 キャリア形成

労働者が離職することなく教育訓練に専念するため、自発的に休暇を取得して仕事から離れる場合、

基本手当に相当する給付として賃金の一定割合を支給することで、訓練・休暇期間中の生活費を保障

する制度です。

一定の条件を満たす雇用保険の一般被保険者が、就業規則等に基づき連続した30日以上の無給の教

育訓練休暇を取得する場合、教育訓練休暇給付金の支給が受けられます。

キャリア形成に積極的な従業員に、ぜひご紹介ください。

お問い合わせ
ハローワーク

教育訓練休暇給付金に係る支給要件等は

教育訓練休暇給付金 検 索

7

項目 内容

対象者 雇用保険の一般被保険者（在職者）

支給のタイミング
教育訓練休暇の開始日から起算して 3 0日ごと、

ハローワークで認定を受けた後に支給

給付額
離職した場合の基本手当（いわゆる失業手当）と同じ日額

（賃金や年齢に応じて決定され、上限・下限あり）

給付日数

雇用保険の被保険者であった期間（加入期間）に応じて、
最大 1 5 0日

加入期間
５年以上
10年未満

10年以上
20年未満

20年以上

所定給付日数 90日 120日 150日

認定マーク

ユースエール認定制度 若者の採用・育成

若者の採用・育成に積極的で、若者の雇用管理の状況などが優良な中小企業を、厚生労働大臣が

「ユースエール認定企業」として認定する制度です。

認定基準をクリアし、ユースエール認定企業になることで、以下の効果が期待されます。

１. 学卒者などの若者の応募が増える！

２. 社員が自社の雇用環境の良さを認識し、定着率が向上する！

３. 地元メディアなどに「雇用管理のよい優良企業」として注目される！

この他にも、公共調達における加点評価や、日本政策金融公庫の低利融資などのメリットがあります。

お問い合わせ

申請書類提出先

都道府県労働局・ハローワーク

認定基準などの詳細は、若者雇用促進総合サイトをご覧ください

若者雇用促進総合サイト 検 索
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※ キャリアアップ助成金正社員化コースでは、人材開発支援助成金の特定の訓練を修了後に正社員転換した場合に、助成額を

増額しています。

詳しくは「キャリアアップ助成金 厚生労働省」で検索してください。

キャリアアップ助成金とは、有期雇用労働者、短時間労働者、派遣労働者といったいわゆる非正規雇用の労働者の企業内で

のキャリアアップを促進するため、正社員転換や処遇改善の取組を実施した事業主に対して助成をするものです。

人材開発支援助成金 事業主向け助成金

事業主等が雇用する労働者に対して計画に沿って訓練を実施した場合や、教育訓練休暇等の制度を導

入し、その制度を労働者に適用した場合に、訓練経費や訓練期間中の賃金の一部等を助成する制度です。

8

＜人材育成支援コース＞

○ 人材育成訓練

10時間以上のOFF-JTによる訓練を行った事業主等に対して助成。

○ 認定実習併用職業訓練

新卒者等のために実施するOJTとOFF-JTを組み合わせた訓練を行った事業主に対して助成。

○ 有期実習型訓練

有期契約労働者等の正社員転換を目的として実施するOJTとOFF-JTを組み合わせた訓練を行った事業主に対して

助成。

＜教育訓練休暇等付与コース＞

○教育訓練休暇制度

３年間に５日以上の取得が可能な有給の教育訓練休暇制度（※）を導入し、実際に適用した事業主に助成。

 ※ 労働基準法第39条の規定による年次有給休暇を除く。

＜人への投資促進コース＞

 ○ 高度デジタル人材訓練／成長分野等人材訓練

 高度デジタル人材の育成のための訓練や、海外を含む大学院での訓練を行った事業主に対して助成。

 ○ 情報技術分野認定実習併用職業訓練

 IT分野未経験者の即戦力化のためのOJTとOFF-JTを組み合わせた訓練を行った事業主に対して助成。

○ 定額制訓練

 労働者の多様な訓練の選択・実施を可能とするサブスクリプション型の研修サービスを利用して訓練を行った事業

主に対して助成。

○ 自発的職業能力開発訓練

 労働者が自発的に受講した職業訓練費用を負担する事業主に対して助成。

 ○ 長期教育訓練休暇制度

 30日以上の長期教育訓練休暇の取得が可能な制度を導入し、実際に適用した事業主に助成。

 ○教育訓練短時間勤務等制度

 30回以上の所定労働時間の短縮及び所定外労働時間の免除が可能な制度を導入し、実際に適用した事業主に助成。

＜事業展開等リスキリング支援コース＞

 企業内における新規事業の立ち上げなどの事業展開等に伴い、事業主が新たな分野で必要となる知識や技能を習得

させるための訓練を行った事業主に対して助成。
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※１ 訓練修了後に行う訓練受講者に係る賃金改定前後の賃金を比較して５％以上上昇している場合、又は、資格等手当の支払を就業規則等
に規定した上で、訓練修了後に訓練受講者に対して当該手当を支払い、かつ、当該手当の支払い前後の賃金を比較して３％以上上昇してい
る場合に、助成率等を加算。

※２ 正社員化した場合に助成。
※３ 制度を導入し、労働者に適用した場合に助成（制度導入助成）。
※４ 国内大学院を利用して訓練を実施した場合のみ対象。
※５ 有給による休暇を取得した場合に対象。

人材開発支援助成金 事業主向け助成金

お問い合わせ
都道府県労働局

人材開発支援助成金 厚生労働省 検 索 9

コース名 対象訓練・助成内容

助成率・助成額  注（ ）内は中小企業事業主以外

通常分 訓練修了後に賃金を増額した場合※１

OFF-JT OJT OFF-JT OJT

経費助成 賃金助成 実施助成 経費助成 賃金助成 実施助成

人材育成支援
コース

人材育成訓練

正規雇用:
45(30)％

非正規雇用:
70％

800(400)
円/時・人

－

正規雇用:
60(45)％

非正規雇用:
85％

1,000
(500)
円/時・人

－

認定実習併用職業訓練 45(30)％
20(11)
万円/人

60(45)％
25(14)
万円/人

有期実習型訓練※２ 70％
10(9)
万円/人

100％
13(12)
万円/人

教育訓練休暇等
付与コース

教育訓練休暇制度 30万円※３ － － 36万円※３ － －

人への投資促進
コース

高度デジタル人材訓練
／成長分野等人材訓練

デ
ジ
タ
ル

75(60)%
1,000
(500)
円/時・人

－ － － －

成
長
分
野

75%
1,000円
/時・人※４ － － － －

情報技術分野認定実習併用
職業訓練

60(45)%
800(400)
円/時・人

20(11)
万円/人

75(60)%
1,000
(500)
円/時・人

25(14)
万円/人

定額制訓練 60(45)% － － 75(60)% － －

自発的職業能力開発訓練 45% － － 60% － －

長期教育訓練休暇制度
／教育訓練短時間勤務
等制度

長
期
休
暇

20万円※３
1,000
（800）
円/時・人※５

－ 24万円※３
ー 

(1,000)
円/時・人※５

－

短
時
間
勤
務
等

20万円※３ － － 24万円※３ － －

事業展開等リスキ
リング支援コース

事業展開やDX・GXに伴い新
たな分野で必要となる知識や
技能を習得させるための訓練 

75(60)%
1,000

(500)円/
時・人

－ － － －
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2
0
2
1
年

4
月

1
日

厚
生

労
働

省
鹿

児
島

労
働

局

教
育
訓
練
給
付
制
度
の
指
定
講
座
の
状
況
等
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教
育
訓
練
給
付
金
の
概
要

一
般
教
育
訓
練
給
付
金

＜
左

記
以

外
の

雇
用

の
安

定
・

就
職

の
促

進
に

資
す

る
教

育
訓

練
を

対
象

＞

特
定
一
般
教
育
訓
練
給
付
金

＜
特

に
労

働
者

の
速

や
か

な
再

就
職

及
び

早
期

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
に

資
す

る
教

育
訓

練
を

対
象

＞

専
門
実
践
教
育
訓
練
給
付
金

＜
特

に
労

働
者

の
中

長
期

的
キ

ャ
リ

ア
形

成
に

資
す

る
教

育
訓

練
を

対
象

＞

・
受

講
費

用
の
2
0
％

（
上

限
1
0
万
円

）
・

受
講

費
用

の
4
0
％

（
上

限
2
0
万
円

）

・
追

加
給

付
:１

年
以

内
に

資
格

取
得

・
就

職
等

(※
１

)

⇒
受

講
費

用
の
1
0
％

（
上

限
5
万
円

）

・
受

講
費

用
の
5
0
％

（
上

限
年
間
4
0
万
円

）
（

６
か

月
ご

と
に

支
給

）

・
追

加
給

付
①

:１
年

以
内

に
資

格
取

得
・

就
職

等
⇒

受
講

費
用

の
2
0
％

（
上

限
年
間
1
6
万
円

）

・
追

加
給

付
②

:訓
練

前
後

で
賃

金
が

５
％

以
上

上
昇

(※
１

)

⇒
受

講
費

用
の
1
0
％

（
上

限
年
間
8
万
円

）

給
付

内
容

○
在
職
者
又
は
離
職
後
１
年
以
内

（
妊

娠
、

出
産

、
育

児
、

疾
病

、
負

傷
等

で
教

育
訓

練
給

付
金

の
対

象
期

間
が

延
長

さ
れ

た
場

合
は

最
大

2
0
年

以
内

）
の

者

○
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
期
間
３
年
以
上

（
初

回
の

場
合

、
専

門
実

践
教

育
訓

練
給

付
金

は
２
年
以
上

、
特

定
一

般
教

育
訓

練
給

付
金

・
一

般
教

育
訓

練
給

付
金

は
１
年
以
上

）

支
給

要
件

1
2
,3

5
2

講
座

1
,1

8
8

講
座

3
,3

0
0

講
座

講
座

数

7
3
,7

6
6
人

4
,9

4
7
人

3
7
,1

6
5
人

（
初

回
受

給
者

数
）

受
給

者
数

次
の
い
ず
れ
か
の
類
型
に
該
当
す
る
教
育
訓
練

①
公
的
職
業
資
格
又
は
修
士
若
し
く
は
博
士
の

学
位
等

の
取

得
を

訓
練

目
標

と
す

る
も

の

②
①
に
準
じ
、
訓
練
目
標
が
明
確
で
あ
り
、

訓
練
効
果
の
客
観
的
な
測
定
が
可
能
な
も
の

民
間

職
業

資
格

の
取

得
を

訓
練

目
標

と
す

る
も

の
等

次
の
い
ず
れ
か
の
類
型
に
該
当
し
、
か
つ
就
職
率
等
の

要
件
を
満
た
す
も
の

①
業
務
独
占
資
格
、
名
称
独
占
資
格
若
し
く
は
必
置
資
格

に
係
る
養
成
施
設
の
課
程
又
は
こ
れ
ら
の
資
格
の
取
得

を
訓
練
目
標
と
す
る
課
程
等

②
一
定
レ
ベ
ル
（
IT
S
S
レ
ベ
ル
２
）
の
情
報
通
信
技
術
に

関
す
る
資
格
取
得
を
目
標
と
す
る
課
程

(※
２

)

③
短
時
間
の
職
業
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び

キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

④
職
業
能
力
評
価
制
度
の
検
定
（
技
能
検
定
又
は
団
体
等

検
定
）
の
合
格
を
目
指
す
課
程
（
R
7
.4
～
）

次
の
い
ず
れ
か
の
類
型
に
該
当
し
、
か
つ
就
職
率
等
の

要
件
を
満
た
す
も
の

①
業
務
独
占
資
格
又
は
名
称
独
占
資
格
に
係
る
養
成
施
設

の
課
程
（
４
年
制
課
程
含
む

R
7
.4
～
）

②
専
門
学
校
の
職
業
実
践
専
門
課
程
及
び
キ
ャ
リ
ア
形
成

促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

③
専
門
職
大
学
院
の
課
程
及
び
外
国
の
大
学
院
の
経
営
管

理
に
関
す
る
学
位
課
程
（
R
7
.4
～
）

④
大
学
等
の
職
業
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

⑤
第
四
次
産
業
革
命
ス
キ
ル
習
得
講
座
等
の
課
程

（
IT
S
S
レ
ベ
ル
３
以
上
）

(※
２

)

⑥
専
門
職
大
学
･専
門
職
短
期
大
学
･専
門
職
学
科
の
課
程

講
座

指
定

要
件労

働
者

が
主

体
的

に
、

厚
生

労
働

大
臣

が
指

定
す

る
教

育
訓

練
を

受
講

し
、

修
了

し
た

場
合

に
、

そ
の

費
用

の
一

部
を

雇
用

保
険

に
よ

り
支

給
。

（
注
）
講
座
数
は
令
和
７
年
10
月
時
点
、受
給
者
数
は
令
和
６
年
度
実
績
（
速
報
値
）
。（

※
１

）
令

和
６

年
1
0
月

1
日

以
降

に
受

講
開

始
し

た
者

に
つ

い
て

適
用

。
（
※
２
）
令
和
６
年
10
月
１
日
付
け
指
定
か
ら適
用
。

文
部
科
学
省
連
携

経
済
産
業
省
連
携

文
部
科
学
省
連
携

文
部
科
学
省
連
携
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受
給
の
要
件
を

満
た
す
者
（
※
）

①
入
講
→
講
座
を
修
了

（
受
講
料
を自
ら負
担
）

住
居
所
を
管
轄
す
る

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

③
支
給
申
請
の
手
続
き

④
支
払
った
費
用
の

一
定
割
合
を給
付

（
※

）
特

定
一

般
教

育
訓

練
・

専
門

実
践

教
育

訓
練

に
つ

い
て

は
、

講
座

の
受

講
開

始
２

週
間

前
ま

で
に

、
訓

練
前

キ
ャ

リ
ア

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

を
受

け
、

ジ
ョ

ブ
・

カ
ー

ド
を

作
成

し
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

に
お

い
て

、
受

給
資

格
確

認
を

行
う

こ
と

が
必

要

③
教
育
訓
練
給
付
の
対
象
講
座
とし
て

指
定
（
指
定
期
間
３
年
） ①
申
請

１
．
教
育
訓
練
給
付
の
対
象
講
座
に
な
る
ま
で
の
流
れ 申
請
受
付
は
年
２
回

（
例
年
４
月
か
らと
10
月
か
らの
約
１
ヶ月
間
）

厚
生
労
働
省

②
審
査

厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
講
座

２
．
教
育
訓
練
給
付
を
受
給
す
る
ま
で
の
流
れ

教
育

訓
練

に
つ

い
て

、
継

続
、

安
定

し
て

遂
行

す
る

能
力

が
あ

る
こ

と
当

該
講

座
に

つ
い

て
1
事

業
年

度
以

上
の

事
業

実
績

を
有

し
て

い
る

こ
と

施
設

管
理

者
や

苦
情

受
付

者
等

、
施

設
管

理
者

を
配

置
す

る
こ

と
等

・ ・ ・

4
月

申
請

は
1
0
月

指
定

1
0
月

申
請

は
4
月

指
定

（
指

定
基

準
）

②
教
育
訓
練
修
了
証
明
書
等
の
発
行

指
定
基
準
を
満
た
す
講
座
を
有
す
る

教
育
訓
練
機
関

申
請
窓
口
等
実
施
機
関

（
厚
生
労
働
省
委
託
）

中
央
職
業
能
力
開
発
協
会
（
令
和
７
～
８
年
度
）

指
定

希
望

講
座

の
実

施
関

係
調

査
票

及
び

指
定

基
準

の
確

認
関

係
書

類

教
育
訓
練
給
付
金
の
指
定
申
請
等
の
概
要
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キ
ャリ
ア
コン
サ
ル
タン
ト

社
会
保
険
労
務
士
試
験

ファ
イナ
ンシ
ャル
・プ
ラン
ニン
グ
技

能
検
定
試
験

行
政
書
士
、税
理
士

通
関
士
、マ
ンシ
ョン
管
理
士
試
験

司
法
書
士
、弁
理
士

気
象
予
報
士
試
験

土
地
家
屋
調
査
士

中
小
企
業
診
断
士
試
験

司
書
・司
書
補

産
業
カウ
ンセ
ラー
試
験

公
認
内
部
監
査
人
認
定
試
験

第
四
次
産
業
革
命
ス
キ
ル

習
得
講
座

IT
SS
レ
ベ
ル
３
以
上
の
資
格
取
得

を
目
指
す
講
座

（
シ
ス
コ技
術
者
認
定
資
格
等
）

IT
SS
レ
ベ
ル
２
の
資
格
取
得
を
目

指
す
講
座

（
基
本
情
報
技
術
者
試
験
等
）

IT
パ
ス
ポ
ー
ト

W
eb
クリ
エ
イタ
ー
能
力
認
定
試
験

Ill
us

tr
at

or
クリ
エ
イタ
ー

能
力
認
定
試
験

CA
D
利
用
技
術
者
試
験

介
護
福
祉
士
（
介
護
福
祉
士
実
務

者
研
修
を含
む
）

社
会
福
祉
士

保
育
士

看
護
師
、准
看
護
師
、助
産
師

精
神
保
健
福
祉
士
、は
り師

柔
道
整
復
師
、歯
科
衛
生
士

歯
科
技
工
士
、理
学
療
法
士

作
業
療
法
士
、言
語
聴
覚
士

栄
養
士
、管
理
栄
養
士

保
健
師
、美
容
師
、理
容
師

あ
ん
摩
マ
ッサ
ー
ジ
指
圧
師

き
ゅう
師
、臨
床
工
学
技
士

視
能
訓
練
士

臨
床
検
査
技
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

介
護
職
員
初
任
者
研
修

特
定
行
為
研
修

喀
痰
吸
引
等
研
修

福
祉
用
具
専
門
相
談
員

登
録
販
売
者

衛
生
管
理
者
免
許
試
験

医
療
事
務
技
能
審
査
試
験

医
療
事
務
認
定
実
務
者

（
Ｒ
）
試
験

調
剤
薬
局
事
務
検
定
試
験

健
康
管
理
士
一
般
指
導
員

資
格
認
定
試
験

メン
タル
ヘ
ル
ス
・マ
ネ
ジ
メン
ト

検
定
試
験

情
報
関
係

大
型
自
動
車
第
一
種
・

第
二
種
免
許

中
型
自
動
車
第
一
種
・

第
二
種
免
許

大
型
特
殊
自
動
車
免
許

準
中
型
自
動
車
第
一
種
免
許

普
通
自
動
車
第
二
種
免
許

フォ
ー
クリ
フト
運
転
技
能
講
習

け
ん
引
免
許

車
両
系
建
設
機
械
運
転
・

玉
掛
・小
型
移
動
式
クレ
ー
ン・

高
所
作
業
車
運
転
・

床
上
操
作
式
クレ
ー
ン・

不
整
地
運
搬
車
運
転
技
能
講
習

移
動
式
クレ
ー
ン運
転
士
免
許

クレ
ー
ン・
デ
リッ
ク運
転
士
免
許

一
等
無
人
航
空
機
操
縦
士

輸
送
・機
械
運
転
関
係

技
術
関
係

営
業
・販
売
関
係

医
療
・社
会
福
祉
・

保
健
衛
生
関
係

事
務
関
係

専
門
的
サ
ー
ビス
関
係

登
録
日
本
語
教
員

M
icr

os
of

t O
ffi

ce
 Sp

ec
ia

lis
t 3

65
VB

Aエ
キ
ス
パ
ー
ト

簿
記
検
定
試
験
（
日
商
簿
記
）

日
本
語
教
員
、I

EL
TS

日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験

実
用
英
語
技
能
検
定
（
英
検
）

TO
EI

C、
VE

RS
AN

T、
TO

EF
L i

BT
中
国
語
検
定
試
験

HS
K漢
語
水
平
考
試

｢ハ
ング
ル
｣能
力
検
定

建
設
業
経
理
検
定

調
理
師

宅
地
建
物
取
引
士
資
格
試
験

イン
テ
リア
コー
デ
ィネ
ー
ター

パ
ー
ソ
ナ
ル
カラ
リス
ト検
定

ソ
ム
リエ
呼
称
資
格
認
定
試
験

国
内
旅
行
業
務
取
扱

管
理
者
試
験 製
造
関
係

大
学
・専
門
学
校
等
の

講
座
関
係

測
量
士
補
、電
気
工
事
士

航
空
運
航
整
備
士

自
動
車
整
備
士

海
技
士

電
気
主
任
技
術
者
試
験

建
築
士

技
術
士

土
木
施
工
管
理
技
術
検
定

建
築
施
工
管
理
技
術
検
定

管
工
事
施
工
管
理
技
術
検
定

電
気
通
信
工
事
担
任
者
試
験

製
菓
衛
生
師

パ
ン製
造
技
能
検
定
試
験

職
業
実
践
専
門
課
程

（
商
業
実
務
、文
化
、工
業
、衛
生
、

動
物
、情
報
、デ
ザ
イン
、自
動
車
整
備
、

土
木
・建
築
、ス
ポ
ー
ツ、
旅
行
、服
飾
・

家
政
、医
療
、経
理
・簿
記
、電
気
・電

子
、ビ
ジ
ネ
ス
、社
会
福
祉
、農
業
な

ど） 職
業
実
践
力
育
成
プ
ログ
ラム

（
保
健
、社
会
科
学
、工
学
・工
業
な

ど） キ
ャリ
ア
形
成
促
進
プ
ログ
ラ

ム
（
医
療
、文
化
教
養
、商
業
実
務

関
係
）

専
門
職
学
位

（
ビジ
ネ
ス
・M

O
T、
教
職
大
学
院
、法

科
大
学
院
な
ど）

短
時
間
の
職
業
実
践
力
育
成

プ
ログ
ラム
（
人
文
科
学
・人
文
）

短
時
間
の
キ
ャリ
ア
形
成
促
進

プ
ログ
ラム
（
文
化
教
養
関
係
）

修
士
・博
士

履
修
証
明

科
目
等
履
修
生

教
育
訓
練
給
付
金
の
講
座
指
定
の
対
象
とな
る
主
な
資
格
・試
験
な
ど

専
門
実
践
教
育
訓
練
給
付
金

最
大
で
受
講
費
用
の
80
％
〔年
間
上
限
64
万
円
〕

を
受
講
者
に
支
給
（
※
１
）

特
定
一
般
教
育
訓
練
給
付
金

最
大
で
受
講
費
用
の
50
％
〔上
限
25
万
円
〕

を
受
講
者
に
支
給
（
※
２
）

一
般
教
育
訓
練
給
付
金

受
講
費
用
の
20
％
〔上
限
10
万
円
〕

を
受
講
者
に
支
給

※
１

20
24
年

9月
ま
で
に
開
講
し
た
講
座
は
最
大
で
受
講
費
用
の

70
％
（
年
間
上
限

56
万
円
）
を
支
給

※
２

20
24
年

9月
ま
で
に
開
講
し
た
講
座
は
受
講
費
用
の

40
％
（
上
限

20
万
円
）
を
支
給

LL
07

04
08

開
若

01
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指
定
講
座
の
状
況
（
訓
練
機
関
の
所
在
地
別
・
分
野
別
）
（
令
和
７
年
10
月
１
日
時
点
）

91
4 17

5 

39
6 

35
5 24

4 
35

8 
42

7 29
8 

40
5 3

27
 55

2 
42

0 2,
52

2 

44
0 

60
5 11

9 
10

0 
10

7 
37

 35
9 

19
0 62

0 
66

8 22
0 

13
1 41

8 

87
7 63

3 

74
 12

4 
17

0 
13

4 24
9 

39
9 

13
6 17

9 
20

4 
30

9 19
2 

64
2 

13
5 

11
7 20

6 10
8 

13
3 28

5 

12
7 

0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

2,
50

0

3,
00

0

北 海 道

青 森 県

岩 手 県

宮 城 県

秋 田 県

山 形 県

福 島 県

茨 城 県

栃 木 県

群 馬 県

埼 玉 県

千 葉 県

東 京 都

神 奈 川 県

新 潟 県

富 山 県

石 川 県

福 井 県

山 梨 県

長 野 県

岐 阜 県

静 岡 県

愛 知 県

三 重 県

滋 賀 県

京 都 府

大 阪 府

兵 庫 県

奈 良 県

和 歌 山 県

鳥 取 県

島 根 県

岡 山 県

広 島 県

山 口 県

徳 島 県

香 川 県

愛 媛 県

高 知 県

福 岡 県

佐 賀 県

長 崎 県

熊 本 県

大 分 県

宮 崎 県

鹿 児 島 県

沖 縄 県

大
学

・
専

門
学

校
等

の
講

座
製

造
技

術
・

農
業

営
業

・
販

売
・

サ
ー

ビ
ス

事
務

情
報

専
門

的
サ

ー
ビ

ス
医

療
・

社
会

福
祉

・
保

健
衛

生
輸

送
・

機
械

運
転

（
講
座
数
）

Ｎ
＝

16
,8

40

○
地

域
に

よ
っ

て
指

定
講

座
数

に
ば

ら
つ

き
が

み
ら

れ
る

が
、

最
も

多
い

東
京

都
が

約
25

00
講

座
と

全
体

の
約

15
%

を
占

め
、

続
い

て
北

海

道
、

大
阪

府
、

愛
知

県
、

福
岡

県
の

順
に

多
く

な
っ

て
い

る
。

〇
分

野
別

に
み

る
と

「
専

門
的

サ
ー

ビ
ス

関
係

」
「

情
報

関
係

」
「

事
務

関
係

」
に

つ
い

て
は

、
指

定
講

座
の

約
５

割
が

東
京

都
の

教
育

訓

練
機

関
に

よ
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

資
料

出
所

：
厚

生
労

働
省

「
教

育
訓

練
給

付
の

指
定

講
座

に
係

る
行

政
記

録
情

報
」

よ
り

若
年

者
・

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

担
当

参
事

官
室

で
作

成

※
訓

練
機

関
の

所
在

地
別

で
集

計
し

て
お

り
、

一
の

訓
練

機
関

が
同

一
の

講
座

を
複

数
箇

所
で

開
講

し
て

い
る

場
合

、
開

講
箇

所
数

に
関

わ
ら

ず
訓

練
機

関
の

所
在

す
る

都
道

府
県

に
１

講
座

計
上

し
て

い
る

。
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鹿
児
島
県
に
お
け
る
指
定
講
座
の
状
況
（
訓
練
機
関
の
所
在
地
別
・
主
な
資
格
別
）

（
令
和
７
年
10
月
１
日
時
点
）

○

資
料

出
所

：
厚

生
労

働
省

「
教

育
訓

練
給

付
の

指
定

講
座

に
係

る
行

政
記

録
情

報
」

よ
り

若
年

者
・

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

担
当

参
事

官
室

で
作

成
5

鹿
児
島
県

全
国

一
般

特
定
一
般

専
門
実
践

計
一
般

特
定
一
般

専
門
実
践
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0 

－
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24

36
 

20
5 

－
26

41
 

大
型

自
動

車
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一
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免
許

輸
送
・
機
械
運
転
関
係

57
 

0 
－

57
 

17
77

 
11

0 
－

18
87

 
中

型
自

動
車

第
一
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免
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輸

送
・

機
械

運
転

関
係

26
 

0 
－

26
 

86
5 

61
 

－
92

6 
準

中
型

自
動

車
第

一
種

免
許

輸
送

・
機

械
運

転
関

係
19

 
0 

－
19

 
66

9 
35

 
－

70
4 

大
型

特
殊

自
動

車
免

許
輸

送
・

機
械

運
転

関
係

6 
0 

－6 
57

2 
59

 
－

63
1 

大
型

自
動

車
第

二
種

免
許

輸
送

・
機

械
運

転
関

係
10

 
0 

－
10

 
31

1 
6 

－
31

7 
フ

ォ
ー

ク
リ

フ
ト

運
転

技
能

講
習

輸
送

・
機

械
運

転
関

係
16

 
0 

－
16

 
36

8 
19

 
－

38
7 

け
ん

引
免

許
輸

送
・

機
械

運
転

関
係

10
 

0 
－

10
 

27
1 

28
 

－
29

9 
無

人
航

空
機

操
縦

士
輸

送
・

機
械

運
転

関
係

15
 

0 
－

15
 

80
8 

48
 

－
85

6 
そ

の
他

輸
送

・
機

械
運

転
関

係
0 

－
－0 

6 
－

－6 
医

療
事

務
技

能
審

査
試

験
医
療
・
社
会
福
祉
・
保
健
衛
生
関
係

13
 

0 
2 

15
 

10
29

 
15

 
28

8 
13

32
 

介
護

福
祉

士
（

実
務

者
研

修
含

む
）

医
療

・
社

会
福

祉
・

保
健

衛
生

関
係

1 
6 

－7 
55

 
25

4 
－

30
9 

介
護

支
援

専
門

員
医

療
・

社
会

福
祉

・
保

健
衛

生
関

係
0 

0 
－0 

50
 

24
 

－
74

 
喀

痰
吸

引
等

研
修

修
了

医
療

・
社

会
福

祉
・

保
健

衛
生

関
係

1 
0 

－1 
20

9 
79

 
－

28
8 

介
護

職
員

初
任

者
研

修
医

療
・

社
会

福
祉

・
保

健
衛

生
関

係
0 

0 
8 

8 
21

 
0 

32
8 

34
9 

看
護

師
医

療
・

社
会

福
祉

・
保

健
衛

生
関

係
0 

4 
－4 

24
9 

13
1 

－
38

0 
特

定
行

為
研

修
医

療
・

社
会

福
祉

・
保

健
衛

生
関

係
0 

0 
0 

0 
30

 
6 

13
7 

17
3 

社
会

福
祉

士
医

療
・

社
会

福
祉

・
保

健
衛

生
関

係
0 

0 
3 

3 
10

 
2 

11
1 

12
3 

保
育

士
医

療
・

社
会

福
祉

・
保

健
衛

生
関

係
0 

0 
0 

0 
23

 
0 

96
 

11
9 

精
神

保
健

福
祉

士
医

療
・

社
会

福
祉

・
保

健
衛

生
関

係
0 

0 
2 

2 
4 

0 
11

9 
12

3 
歯

科
衛

生
士

医
療

・
社

会
福

祉
・

保
健

衛
生

関
係

1 
0 

16
 

17
 

13
6 

8 
45

2 
59

6 
そ

の
他

医
療

・
社

会
福

祉
・

保
健

衛
生

関
係

0 
0 

－0 
20

2 
0 

－
20

2 
税

理
士

専
門
的
サ
ー
ビ
ス
関
係

0 
0 

－0 
10

8 
2 

－
11

0 
社

会
保

険
労

務
士

試
験

専
門

的
サ

ー
ビ

ス
関

係
0 

0 
－0 

40
 

0 
－

40
 

行
政

書
士

専
門

的
サ

ー
ビ

ス
関

係
0 

0 
0 

0 
15

2 
0 

22
 

17
4 

そ
の

他
専

門
的

サ
ー

ビ
ス

関
係

0 
－

－0 
75

 
－

－
75

 
M

ic
ro

so
ft

 O
ff

ic
e 

Sp
ec

ia
lis

t
情
報
関
係

0 
－

－0 
20

 
－

－
20

 
CA

D
利

用
技

術
者

試
験

情
報

関
係

0 
－

－0 
45

 
－

－
45

 
W

eb
ク

リ
エ

イ
タ

ー
能

力
認

定
試

験
情

報
関

係
－

－0 
0 

－
－

30
1 

30
1 

第
四

次
産

業
革

命
ス

キ
ル

習
得

講
座

情
報

関
係

0 
0 

0 
0 

12
6 

10
 

13
 

14
9 

そ
の

他
情

報
関

係
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鹿
児
島
県
に
お
け
る
指
定
講
座
の
状
況
（
訓
練
機
関
の
所
在
地
別
・
主
な
資
格
別
）

（
令
和
７
年
10
月
１
日
時
点
）

○

資
料

出
所

：
厚

生
労

働
省

「
教

育
訓

練
給

付
の

指
定

講
座

に
係

る
行

政
記

録
情

報
」

よ
り

若
年

者
・

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

担
当

参
事

官
室

で
作

成
6

鹿
児
島
県

全
国

一
般

特
定
一
般

専
門
実
践

計
一
般

特
定
一
般

専
門
実
践

計
0 

－
－0 

14
0 

－
－

14
0 

TO
EI

C
事
務
関
係

0 
－

－0 
67

 
－

－
67

 
簿

記
検

定
試

験
（

日
商

簿
記

）
事

務
関

係
0 

－
－0 

30
 

－
－

30
 

中
国

語
検

定
試

験
事

務
関

係
0 

－
－0 

5 
－

－5 
｢ハ

ン
グ

ル
｣能

力
検

定
事

務
関

係
0 

－
－0 

4 
－

－4 
実

用
フ

ラ
ン

ス
語

技
能

検
定

試
験

事
務

関
係

0 
0 

－0 
5 

26
 

－
31

 
登

録
日

本
語

教
員

事
務

関
係

0 
－

－0 
28

 
－

－
28

 
日

本
語

教
員

事
務

関
係

0 
－

－0 
98

 
－

－
98

 
そ

の
他

事
務

関
係

0 
0 

－0 
10

1 
4 

－
10

5 
宅

地
建

物
取

引
士

資
格

試
験

営
業
・
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
関
係

0 
0 

3 
3 

69
 

0 
31

7 
38

6 
そ

の
他

営
業

・
販

売
・

サ
ー

ビ
ス

関
係

1 
0 

0 
1 

20
 

0 
11

 
31

 
計

製
造
関
係

0 
0 

0 
0 

67
 

0 
1 

68
 

建
築

士
技
術
・
農
業
関
係

0 
0 

－0 
56

 
0 

－
56

 
建

築
施

工
管

理
技

術
検

定
技

術
・

農
業

関
係

0 
0 

－0 
50

 
0 

－
50

 
土

木
施

工
管

理
技

術
検

定
技

術
・

農
業

関
係

0 
0 

0 
0 

13
3 

3 
31

 
16

7 
そ

の
他

技
術

・
農

業
関

係
1 

－
－1 

76
1 

－
－

76
1 

修
士

・
博

士
大
学
・
専
門
学
校
等
の
講
座
関
係

－0 
0 

0 
－1 

6 
7 

キ
ャ

リ
ア

形
成

促
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
大

学
・

専
門

学
校

等
の

講
座

関
係

－
－9 

9 
－

－
68

8 
68

8 
職

業
実

践
専

門
課

程
大

学
・

専
門

学
校

等
の

講
座

関
係

－0 
3 

3 
－

52
 

23
1 

28
3 

職
業

実
践

力
育

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

大
学

・
専

門
学

校
等

の
講

座
関

係
0 

－2 
2 

2 
－

14
2 

14
4 

専
門

職
大

学
院

大
学

・
専

門
学

校
等

の
講

座
関

係
0 

－
－0 

14
 

－
－

14
 

科
目

等
履

修
生

大
学

・
専

門
学

校
等

の
講

座
関

係
0 

－
－0 

35
 

－
－

35
 

履
修

証
明

大
学

・
専

門
学

校
等

の
講

座
関

係
－0 

0 
0 

－0 
6 

6 
そ

の
他

大
学

・
専

門
学

校
等

の
講

座
関

係
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都
道
府
県
別
の
教
育
訓
練
給
付
の
受
給
者
数
・
支
給
額
に
つ
い
て
（
令
和
５
年
度
）

7

○
居

住
地

別
の

受
給

者
数

に
つ

い
て

、
専

門
実

践
教

育
訓

練
給

付
初

回
受

給
者

、
特

定
一

般
及

び
一

般
教

育
訓

練
給

付
受

給
者

の
合

計
は

約

11
万

６
千

人
と

な
っ

て
お

り
、

最
も

多
い

東
京

で
は

約
１

万
８

千
人

で
全

体
に

占
め

る
受

給
者

割
合

は
約

16
％

と
な

っ
て

い
る

。

資
料

出
所

：
厚

生
労

働
省

「
雇

用
保

険
事

業
年

報
」

都
道

府
県

名
都

道
府

県
番

号
都

道
府

県
名

都
道

府
県

番
号

支
給

額
（

千
円

）
特

定
一

般
＋

一
般

（
受

給
者

数
）

支
給

額
（

千
円

）
専

門
実

践
（

延
べ

受
給

者
数

）
（

※
２

）
専

門
実

践
（

初
回

受
給

者
数

）
（

※
１

）
支

給
額

（
千

円
）

特
定

一
般

＋
一

般
支

給
額

（
千

円
）

専
門

実
践

（
延

べ
受

給
者

数
）

（
※

２
）

専
門

実
践

（
初

回
受

給
者

数
）

（
※

１
）

2
7
,4

8
6

8
3
7
 

1
0
4
,4

9
7

7
6
4
 

3
1
6
 

滋
賀

県
2
5

1
3
9
,1

5
2

3
,6

9
7
 

3
9
2
,4

3
2

3
,2

3
8
 

1
,2

0
9
 

北
海

道
1

6
0
,8

3
1

1
,5

3
5
 

2
9
3
,7

4
0

1
,8

0
5
 

7
2
3
 

京
都

府
2
6

2
3
,4

4
9

6
6
5
 

7
9
,3

4
7

6
8
3
 

2
4
7
 

青
森

県
2

2
4
1
,8

5
2

5
,9

8
4
 

1
,2

5
9
,8

2
9

8
,3

9
9
 

3
,0

5
6
 

大
阪

府
2
7

3
1
,5

3
7

9
2
3
 

6
0
,2

5
1

6
4
1
 

2
4
7
 

岩
手

県
3

1
3
5
,3

1
0

4
,1

7
1
 

6
3
6
,2

3
4

4
,5

0
3
 

1
,7

1
3
 

兵
庫

県
2
8

5
2
,3

2
4

1
,3

0
4
 

1
6
7
,7

9
8

1
,1

1
5
 

4
3
2
 

宮
城

県
4

2
8
,7

5
1

7
1
6
 

1
2
2
,9

2
9

9
2
1
 

3
6
7
 

奈
良

県
2
9

1
3
,9

9
5

5
2
7
 

3
7
,2

4
6

3
7
8
 

1
6
2
 

秋
田

県
5

1
9
,1

3
4

5
2
9
 

4
0
,6

8
4

3
7
7
 

1
5
7
 

和
歌

山
県

3
0

2
3
,7

4
7

6
5
6
 

4
7
,4

0
5

3
7
6
 

1
4
8
 

山
形

県
6

9
,3

9
4

3
0
2
 

3
9
,3

7
4

2
8
4
 

9
4
 

鳥
取

県
3
1

3
6
,6

6
1

9
3
7
 

8
2
,6

8
0

6
8
1
 

2
4
1
 

福
島

県
7

1
1
,5

7
9

3
7
9
 

5
0
,7

2
7

3
9
6
 

1
3
5
 

島
根

県
3
2

5
2
,2

5
8

1
,3

8
8
 

2
4
0
,1

2
4

1
,8

9
5
 

6
3
0
 

茨
城

県
8

4
4
,0

8
3

1
,1

7
6
 

1
1
0
,3

2
7

9
8
0
 

3
8
1
 

岡
山

県
3
3

3
7
,9

6
5

1
,1

6
5
 

1
4
8
,0

1
7

1
,1

4
6
 

4
2
5
 

栃
木

県
9

7
3
,8

7
8

1
,8

8
4
 

2
3
7
,0

1
1

1
,9

7
8
 

6
4
7
 

広
島

県
3
4

3
5
,9

5
4

1
,0

4
4
 

2
0
2
,1

5
9

1
,5

7
4
 

5
3
4
 

群
馬

県
1
0

2
4
,9

4
3

7
0
4
 

6
8
,5

4
1

6
8
2
 

2
5
5
 

山
口

県
3
5

1
9
3
,0

1
0

4
,8

2
6
 

1
,0

0
1
,4

6
0

6
,4

1
0
 

2
,3

3
8
 

埼
玉

県
1
1

1
4
,5

6
6

4
2
4
 

4
3
,9

8
5

3
9
8
 

1
6
2
 

徳
島

県
3
6

1
6
1
,7

3
6

3
,8

2
7
 

7
0
6
,3

7
8

4
,5

0
0
 

1
,7

4
1
 

千
葉

県
1
2

1
8
,1

1
9

5
4
0
 

1
2
6
,8

7
1

9
1
9
 

2
9
2
 

香
川

県
3
7

6
3
0
,0

6
9

1
1
,7

1
9
 

3
,2

4
6
,1

3
9

1
8
,0

2
3
 

6
,5

2
3
 

東
京

都
1
3

2
7
,2

1
6

7
0
6
 

1
0
9
,7

7
5

1
,0

1
1
 

3
8
4
 

愛
媛

県
3
8

2
7
9
,3

8
3

6
,2

8
2
 

1
,3

8
2
,0

7
0

9
,0

9
5
 

3
,6

1
4
 

神
奈

川
県

1
4

1
4
,4

1
6

3
7
9
 

7
4
,9

0
5

4
6
2
 

1
2
8
 

高
知

県
3
9

6
0
,7

4
6

1
,5

7
5
 

1
2
7
,3

1
0

9
0
7
 

3
1
6
 

新
潟

県
1
5

1
1
9
,5

3
9

2
,8

9
4
 

6
7
7
,1

8
2

4
,8

7
5
 

1
,7

2
6
 

福
岡

県
4
0

1
4
,1

8
8

4
4
9
 

3
5
,0

1
4

3
2
5
 

1
4
5
 

富
山

県
1
6

1
3
,7

7
2

3
7
0
 

1
3
1
,2

0
3

1
,1

3
6
 

2
9
6
 

佐
賀

県
4
1

2
0
,6

7
1

5
1
8
 

6
5
,0

5
9

5
5
3
 

2
2
9
 

石
川

県
1
7

1
3
,4

9
0

4
1
0
 

8
8
,0

2
1

7
5
8
 

2
6
8
 

長
崎

県
4
2

1
8
,1

6
3

5
1
9
 

3
1
,2

5
1

3
8
7
 

1
7
6
 

福
井

県
1
8

3
6
,5

4
5

1
,0

2
7
 

1
5
6
,2

3
2

1
,2

8
4
 

4
0
5
 

熊
本

県
4
3

7
,0

3
4

2
8
2
 

3
9
,4

4
7

3
6
0
 

1
3
6
 

山
梨

県
1
9

1
3
,9

3
7

4
5
4
 

1
0
1
,7

9
0

8
1
6
 

2
7
8
 

大
分

県
4
4

3
7
,6

7
5

1
,2

0
6
 

9
6
,5

3
4

9
2
5
 

3
9
5
 

長
野

県
2
0

1
3
,3

3
9

4
4
3
 

1
0
9
,9

6
2

9
1
6
 

2
5
4
 

宮
崎

県
4
5

3
7
,1

8
8

1
,0

8
3
 

1
2
6
,8

8
1

9
3
4
 

3
3
9
 

岐
阜

県
2
1

2
7
,6

7
8

7
6
7
 

1
4
8
,9

9
0

1
,1

7
6
 

4
0
5
 

鹿
児

島
県

4
6

7
7
,9

4
1

2
,2

0
3
 

2
3
6
,1

5
5

2
,0

5
6
 

8
5
9
 

静
岡

県
2
2

2
1
,4

2
7

5
3
8
 

2
3
1
,2

3
3

1
,6

2
6
 

5
2
9
 

沖
縄

県
4
7

1
8
3
,3

6
0

4
,8

3
2
 

7
5
9
,1

9
2

5
,0

7
7
 

1
,8

7
3
 

愛
知

県
2
3

3
,2

1
7
,4

4
4

7
9
,9

2
7
 

1
4
,3

8
0
,4

0
9

9
8
,7

8
6
 

3
6
,3

2
4
 

全
国

計
3
9
,9

0
0

1
,1

3
1
 

1
2
7
,7

0
8

1
,0

4
1
 

3
9
4
 

三
重

県
2
4

（
注

）
：

全
国

計
は

決
算

値
で

あ
り

、
各

都
道

府
県

分
は

業
務

統
計

値
で

あ
る

た
め

、
各

都
道

府
県

の
合

計
は

全
国

計
に

一
致

し
な

い
。

○
都

道
府

県
別

の
教

育
訓

練
給

付
の

受
給

者
数

・
支

給
額

（
20

23
年

度
）

（
※

１
）

（
※

２
）

：
専

門
実

践
教

育
訓

練
給

付
は

６
月

ご
と

に
支

給
し

て
い

る
。

「
専

門
実

践
（

初
回

受
給

者
数

）
」

は
20

23
年

度
に

１
回

目
の

支
給

を
受

け
た

者
。

「
専

門
実

践
（

延
べ

受
給

者
数

）
」

は
20

23
年

度
中

に
支

給
を

受
け

た
延

べ
人

数
。
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３
ス
キ
ー
ム
・
実
施
主
体
等

２
事
業
の
概
要

１
事
業
の
目
的

公
的
職
業
訓
練
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
推
進
人
材
の
育
成
と
デ
ジ
タ
ル

リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
促
進

令
和
８
年
度
概
算
要
求
額
5
1
3
億
円
（
5
7
7
億
円
）
※
（
）
内
は
前
年
度
当
初
予
算
額

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
」
（
令
和
４
年
1
2
月
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
職
業
訓
練
の
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
重
点
化
等
に
よ
り
、
令
和
８
年
度
末
ま
で
に
政
府
全
体
で

2
3
0
万
人
の
デ
ジ
タ
ル
推
進
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
全
て
の
労
働
人
口
が
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身

に
付
け
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
利
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
公
共
職
業
訓
練
（
委
託
訓
練
）
及
び
求
職
者
支
援
訓
練
を
実
施
す
る
民
間
教
育
訓
練
機
関
に
対
す
る
、
①
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
訓
練
コ
ー
ス
の
委
託
費
等
の
上
乗
せ
を
す
る

ほ
か
、
②
オ
ン
ラ
イ
ン
訓
練
に
お
い
て
パ
ソ
コ
ン
等
の
貸
与
に
要
し
た
経
費
を
委
託
費
等
の
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
推
進
人
材
の
育
成
を
行
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
デ
ジ

タ
ル
分
野
の
訓
練
コ
ー
ス
を
受
講
す
る
方
に
対
し
、
引
き
続
き
、
生
活
支
援
の
給
付
金
（
職
業
訓
練
受
講
給
付
金
）
の
支
給
を
通
じ
て
早
期
の
再
就
職
等
を
支
援
す
る
。
さ
ら
に
、
全
国

８
７
箇
所
の
生
産
性
向
上
人
材
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー
（
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
）
に
お
い
て
、
在
職
者
に
対
し
て
実
施
す
る
③
Ｄ
Ｘ
に
対
応
し
た
生
産
性

向
上
支
援
訓
練
の
機
会
を
拡
充
し
、
中
小
企
業
等
の
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
を
推
進
す
る
。
加
え
て
、
④
全
て
の
訓
練
分
野
に
お
い
て
D
X
リ
テ
ラ
シ
ー
標
準
に
沿
っ
た
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
を

身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
質
的
拡
充
を
図
る
。
こ
の
他
、
⑤
非
正
規
雇
用
労
働
者
等
が
働
き
な
が
ら
学
び
や
す
い
職
業
訓
練
の
本
格
実
施
に
よ
り
、
非
正
規
雇
用
労

働
者
等
の
デ
ジ
タ
ル
推
進
人
材
の
育
成
を
行
う
。

①
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
訓
練
コ
ー
ス
の
委
託
費
等
の
上
乗
せ

※
令
和
８
年
度
末
ま
で
の
時
限
措
置

②
オ
ン
ラ
イ
ン
訓
練
に
お
け
る
パ
ソ
コ
ン
等
の
貸
与
の
促
進

※
令
和
８
年
度
末
ま
で
の
時
限
措
置

ॹ ४ ॱ ঝ ௓ ਤ য ౫ भ ୘ ਛ

ௐ ে ௌ ௮ ੄ ؞ ੃ ੊ ਿ ਩ ಉ

( ஆ) ৈ ೡ ؞ ௽ ૩ ؞ ੷ ૙ ঻ ౻ ৷ ੍ ର ਃ ଡ

੻ ౏ ા ಉ

③
生
産
性
向
上
支
援
訓
練
（
Ｄ
Ｘ
関
連
）
の
機
会
の
拡
充

ॹ ४ ॱ ঝ ী ৙ भ

ธ ಫ ৰ ઱ ਃ ঢ়

૙ ঵ ธ ಫ भ ৰ ઱
④
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
促
進

・
職
業
訓
練
受
講
給
付
金

（
月
1
0
万
円
、
通
所
手
当
、
寄
宿
手
当
）

令
和
６
年
度
事
業
実
績
（
速
報
値
）
：
公
共
職
業
訓
練
（
委
託
訓
練
）
1
0
,6
9
1
人
／

求
職
者
支
援
訓
練
1
1
,9
3
0
人
／
生
産
性
向
上
支
援
訓
練
1
6
,6
0
9
人

一
般

会
計

子
子
特
会

労
働
特
会

育
休

徴
収

雇
用

労
災

1/
10

9/
10

⑤
非
正
規
雇
用
労
働
者
等
が
働
き
な
が
ら
学
び
や
す
い
職
業
訓
練
の
本
格
実
施

（
１
）
D
X
推
進
ス
キ
ル
標
準
に
対
応
し
た
訓
練
コ
ー
ス
又
は
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
資
格
取
得
率
等
が
一
定
割
合
以
上
の
訓
練

コ
ー
ス
の
場
合
、
委
託
費
等
を
上
乗
せ
す
る

（
IT
分
野
の
資
格
取
得
率
等
が
一
定
割
合
以
上
の
訓
練
コ
ー
ス
は
、
一
部
地
域
を
対
象
に
更
に
上
乗
せ
）

（
２
）
企
業
実
習
を
組
み
込
ん
だ
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
訓
練
コ
ー
ス
に
つ
い
て
、
委
託
費
等
を
１
人
当
た
り
２
万
円
上
乗
せ
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
分
野
の
オ
ン
ラ
イ
ン
訓
練
（
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
）
に
お
い
て
、
受
講
者
に
パ
ソ
コ
ン
等
を
貸
与
す
る
た
め
に

要
し
た
経
費
を
、
１
人
当
た
り
月
１
．
５
万
円
を
上
限
に
委
託
費
等
の
対
象
と
す
る
。

中
小
企
業
等
の
在
職
者
に
対
し
て
実
施
す
る
、
民
間
教
育
訓
練
機
関
を
活
用
し
た
生
産
性
向
上
支
援
訓
練
（
Ｄ
Ｘ
関
連
の
機

会
を
拡
充
す
る

公
共
職
業
訓
練
（
委
託
訓
練
）
及
び
求
職
者
支
援
訓
練
の
全
て
の
訓
練
分
野
に
お
い
て
、
訓
練
分
野
の
特
性
を
踏
ま
え
て
、

D
X
リ
テ
ラ
シ
ー
標
準
に
沿
っ
た
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
訓
練
の
質
的
拡
充

を
図
る
。

非
正
規
雇
用
労
働
者
等
を
対
象
と
す
る
、
民
間
教
育
訓
練
機
関
等
を
活
用
し
た
職
業
訓
練
を
実
施
す
る
。
【
拡
充
】

0
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実
施
方
針

課
題

・
訓

練
見

学
会

等
へ

の
参

加
に

係
る

積
極

的
な

働
き

か
け

。
・

訓
練

コ
ー

ス
の

内
容

や
効

果
を

踏
ま

え
た

受
講

勧
奨

の
強

化
。

・
特

に
委

託
訓

練
に

つ
い

て
は

、
開

講
時

期
の

柔
軟

化
、

受
講

申
込

み
締

切
日

か
ら

受
講

開
始

日
ま

で
の

期
間

の
短

縮
、

効
果

的
な

周
知

広
報

の
実

施
。

①
応

募
倍

率
が

低
く

、
就

職
率

が
高

い
分

野
が

あ
る

。

「
介

護
・

医
療

・
福

祉
分

野
」

・
求

人
ニ

ー
ズ

に
即

し
た

訓
練

内
容

か
ど

う
か

の
検

討
。

・
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
窓

口
職

員
の

知
識

の
向

上
。

・
事

前
説

明
会

や
見

学
会

の
機

会
確

保
。

・
訓

練
修

了
者

歓
迎

求
人

等
の

確
保

。
・

事
業

主
等

に
対

し
て

、
習

得
す

る
こ

と
が

で
き

る
ス

キ
ル

等
の

訓
練

効
果

を
広

く
周

知
。

②
応

募
倍

率
が

高
く

、
就

職
率

が
低

い
分

野
が

あ
る

。

「
Ｉ

Ｔ
分

野
」

「
デ

ザ
イ

ン
分

野
」

・
開

講
時

期
の

柔
軟

化
。

・
受

講
申

込
み

締
切

日
か

ら
受

講
開

始
日

ま
で

の
期

間
の

短
縮

。
・

効
果

的
な

周
知

広
報

の
実

施
。

・
訓

練
関

連
職

種
の

魅
力

や
働

き
が

い
、

就
職

し
た

場
合

の
処

遇
と

い
っ

た
観

点
も

踏
ま

え
た

受
講

あ
っ

せ
ん

の
強

化
。

③
委

託
訓

練
の

計
画

数
と

実
績

が
乖

離
し

て
い

る
。

・
デ

ジ
タ

ル
分

野
へ

の
重

点
化

。
・

一
層

の
コ

ー
ス

設
定

促
進

。
➃

デ
ジ

タ
ル

人
材

が
質

・
量

と
も

不
足

、
都

市
圏

偏
在

が
あ

る
。

委
託

訓
練

に
つ

い
て

、
都

道
府

県
に

対
し

、
開

講
時

期
の

柔
軟

化
や

受
講

選
考

期
間

の
短

縮
、

各
種

S
N

S
等

に
よ

る
効

果
的

な
周

知
広

報
等

に
つ

い
て

配
慮

を
依

頼
（

③
へ

の
対

応
含

む
）

。

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

に
お

い
て

、
デ

ジ
タ

ル
分

野
の

適
切

な
受

講
あ

っ
せ

ん
等

に
向

け
、

訓
練

窓
口

職
員

の
知

識
の

向
上

、
訓

練
実

施
施

設
に

よ
る

事
前

説
明

会
・

見
学

会
の

機
会

確
保

等
を

推
進

。

地
域

協
議

会
の

公
的

職
業

訓
練

効
果

検
証

ワ
ー

キ
ン

グ
グ

ル
ー

プ
に

よ
る

効
果

検
証

結
果

を
全

国
に

情
報

共
有

。

デ
ジ

タ
ル

分
野

の
訓

練
コ

ー
ス

の
委

託
費

等
の

上
乗

せ
等

に
よ

り
、

職
業

訓
練

の
設

定
を

促
進

。

職
場

情
報

サ
イ

ト
（

jo
b
ta

g
)を

活
用

し
、

訓
練

に
関

す
る

職
業

の
詳

細
な

内
容

や
訓

練
に

関
連

す
る

求
め

ら
れ

る
ス

キ
ル

の
ほ

か
、

賃
金

・
労

働
時

間
の

デ
ー

タ
等

を
踏

ま
え

た
受

講
あ

っ
せ

ん
機

能
の

促
進

。

令
和

７
年

度
取

組
状

況
令

和
７

年
度

実
施

計
画

（
実

施
方

針
）

訓
練

部
門

と
求

人
部

門
と

の
情

報
共

有
に

よ
る

求
人

開
拓

、
求

人
充

足
会

議
等

の
活

用
を

通
じ

て
、

事
業

主
等

に
対

し
て

、
訓

練
受

講
に

よ
り

習
得

で
き

る
ス

キ
ル

等
の

訓
練

効
果

を
周

知
。

委
託

訓
練

及
び

求
職

者
支

援
訓

練
に

つ
い

て
、

訓
練

分
野

の
特

性
を

踏
ま

え
た

デ
ジ

タ
ル

リ
テ

ラ
シ

ー
の

向
上

促
進

。

令
和
８
年
度
全
国
職
業
訓
練
実
施
計
画
の
策
定
に
向
け
た
方
針
（
案
）

令
和
７
年
度
計
画
の
実
施
方
針
と
取
組
状
況

1
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非
正
規
雇
用
労
働
者
等
が
働
き
な
が
ら
学
び
や
す
い

オ
ン

ラ
イ

ン
を

活
用

し
た
職
業
訓
練
の
試
行
実
施

（
令

和
６

年
度

～
）

H
  

 都
道

府
県

・
JE

E
D

に
よ

る
公
共
職
業
訓
練
（
委
託
訓
練
）
と
し
て
本
格
実
施

。

令
和
８
年
度
全
国
職
業
訓
練
実
施
計
画
の
策
定
に
向
け
た
方
針
（
案
）

Ａ
 

引
き

続
き

、
介

護
分

野
等

の
理

解
促

進
の

た
め

、
職

場
見

学

会
等

へ
の

参
加

を
積

極
的

に
勧

奨
す

る
と

と
も

に
、

訓
練

の

内
容

や
効

果
を

踏
ま

え
た
受
講
勧
奨
の
強
化

を
行

う
。

 
  

ま
た

、
委

託
訓

練
に

つ
い

て
は

F
の

措
置

も
併

せ
て

実
施

。

B
本

人
の

受
講

希
望

だ
け

で
な

く
、

本
人

の
職

業
能

力
や

求
職

条
件

等
を

踏
ま

え
た

適
切

な
職

業
相

談
、

訓
練

の
あ

っ
せ

ん
を

行
う

。
ま

た
、

ミ
ス

マ
ッ

チ
低

減
の

た
め

、
引

き
続

き
、

事
前

説
明

会
・

見
学

会
の

機
会

確
保

を
図

る
。

さ
ら

に
、

訓
練

窓
口

職
員

の
IT

リ
テ

ラ
シ

ー
の

更
な

る
向

上
を

図
る

。
Ｃ

訓
練

修
了

者
の

ス
キ

ル
が

活
用

で
き

る
求

人
等

の
確

保
を

推
進

す
る

。
D

  
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
訓
練

を
受

講
す

る
求

職
者

へ
の

適
切

な
情

報
提

供
、

意
識

付
け

と
と

も
に

、
就
職
支
援
の
充
実

を
図

る
。

委
託
訓
練

の
計
画
数
と
実
績
に
乖
離
あ
り

。
令

和
６

年
度

も
同

様
の

傾
向

。

デ
ジ
タ
ル
人
材

が
質
・
量
と
も
不
足

、
都
市
圏
偏
在

が
課

題
。

令
和
７
年
度
計
画
に
挙
げ
た
課
題
と
令
和
６
年
度
の
実
施
状
況

F
引

き
続

き
、

開
講

時
期

の
柔

軟
化

、
受

講
申

込
締

切
日

か
ら

受
講

開
始

日
ま

で
の

期
間

の
短

縮
、

効
果

的
な

周
知

広
報

等
、
受
講
者
数
増
加
に
向
け
た
取
組

が
必

要
。

G
引

き
続

き
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
へ
の
重
点
化

を
進

め
、
一
層
の
設
定
促
進

が
必

要
。

応
募
倍
率
が
低
く
、

就
職
率
が
高
い
分
野

【
委

託
訓

練
】

応
募

倍
率

が
低

下
し

6
6
.3

％
。

就
職

率
は

低
下

。
【

求
職

者
支

援
訓

練
】

応
募

倍
率

は
向

上
し

7
3
.6

％
。

就
職

率
は

低
下

。

【
委

託
訓

練
】

・
IT

分
野

：
応

募
倍

率
は

低
下

、
就

職
率

は
向

上
。

・
デ

ザ
イ

ン
分

野
：

応
募

倍
率

は
低

下
、

就
職

率
は

向
上

。
【

求
職

者
支

援
訓

練
】

・
IT

分
野

：
応

募
倍

率
が

低
下

、
就

職
率

は
向

上
。

・
デ

ザ
イ

ン
分

野
：

応
募

倍
率

が
上

昇
、

就
職

率
は

向
上

。

E
 

受
講

者
数

の
実

績
等

を
踏

ま
え

、
必

要
な

訓
練

規
模

を
確

保
し

つ
つ

、
計

画
数

の
見

直
し

を
図

る
。

令
和
８
年
度
の
公
的
職
業
訓
練
の
実
施
方
針
（
案
）

評
価
･分
析

介
護
・
医
療
・

福
祉
分
野

応
募
倍
率
が
高
く
、

就
職
率
が
低
い
分
野

IT
分
野
・

デ
ザ
イ
ン
分
野

求
職

者
支

援
訓

練
に

お
け

る
デ

ザ
イ

ン
分

野
を

除
き

、
そ

の
他

の
分

野
で

は
低

下
し

て
お

り
、

引
き

続
き
解
消

傾
向

。

応 募 倍 率

特
に

デ
ザ

イ
ン

分
野

に
お

け
る

委
託

訓
練

や
求

職
者

支
援

訓
練

の
就

職
率

は
そ

れ
ぞ

れ
6
8
.9

％
、

5
7
.3

％
で

あ
り

、
就

職
率

の
向

上
に

向
け

、
引

き
続

き
改
善
の
余
地

が
あ

る
。

【
Ｂ

】
【

C
】

【
D

】

就 職 率

両
訓

練
と

も
に

約
7
0
％

で
あ

り
、

応
募

倍
率

の
上

昇
に

向
け

、
引

き
続

き
改
善
の
余
地

が
あ

る
。

【
Ａ

】

応 募 倍 率

依
然

、
高
水
準

で
推

移
。

就 職 率

2
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令
和
８
年
度
離
職
者
訓
練
定
員
目
安
数

（
概
算
要
求
ベ
ー
ス
）

①
人
材
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
訓
練
コ
ー
ス
の
設
定

・
県
委
託
訓
練
定
員

令
和
８
年
度
：
1,
09
7人

（
－
63
0人

）
令
和
７
年
度
：
1,
72
7人

・
求
職
者
支
援
訓
練
定
員

令
和
８
年
度
：
1,
05
4人

（
＋
47
人
）

令
和
７
年
度
：
1,
00
7人

「
地
域
職
業
訓
練
実
施

計
画
」
と
実
績
と
の
ミ

ス
マ
ッ
チ
の
検
証

地
域
の
人
材
ニ
ー
ズ
や
検
証
を
踏
ま
え
た

「
地
域
職
業
訓
練
実
施
計
画
」
の
策
定

訓
練
コ
ー
ス
の
設
定

地 域 職 業 能 力 開 発 促 進 協 議 会 の 協 議 事 項

職
業
訓
練
の
実
施

職
業
訓
練
機
関
等

実
施
状
況

の
分
析

①
応
募
倍
率
が
低
く
、
就
職
率
が
高
い
分
野

（
R6
実
績
に
該
当
す
る
訓
練
分
野
）
「
介
護
・
医
療
・
福
祉
」

②
応
募
倍
率
が
高
く
、
就
職
率
が
低
い
分
野

（
R6
実
績
に
該
当
す
る
訓
練
分
野
）
「

IT
・
デ
ザ
イ
ン
分
野
」

計
画
と
実

績
の
乖
離

③
求
職
者
支
援
訓
練
の
う
ち
基
礎
コ
ー
ス
は

Ｒ
６
年
度
計
画
で
は
認
定
規
模
の

30
％
程
度

と
し
て
い
た
が
、
実
績
は
約

14
％

県
委
託
訓
練

応
募
倍
率
：

88
.3
％

就
職
率
：

70
.0
％

求
職
者
支
援
訓
練

応
募
倍
率
：

10
5.

8％
就
職
率
：

73
.4
％

（
参
考
）
令
和
６
年
度
全
国
の
訓
練
実
績

令
和
８
年
度
の
県
委
託
訓
練
定
員
に
つ
い
て
は
全
国
的
に
大
幅

な
減
少
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
後
鹿
児
島
県
と
協
力
し
、
本
省

に
定
員
数
増
加
を
要
求
す
る
予
定
。
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コ
ー

ス
数

定
員

受
講

者
数

応
募

倍
率

定
員

充
足

率
就

職
率

コ
ー

ス
数

定
員

受
講

者
数

応
募

倍
率

定
員

充
足

率
就

職
率

ＩＴ
分

野
5

9
2

7
9

1
0
1
.1

%
8
5
.9

%
7
0
.7

%
1

3
0

1
7

9
3
.3

%
5
6
.7

%
-

営
業

・
販

売
・
事

務
分

野
5
2

8
8
6

6
6
8

8
6
.7

%
7
5
.4

%
7
3
.5

%
2
4

4
8
2

3
4
5

9
0
.5

%
7
1
.6

%
5
7
.1

%

医
療

事
務

分
野

8
1
2
4

6
7

5
9
.7

%
5
4
.0

%
7
3
.1

%
5

1
0
4

8
0

9
7
.1

%
7
6
.9

%
8
0
.8

%

介
護

・
医

療
・
福

祉
分

野
2
4

2
0
2

1
1
5

7
1
.3

%
5
6
.9

%
8
5
.3

%
2

4
8

2
1

4
7
.9

%
4
3
.8

%
9
0
.0

%

農
業

分
野

1
2
0

2
0

1
1
5
.0

%
1
0
0
.0

%
9
5
.0

%
0

0
0

-
-

-

旅
行

・
観

光
分

野
0

0
0

-
-

-
0

0
0

-
-

-

デ
ザ

イ
ン

分
野

2
3
0

3
0

1
2
3
.3

%
1
0
0
.0

%
7
8
.6

%
4

1
0
0

6
2

7
9
.0

%
6
2
.0

%
6
3
.2

%

製
造

分
野

0
0

0
-

-
-

0
0

0
-

-
-

建
設

関
連

分
野

0
0

0
-

-
-

2
4
0

2
4

6
2
.5

%
6
0
.0

%
7
2
.4

%

理
容

・
美

容
関

連
分

野
2

6
4

6
6
.7

%
6
6
.7

%
1
0
0
.0

%
4

8
0

6
3

8
7
.5

%
7
8
.8

%
6
5
.9

%

そ
の

他
分

野
3

2
0

1
0

7
0
.0

%
5
0
.0

%
5
8
.3

%
0

0
0

-
-

-

求 職 者

支 援 訓 練

（ 基 礎

コ ー ス ）

基
礎

-
-

-
-

-
-

7
9
9

7
7

9
6
.0

%
7
7
.8

%
5
7
.6

%

9
7

1
,3

8
0

9
9
3

8
3
.8

%
7
2
.0

%
7
5
.2

%
4
9

9
8
3

6
8
9

8
7
.2

%
7
0
.1

%

（
参

考
）

デ
ジ

タ
ル

分
野

6
1
1
2

9
9

1
0
2
.7

%
8
8
.4

%
7
3
.3

%
5

1
3
0

7
9

8
2
.3

%
6
0
.8

%
6
3
.2

%

※
令

和
６

年
度

に
お

け
る

鹿
児

島
県

職
業

訓
練

実
施

計
画

　
公

共
職

業
訓

練
の

就
職

率
目

標
は

、
施

設
内

訓
練

で
8
2
.5

％
、

委
託

訓
練

で
7
5
％

　
求

職
者

支
援

訓
練

の
就

職
率

目
標

は
、

基
礎

コ
ー

ス
で

5
8
％

、
実

践
コ

ー
ス

で
6
3
％

※
数

値
は

速
報

値
の

た
め

、
今

後
変

動
の

可
能

性
が

あ
る

。
（
注

）
求

職
者

支
援

訓
練

の
就

職
率

は
令

和
６

年
1
2
月

末
ま

で
に

終
了

し
た

コ
ー

ス
に

つ
い

て
集

計
。

２
　
離
職
者
向
け
の
公
的
職
業
訓
練
の
制
度
別
、
分
野
別
訓
練
の
実
施
状
況

公
共

職
業

訓
練

（
都

道
府

県
：
委

託
訓

練
）

求
職

者
支

援
訓

練

分
 野

公 共 職 業 訓 練 （ 離 職 者 向 け ）

   ＋ 求 職 者 支 援 訓 練 （ 実 践 コ ー ス ）

合
計

7/
49
≒

14
％

① ② ③

④

②
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分
 野

コ
ー

ス
数

定
員

受
講

者
数

応
募

倍
率

定
員

充
足

率
就

職
率

コ
ー

ス
数

定
員

受
講

者
数

応
募

倍
率

定
員

充
足

率
就

職
率

ＩＴ
分

野
0

0
0

-
-

-
0

0
0

-
-

-

営
業

・
販

売
・
事

務
分

野
0

0
0

-
-

-
0

0
0

-
-

-

医
療

事
務

分
野

0
0

0
-

-
-

0
0

0
-

-
-

介
護

・
医

療
・
福

祉
分

野
0

0
0

-
-

-
0

0
0

-
-

-

農
業

分
野

0
0

0
-

-
-

0
0

0
-

-
-

旅
行

・
観

光
分

野
0

0
0

-
-

-
0

0
0

-
-

-

デ
ザ

イ
ン

分
野

0
0

0
-

-
-

0
0

0
-

-
-

製
造

分
野

0
0

0
-

-
-

1
7

2
1
2

1
5
1

7
8
.3

%
7
1
.2

%
8
9
.2

%

建
設

関
連

分
野

0
0

0
-

-
-

5
6
0

5
6

9
6
.7

%
9
3
.3

%
8
1
.5

%

理
容

・
美

容
関

連
分

野
0

0
0

-
-

-
0

0
0

-
-

-

そ
の

他
分

野
0

0
0

-
-

-
9

1
0
2

1
0
0

1
0
7
.8

%
9
8
.0

%
9
0
.2

%

合
計

0
0

0
-

-
-

3
1

3
7
4

3
0
7

8
9
.3

%
8
2
.1

%
8
7
.8

%

（
参

考
）

デ
ジ

タ
ル

分
野

0
0

0
-

-
-

8
1
0
4

7
0

7
4
.0

%
6
7
.3

%
8
7
.8

%

公
共

職
業

訓
練

（
都

道
府

県
：
施

設
内

訓
練

）
公

共
職

業
訓

練
（
高

齢
・
障

害
・
求

職
者

雇
用

支
援

機
構

）

※
数

値
は

速
報

値
の

た
め

、
今

後
変

動
の

可
能

性
が

あ
る

。
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分
 野

コ
ー

ス
数

定
員

受
講

者
数

応
募

倍
率

定
員

充
足

率
就

職
率

ＩＴ
分

野
6

1
2
2

9
6

9
9
.2

%
7
8
.7

%
7
0
.7

%

営
業

・
販

売
・
事

務
分

野
7
6

1
,3

6
8

1
,0

1
3

8
8
.0

%
7
4
.0

%
6
8
.6

%

医
療

事
務

分
野

1
3

2
2
8

1
4
7

7
6
.8

%
6
4
.5

%
7
7
.1

%

介
護

・
医

療
・
福

祉
分

野
2
6

2
5
0

1
3
6

6
6
.8

%
5
4
.4

%
8
5
.7

%

農
業

分
野

1
2
0

2
0

1
1
5
.0

%
1
0
0
.0

%
9
5
.0

%

旅
行

・
観

光
分

野
0

0
0

-
-

-

デ
ザ

イ
ン

分
野

6
1
3
0

9
2

8
9
.2

%
7
0
.8

%
6
9
.7

%

製
造

分
野

0
0

0
-

-
-

建
設

関
連

分
野

2
4
0

2
4

6
2
.5

%
6
0
.0

%
7
2
.4

%

理
容

・
美

容
関

連
分

野
6

8
6

6
7

8
6
.0

%
7
7
.9

%
6
7
.4

%

そ
の

他
分

野
3

2
0

1
0

7
0
.0

%
5
0
.0

%
5
0
.0

%

合
計

1
4
6

2
,3

6
3

1
,6

8
2

8
5
.2

%
7
1
.2

%
7
0
.9

%

（
参

考
）

デ
ジ

タ
ル

分
野

1
1

2
4
2

1
7
8

9
1
.7

%
7
3
.6

%
6
9
.4

%

※
数

値
は

速
報

値
の

た
め

、
今

後
変

動
の

可
能

性
が

あ
る

。
（
注

）
就

職
率

の
算

定
に

つ
い

て
、

求
職

者
支

援
訓

練
令

和
６

年
1
2
月

末
ま

で
に

終
了

し
た

コ
ー

ス
に

つ
い

て
算

入

合
計

（
都

道
府

県
：
委

託
訓

練
＋

求
職

者
支

援
訓

練
）

①② ②
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実
施
方
針

課
題

・
訓
練
見
学
会
等
へ
の
参
加
に
係
る
積
極
的

な
働
き
か
け
。

・
訓
練
コ
ー
ス
の
内
容
や
効
果
を
踏
ま
え
た

受
講
勧
奨
の
強
化
。

・
応
募
・
受
講
し
や
す
い
募
集
・
訓
練
日
程

等
の
検
討
が
必
要
。

①
応
募
倍
率
が
低
く
、

就
職
率
が
高
い
分
野
が
あ
る
。

「
介
護
・
医
療
・
福
祉
分
野
」

・
求
人
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
訓
練
内
容
か
ど
う

か
の
検
討
。

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
職
員
の
知
識
の
向
上
。

・
事
前
説
明
会
や
見
学
会
の
機
会
確
保
。

・
訓
練
修
了
者
歓
迎
求
人
等
の
確
保
。

・
事
業
主
等
に
対
し
て
、
習
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
ス
キ
ル
等
の
訓
練
効
果
を
広
く
周
知
。

②
応
募
倍
率
が
高
く
、

就
職
率
が
低
い
分
野
が
あ
る
。

「
デ
ザ
イ
ン
分
野
」

・
就
労
経
験
が
少
な
い
者
等
の
就
職
困
難
者

に
は
社
会
人
と
し
て
基
礎
的
能
力
を
付
与
す

る
基
礎
コ
ー
ス
が
必
要
。

・
求
職
者
・
求
人
者
の
ニ
ー
ズ
等
の
実
態
を

踏
ま
え
た
計
画
の
策
定
が
必
要
。

③
求
職
者
支
援
訓
練
の
う
ち
基
礎

コ
ー
ス
は
計
画
数
に
対
し
、
実
績

に
乖
離
が
あ
る
。

・
デ
ジ
タ
ル
分
野
へ
の
重
点
化
。

・
一
層
の
コ
ー
ス
設
定
促
進
。

➃
デ
ジ
タ
ル
人
材
が
質
・
量
と
も

不
足
、
都
市
圏
偏
在
が
あ
る
。

隣
接
地
域
で
の
開
講
時
期
の
重
複
を
極
力
回
避

す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
、
各
種
S
N
S
等
に
よ

る
効
果
的
な
周
知
広
報
等
に
つ
い
て
配
慮
を
依

頼
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
の

適
切
な
受
講
あ
っ
せ
ん
等
に
向
け
、
訓
練
窓
口

職
員
の
知
識
の
向
上
、
訓
練
実
施
施
設
に
よ
る

事
前
説
明
会
・
見
学
会
の
機
会
確
保
等
を
推
進
。

地
域
協
議
会
の
公
的
職
業
訓
練
効
果
検
証
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
効
果
検
証
結
果
を
全

国
に
情
報
共
有
。

デ
ジ
タ
ル
分
野
の
訓
練
コ
ー
ス
の
委
託
費
等
の

上
乗
せ
等
に
よ
り
、
職
業
訓
練
の
設
定
を
促
進
。

令
和
６
年
度
に
引
き
続
き
、
基
礎
コ
ー
ス
の
認

定
規
模
を
３
０
％
に
設
定
。
受
講
者
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
つ
つ
、
基
礎
コ
ー
ス
の
訓
練
内
容
を
弾

力
化
。

令
和
７
年
度
取
組
状
況

令
和
７
年
度
実
施
計
画
（
実
施
方
針
）

訓
練
部
門
と
求
人
部
門
と
の
情
報
共
有
に
よ
る

求
人
開
拓
、
求
人
充
足
会
議
等
の
活
用
を
通
じ

て
、
事
業
主
等
に
対
し
て
、
訓
練
受
講
に
よ
り

習
得
で
き
る
ス
キ
ル
等
の
訓
練
効
果
を
周
知
。

委
託
訓
練
及
び
求
職
者
支
援
訓
練
に
つ
い
て
、

訓
練
分
野
の
特
性
を
踏
ま
え
た
デ
ジ
タ
ル
リ
テ

ラ
シ
ー
の
向
上
促
進
。

令
和
７
年
度
計
画
の
実
施
方
針
と
取
組
状
況

令
和
７
年
度
計
画
の
実
施
方
針
と
取
組
状
況

1
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令
和
８
年
度
鹿
児
島
県
職
業
訓
練
実
施
計
画
の
策
定
に
向
け
た
方
針
（
案
）

●
引
き
続
き
、
介
護
分
野
等
の
理
解
促
進
の
た
め
、
職
場
見
学
会

等
へ
の
参
加
を
積
極
的
に
勧
奨
す
る
と
と
も
に
、
訓
練
の
内

容
や
効
果
を
踏
ま
え
た
受
講
勧
奨
の
強
化
を
行
う
。

●
応
募
・
受
講
し
や
す
い
募
集
、
訓
練
日
程
の
調
整
を
行
う
。

●
ミ
ス
マ
ッ
チ
低
減
の
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
求
人
状
況
の

説
明
を
窓
口
で
行
い
つ
つ
、
事
前
説
明
会
・
見
学
会
の
機
会
確

保
を
図
る
。
訓
練
窓
口
職
員
の
IT
リ
テ
ラ
シ
ー
の
更
な
る
向
上

を
図
る
。

●
求
人
部
門
と
の
連
携
を
行
い
、
訓
練
修
了
者
の
ス
キ
ル
が
活

用
で
き
る
求
人
等
の
確
保
を
推
進
す
る
。

●
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
訓
練
を
受
講

す
る
求
職
者
へ
の
適
切
な
情
報
提
供
、
意
識
付
け
と
と
も
に
、

就
職
支
援
の
充
実
を
図
る
。

③
求
職
者
支
援
訓
練
の
う
ち
基
礎
コ
ー
ス
の
認

定
規
模
と
実
績
に
乖
離
あ
り
。

令
和
６
年
度
も
同
様
の
傾
向
。

④
デ
ジ
タ
ル
人
材
が
質
・
量
と
も
不
足
、
都
市
圏
偏
在
が
課
題
。

令
和
７
年
度
計
画
に
挙
げ
た
課
題
と
令
和
６
年
度
の
実
施
状
況

●
就
労
経
験
が
少
な
い
者
等
の
就
職
困
難
者
に
は
、
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
力
を
付
与
す
る
基
礎
コ
ー

ス
が
今
後
も
有
効
で
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
、
求
職
者
・
求
人
者
ニ
ー
ズ
等
の
実
態
を
踏
ま
え
た
計
画
の

策
定
が
必
要
。

●
令
和
７
年
度
計
画
に
引
き
続
き
、
求
職
者
・
求
人
者
ニ
ー
ズ
及
び
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
進
展
を
踏
ま
え
た
、
段
階
的
な
デ
ジ
タ
ル
分
野
へ
の
重
点
化
を
進
め
、
一
層

の
設
定
促
進
が
必
要
。

①
応
募
倍
率
が
低
く
、

就
職
率
が
高
い
分
野

【
委
託
訓
練
】

応
募
倍
率
が
向
上
し
7
1
.3
％
。
就
職
率
は
低
下
。

【
求
職
者
支
援
訓
練
】

応
募
倍
率
は
低
下
し
4
7
.9
％
。
就
職
率
は
向
上
。

【
委
託
訓
練
】

・
IT
分
野
：
応
募
倍
率
は
低
下
、
就
職
率
は
向
上
。

・
デ
ザ
イ
ン
分
野
：
応
募
倍
率
は
上
昇
、
就
職
率
も
向
上
。

【
求
職
者
支
援
訓
練
】

・
デ
ザ
イ
ン
分
野
：
応
募
倍
率
は
低
下
、
就
職
率
も
低
下
。

令
和
８
年
度
の
公
的
職
業
訓
練
の
実
施
方
針
（
案
）

評
価
･分
析

介
護
・
医
療
・

福
祉
分
野

②
応
募
倍
率
が
高
く
、

就
職
率
が
低
い
分
野

IT
分
野
・

デ
ザ
イ
ン
分
野

求
職
者
支
援
訓
練
に
お
け
る
デ
ザ
イ

ン
分
野
を
除
き
、
応
募
倍
率
は
高
い

状
況
に
あ
り
、
引
き
続
き
改
善
の
余

地
か
あ
る
。

応 募 倍 率

特
に
委
託
訓
練
に
お
け
る
IT
分
野
や

公
共
職
業
訓
練
に
お
け
る
デ
ザ
イ
ン

分
野
に
お
け
る
就
職
率
は
改
善
の
余

地
が
あ
る
。

就 職 率

特
に
求
職
者
支
援
訓
練
に
つ
い
て
、

応
募
倍
率
の
上
昇
に
向
け
、
引
き
続

き
改
善
の
余
地
が
あ
る
。

応 募 倍 率

依
然
、
高
水
準
で
推
移
。

就 職 率
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リカ
レ

ン
ト教

育
の

推
進

に
関

す
る

文
部

科
学

省
の

取
組

に
つ

い
て

令
和

７
年

９
月

30
日

（
火

）
総

合
教

育
政

策
局

生
涯

学
習

推
進

課

資
料
７
－
１
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リ・
ス

キ
リン

グ
を

含
め

た
リカ

レ
ン

ト
教

育
等

社
会

人
の

学
び

直
しの

機
会

の
拡

充
令

和
8年

度
要

求
額

11
5億

円
(前

年
度

予
算

額
89

億
円

)

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
の
た
め
の
学
習
基
盤
の
整
備

人
生

10
0年

時
代

や
デ

ジ
タル

社
会

の
進

展
、絶

え
間

な
く変

化
す

る
社

会
情

勢
を踏

まえ
、産

業
界

や
社

会
の

ニー
ズ

に
対

応
した

実
践

的
な

プ
ログ

ラム
の

開
発

・拡
充

や
リカ

レン
ト教

育
の

基
盤

整
備

を車
の

両
輪

とし
て

厚
労

省
・経

産
省

と連
携

しな
が

ら推
進

し、
誰

も
が

い
くつ

に
な

って
も

キ
ャリ

アア
ップ

・キ
ャリ

アチ
ェン

ジ
を実

現
し、

新
た

な
チ

ャレ
ン

ジ
が

で
き

る
社

会
を

構
築

す
る

。

＜
社

会
人

を
主

な
タ

ー
ゲ

ット
とし

て
い

る
予

算
事

業
＞

①
産

学
連

携
リ・

ス
キ

リン
グ

・エ
コシ

ス
テ

ム
構

築
事

業
：

2,
32

3百
万

円
（

新
規

）

大
学
・
専
門
学
校
・
高
等
専
門
学
校
等
を
活
用
し
た
社
会
人
向
け
の
実
践
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・
拡
充

・
大

学
等

が
地

域
や

産
業

界
と連

携
し、

人
材

育
成

ニー
ズ

を踏
まえ

た
リ・

ス
キ

リン
グ

プロ
グ

ラム
を開

発
・提

供
。ア

ドバ
ンス

ト・
エッ

セ
ンシ

ャル
ワー

カー
や

就
職

氷
河

期
世

代
、労

働
者

の
AI

の
活

用
等

の
幅

広
い

ニー
ズ

に
応

え
、処

遇
改

善
に

つ
な

が
る

リ・
ス

キ
リン

グ
を推

進
し、

産
学

が
連

携
した

リ・
ス

キ
リン

グ
・エ

コシ
ス

テ
ム

の
構

築
を

支
援

す
る。

・
専

修
学

校
等

に
委

託
を行

い
、各

職
業

分
野

に
お

い
て

今
後

必
要

とな
る

新
た

な
教

育
モデ

ル
を形

成
す

る
とと

も
に

、各
地

域
か

ら人
的

・物
的

協
力

な
どを

得
る

こと
で

カリ
キ

ュラ
ム

の
実

効
性

、事
業

の
効

率
性

を高
め

つ
つ

、各
地

域
特

性
に

応
じた

職
業

人
材

養
成

モデ
ル

を形
成

す
る

。

③
放

送
大

学
学

園
補

助
金

：
7,

16
0 

百
万

円
（

7,
14

0百
万

円
）

・
放

送
大

学
学

園
次

世
代

教
育

研
究

開
発

セ
ンタ

ー
に

お
け

る
リカ

レン
ト教

育
及

び
リ・

ス
キ

リン
グ

の
推

進
等

。

＜
社

会
人

を
タ

ー
ゲ

ット
の

一
部

とし
て

い
る

予
算

事
業

＞

☆
大

学
・専

修
学

校
の

実
践

的
短

期
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
対

す
る

文
部

科
学

大
臣

認
定

の
充

実
（

非
予

算
）

•
大

学
・大

学
院

「職
業

実
践

力
育

成
プ

ログ
ラム

」(
BP

)及
び

専
修

学
校

「キ
ャリ

ア
形

成
促

進
プ

ログ
ラム

」
⇒

受
講

者
の

学
習

機
会

の
拡

充
や

学
習

費
用

の
軽

減
に

つ
な

が
る

よ
う、

認
定

講
座

を
さら

に
充

実
。

職
業

実
践

力
育

成
プ

ログ
ラム

:
19

0大
学

等
、4

63
課

程
（

令
和

7年
4月

時
点

）
キ

ャリ
ア

形
成

促
進

プ
ログ

ラム
：

17
校

、2
2課

程
（

令
和

6年
12

月
時

点
）

④
女

性
の

多
様

な
チ

ャレ
ン

ジ
に

寄
り添

う学
び

と社
会

参
画

支
援

事
業

：
30

百
万

円
（

22
百

万
円

）

・
女

性
の

キ
ャリ

アア
ップ

・キ
ャリ

アチ
ェン

ジ
に

向
け

た
学

び
直

しや
キ

ャリ
ア形

成
等

の
総

合
的

支
援

。

（
担

当
：

総
合

教
育

政
策

局
生

涯
学

習
推

進
課

）

・
社

会
人

の
学

び
を応

援
す

る
ポ

ー
タル

サ
イト

「マ
ナ

パ
ス

」の
機

能
強

化
や

コン
テ

ンツ
拡

充
に

取
り組

み
、大

学
等

に
お

け
る

社
会

人
向

け
講

座
情

報
や

受
講

に
あ

た
って

活
用

で
きる

経
済

的
支

援
の

情
報

、実
際

の
学

習
成

果
・ロ

ー
ル

モデ
ル

等
の

情
報

発
信

を強
化

す
る

とと
も

に
、学

習
歴

の
可

視
化

・キ
ャリ

アア
ップ

へ
の

活
用

等
を促

進
。

・
リカ

レン
ト教

育
の

重
要

性
が

国
民

に
浸

透
し、

各
大

学
等

に
お

い
て

細
分

化
され

た
学

習
内

容
を個

別
に

認
証

す
る

マイ
クロ

クレ
デ

ンシ
ャル

（
履

修
証

明
プロ

グ
ラム

）
の

取
組

が
進

め
られ

て
い

る
中

、学
習

者
の

成
果

や
履

歴
を可

視
化

し、
対

外
的

に
発

信
す

る
た

め
の

デ
ジ

タル
学

修
歴

の
シ

ス
テ

ム
の

構
築

を支
援

。

②
専

修
学

校
に

よ
る

地
域

産
業

中
核

的
人

材
養

成
事

業
：

1,
33

6百
万

円
の

内
数

（
88

8百
万

円
の

内
数

）

⑤
地

域
活

性
化

人
材

育
成

事
業

：
59

8百
万

円
の

内
数

（
79

8百
万

円
の

内
数

）

・学
部

等
の

再
編

を目
指

す
取

組
、大

学
間

の
高

度
な

連
携

等
を通

じ、
地

域
資

源
を結

集
し

た
プロ

グ
ラム

を構
築

し、
イノ

ベ
ー

シ
ョン

を担
う人

材
を育

成
（

取
組

の
一

部
に

社
会

人
等

を
対

象
とし

た
履

修
証

明
プロ

グ
ラム

を含
む

）
。

※
この

ほ
か

、国
立

大
学

や
私

立
大

学
等

の
基

盤
的

経
費

の
算

定
に

お
い

て
、社

会
人

の
受

入
れ

状
況

や
組

織
的

な
受

入
れ

促
進

の
取

組
状

況
が

考
慮

され
て

い
る

。

学
び

の
情

報
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

活
用

促
進

事
業

：
77

百
万

円
の

内
数

（
29

百
万

円
）
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3

産
学

連
携

リ・
ス

キ
リン

グ
・エ

コシ
ス

テ
ム

構
築

事
業

Re
sk

ill
in

g 
Ec

os
ys

te
m

 F
or

 R
ev

ita
liz

in
g 

Ec
on

om
y 

an
d 

Su
st

ai
na

bl
e 

H
um

an
 c

ap
ita

l（
RE

FR
ES

H
）

23
億

円
令

和
8年

度
要

求
・要

望
額

( 
新

規
) 

地
方

創
生

や
産

業
成

長
の

た
め

に
は

、「
リ・

ス
キ

リン
グ

な
どの

人
的

資
源

へ
の

最
大

限
の

投
資

が
不

可
欠

」
(

令
和

6
年

10
月

4
日

施
政

方
針

演
説

)

VU
CA

の
時

代
に

必
要

とさ
れ

る
ス

キ
ル

は
、資

格
や

検
定

を
超

え
た

「
分

野
横

断
的

知
識

・能
力

」
「

理
論

と実
践

の
融

合
」

等
で

あ
り、

リカ
レ

ント
教

育
を

大
学

等
の

責
務

とし
て

行
う必

要
大

学
等

に
優

位
性

が
あ

り、
企

業
ニ

ー
ズ

も
高

い
12

領
域

を
大

学
や

企
業

へ
の

調
査

に
よ

り特
定

(
令

和
6

年
度

リカ
レ

ント
教

育
に

よ
る

新
時

代
の

産
学

協
働

体
制

構
築

に
向

け
た

調
査

研
究

事
業

)

背
景

地
方

の
経

営
者

に
加

え
、ア

ド
バ

ン
ス

ト
・エ

ッセ
ン

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
、就

職
氷

河
期

世
代

等
の

幅
広

い
労

働
者

の
リ・

ス
キ

リン
グ

ニー
ズ

処
遇

改
善

に
つ

な
が

る
リ・

ス
キ

リン
グ

ニー
ズ

①
地

域
・企

業
の

人
材

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
リ・

ス
キ

リン
グ

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

拡
充

②
ア

ド
バ

ン
ス

ト
エ

ッセ
ン

シ
ャル

ワ
ー

カ
ー

等
を

対
象

とし
た

、戦
略

的
人

材
育

成
③

企
業

に
お

け
る

学
び

の
成

果
の

処
遇

反
映

に
向

け
た

仕
組

み
構

築

課
題

解
決

策

メ
ニ

ュー
❶

:地
方

創
生

産
学

官
連

携
を

通
じた

リカ
レ

ント
教

育
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

構
築

支
援

事
業

メ
ニ

ュー
❷

:産
業

成
長

リカ
レン

ト教
育

によ
る新

時
代

の産
学

協
働

体
制

構
築

事
業

【
個

人
】

•
働

き
な

が
ら学

ぶ
社

会
人

の
増

加
•

リ・
ス

キ
リン

グ
に

よ
る

処
遇

改
善

【
企

業
】

•
リ・

スキ
リン

グを
積

極
的

に
活

用
し、

輩
出

した
人

材
が

活
躍

【
大

学
】

•
自

走
化

に
向

け
、リ

・ス
キ

リン
グプ

ログ
ラム

の
収

益
化

、定
着

•
コー

デ
ィネ

ー
ター

人
材

の
育

成
、確

保

経
済

財
政

運
営

と改
革

の
基

本
方

針
20

25
産

学
協

働
に

よ
る

リ・
ス

キ
リン

グ
プロ

グ
ラム

に
つ

い
て

、毎
年

約
3,

00
0人

が
修

得
で

きる
よ

う、
提

供
拠

点
・プ

ログ
ラム

を拡
充

す
る

。
新

しい
資

本
主

義
実

行
基

本
計

画
20

25
労

働
者

の
リ・

ス
キ

リン
グ

に
よる

最
先

端
の

知
識

・技
能

の
修

得
( 

20
29

年
ま

で
毎

年
約

3,
00

0人
以

上
) 

や
、地

方
の

経
営

者
等

の
能

力
構

築
( 

20
29

年
ま

で
に

約
5,

00
0人

) 
に

向
け

、大
学

等
が

中
心

とな
り自

治
体

や
産

業
界

等
との

協
働

に
よる

実
践

的
な

教
育

プロ
グ

ラム
の

開
発

を支
援

す
る

。
ア

ドバ
ン

ス
ト・

エ
ッセ

ン
シ

ャル
ワ

ー
カ

ー
( 

略
) 

の
育

成
や

、A
I 

等
の

技
術

トレ
ン

ドを
踏

ま
え

た
幅

広
い

労
働

者
の

リ・
ス

キ
リン

グ
( 

略
) 

を
通

じ、
( 

略
) 

労
働

者
個

人
が

、自
らの

意
思

に
基

づ
き、

活
躍

で
きる

環
境

を整
備

す
る

。

就
職

氷
河

期
世

代
等

支
援

に
関

す
る

関
係

閣
僚

会
議

「
新

た
な

就
職

氷
河

期
世

代
等

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

基
本

的
な

枠
組

み
に

つ
い

て
」

大
学

・専
門

学
校

に
お

い
て

、就
職

氷
河

期
世

代
等

に
対

し、
企

業
が

受
講

者
の

処
遇

改
善

に
コミ

ット
した

講
座

や
資

格
取

得
な

ど処
遇

改
善

に
つ

な
が

る
講

座
を、

働
き

な
が

ら受
講

しや
す

い
週

末
・夜

間
等

を含
め

て
拡

充

令
和

６
年

度
補

正
予

算
事

業
の

成
果

令
和

８
年

度
令

和
９

～
11

年
度

■
補

助
金

■
大

学
にお

け
るリ

・ス
キ

リン
グ

講
座

の
開

発
(補

助
金

18
.8

 億
円

) 
■

目
指

す
状

態
:【

地
方

創
生

と産
業

成
長

】

■
委

託
費

■
伴

走
支

援
等

（
委

託
費

4.
2億

円
）

メニ
ュー

②
採

択
大

学
へ

の
伴

走
支

援
事

業
成

果
広

報
周

知
等

コー
デ

ィネ
ー

ター
人

材
確

保
・育

成
の

た
め

の
調

査
・広

報
企

業
の

スキ
ル

セ
ット

構
築

、リ
・ス

キ
リン

グプ
ログ

ラム
との

連
携

支
援

採
択

大
学

へ
の

伴
走

支
援

等

産
学

官
連

携
体

制
構

築
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
、短

期
で

の
提

供
リカ

レ
ン

ト
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
本

格
実

施
、自

走
に

向
け

た
収

益
モ

デ
ル

構
築

リ・
ス

キ
リン

グ
に

よ
る

地
方

創
生

・産
業

成
長

・処
遇

改
善

( 
担

当
: 

総
合

教
育

政
策

局
生

涯
学

習
推

進
課

) 

地
方

創
生

4 
千

万
円

×
25

 か
所

【個
人

】・
ア

ドバ
ンス

トエ
ッセ

ンシ
ャル

ワ
ー

カ
ー

育
成

・就
職

氷
河

期
世

代
支

援
・参

加
しや

す
い

オ
ンラ

イ
ンプ

ロ
グ

ラ
ム

構
築

【企
業

】・
ス

キ
ル

の
可

視
化

や
正

当
な

評
価

に
よる

処
遇

改
善

・産
業

構
造

審
議

会
など

で示
され

る新
たな

人
材

需
要

への
対

応

【大
学

】・
全

学
的

経
営

改
革

（
教

員
の

イン
セ

ンテ
ィブ

向
上

、事
務

体
制

強
化

、修
士

課
程

へ
の

接
続

等
）

4 
千

万
円

×
25

 か
所

産
業

成
長

4 
千

万
円

×
22

 か
所

＜
現

下
の

課
題

に
対

応
した

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
＞

1,
00

0人
2,

00
0人

5,
00

0人
(令

和
11

年
度

終
了

時
)

KP
I【

地
方

創
生

】（
累

積
）

3,
00

0人
6,

00
0人

15
,0

00
人

(令
和

11
年

度
終

了
時

)
KP

I【
産

業
成

長
】（

累
積

）
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（
１

）
社

会
人

の
学

び
の

情
報

ア
ク

セ
ス

改
善

に
向

け
た

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト「
マ

ナ
パ

ス
」の

改
良

・充
実

（
39

百
万

円
）

令
和

8年
度

概
算

要
求

額
77

百
万

円
(前

年
度

予
算

額
29

百
万

円
)

社
会

人
の

大
学

等
に

お
け

る
学

び
を応

援
す

る
サ

イト
「マ

ナ
パ

ス」
の

機
能

充
実

・利
便

性
向

上
を図

る。
●

社
会

人
の

学
び

に
役

立
つ

情
報

発
信

：
修

了
生

イ
ン

タ
ビュ

ー
や

企
業

向
け

の
コン

テ
ン

ツ
を

含
め

、一
層

の
充

実
・更

新
を

予
定

。
●

地
方

・中
小

企
業

等
へ

広
報

・周
知

：
経

営
者

等
へ

「マ
ナ

パ
ス

」や
大

学
等

を
活

用
した

リカ
レ

ン
ト教

育
の

必
要

性
・有

用
性

を
普

及
啓

発
。

●
AI

チ
ャッ

トポ
ット

の
機

能
拡

充
：

事
務

局
とし

て
の

問
合

せ
対

応
及

び
シ

ス
テ

ム
の

安
定

的
な

運
用

を行
う。

実
施

内
容

学
び

の
情

報
プ

ラ
ット

フォ
ー

ム
活

用
促

進
事

業

大
学

等
が

提
供

す
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
や

学
修

成
果

に
関

す
る

情
報

が
不

足
して

い
る

こと
が

学
び

直
しに

お
け

る
大

きな
課

題
とな

って
い

る
。産

業
界

か
らも

、大
学

等
に

お
け

る
リカ

レン
ト教

育
プロ

グ
ラム

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

整
備

や
企

業
側

の
ニ

ー
ズ

との
マ

ッチ
ン

グ
が

求
め

られ
て

い
る。

学
習

成
果

を
証

明
す

る
手

段
が

不
足

して
お

り、
学

び
の

成
果

を
社

会
的

に
認

識
・評

価
す

る
仕

組
み

が
求

め
られ

て
い

る
（

学
修

歴
証

明
の

デ
ジ

タル
化

に
つ

い
て

諸
外

国
が

ほ
ぼ

10
0％

に
近

い
の

に
対

し、
我

が
国

は
3％

と大
きく

遅
れ

て
い

る
（

R5
文

科
省

調
査

）
）

。

学
校

現
場

の
「1

人
1台

端
末

環
境

」を
踏

ま
え

、デ
ジ

タ
ル

教
材

・学
習

コ
ン

テ
ン

ツ
の

さ
ら

な
る

充
実

・活
用

促
進

が
必

要
で

あ
り、

子
供

、教
員

、保
護

者
の

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
応

じた
学

習
コン

テ
ン

ツ
の

充
実

を図
ると

とも
に

、自
然

災
害

や
パ

ンデ
ミッ

クが
生

じた
際

に
も

子
供

の
学

び
を止

め
な

い
、

ハ
ブ機

能
を有

した
利

便
性

の
高

い
学

習
支

援
ポ

ー
タル

サ
イト

の
構

築
が

求
め

られ
て

い
る

。

新
しい

資
本

主
義

の
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
及

び
実

行
計

画
20

25
改

訂
版

（
令

和
７

年
6月

１
３

日
閣

議
決

定
）

抜
粋

Ⅱ
．

中
小

企
業

・小
規

模
事

業
者

の
賃

金
向

上
推

進
５

か
年

計
画

の
推

進
４

．
地

域
で

活
躍

す
る

人
材

の
育

成
と処

遇
改

善
（

２
）

AI
等

の
技

術
の

進
展

に
応

じた
幅

広
い

労
働

者
の

リ・
ス

キ
リン

グ
ま

た
、個

人
が

継
続

的
な

学
び

と目
的

を
持

った
キ

ャリ
ア

形
成

を
行

え
る

よ
う、

個
人

の
デ

ジ
タル

ス
キ

ル
の

情
報

の
蓄

積
・可

視
化

や
証

明
を

可
能

とす
る

デ
ジ

タル
基

盤
の

整
備

を
進

め
る

とと
も

に
、ス

キ
ル

毎
の

トレ
ンド

等
を

企
業

側
、研

修
事

業
者

も
含

め
市

場
全

体
で

利
用

で
き

る
た

め
の

環
境

整
備

を
行

う。
教

育
振

興
基

本
計

画
（

令
和

５
年

６
月

16
日

閣
議

決
定

）
抜

粋
○

１
人

１
台

端
末

の
活

用
・個

別
最

適
な

学
び

と協
働

的
な

学
び

の
一

体
的

な
充

実
を

図
り、

…
デ

ジ
タル

教
科

書
・教

材
・ソ

フト
ウェ

ア
の

活
用

の
促

進
、…

国
策

とし
て

GI
GA

 ス
クー

ル
構

想
を

強
力

に
推

進
す

る
。

○
災

害
時

に
お

け
る

学
び

の
支

援
・災

害
が

生
じた

際
の

学
校

再
開

の
支

援
・学

校
安

全
の

確
保

、災
害

の
影

響
の

及
ぶ

児
童

生
徒

等
へ

の
心

の
ケ

ア
や

学
習

支
援

、就
学

支
援

な
どの

教
育

環
境

の
確

保
に

取
り組

む
。

（
３

）
学

び
の

D
X推

進
に

向
け

た
学

習
コン

テ
ン

ツ
充

実
・活

用
促

進
実

践
研

究
（

20
百

万
円

）

（
２

）
デ

ジ
タ

ル
バ

ッジ
（

学
習

履
歴

の
デ

ジ
タ

ル
証

明
）

を
活

用
した

ネ
ット

ワ
ー

ク
の

構
築

（
18

百
万

円
）

背
景

・課
題

政
府

文
書

等
に

お
け

る
提

言

個
人

が
デ

ジ
タル

・ア
イデ

ンテ
ィテ

ィ・
ウォ

レッ
トを

管
理

し、
生

涯
を通

じて
得

た
学

び
や

ス
キ

ル
の

証
明

を蓄
積

す
る

こと
の

で
きる

仕
組

み
で

あ
る

分
散

型
識

別
子

（
DI

D※
）

や
検

証
可

能
な

デ
ジ

タル
証

明
書

（
VC

※
）

の
社

会
実

装
を促

す
た

め
、上

記
の

機
能

を有
す

る
電

子
証

明
書

を発
行

す
る

大
学

等
の

教
育

機
関

に
対

し、
国

際
的

な
相

互
認

証
を視

野
に

入
れ

た
シ

ス
テ

ム
の

構
築

・開
発

や
保

守
・管

理
に

か
か

る
費

用
を支

援
。

DI
D:

De
ce

nt
ra

iz
ed

In
de

iti
fie

rs
の

略
。中

央
集

権
的

な
ID

管
理

で
は

な
く、

ブロ
ック

チ
ェー

ン技
術

に
より

自
らの

ID
を管

理
し、

必
要

な
情

報
を選

別
して

共
有

で
きる

VC
:V

er
ifi

ab
le

Cr
ed

en
tia

lの
略

。個
人

が
所

有
で

きる
デ

ジ
タル

上
の

証
明

書
で

あ
りな

が
ら、

その
正

当
性

に
つ

い
て

は
信

頼
で

きる
第

三
者

機
関

に
よっ

て
検

証
され

る
仕

組
み

子
供

た
ち

の
好

きを
応

援
す

る
サ

イト
「き

み
の

好
き！

応
援

サ
イト

た
の

しく
まな

び
隊

」の
機

能
充

実
・

利
活

用
促

進
を図

る
。

●
学

習
コン

テ
ン

ツ
・活

用
事

例
の

収
集

・紹
介

●
サ

イ
ト利

用
拡

大
に

向
け

た
広

報
活

動
●

ユ
ー

ザ
ー

調
査

、サ
イ

ト運
用

の
効

果
検

証
等

事
業

を
通

じて
得

られ
る

成
果

（
イ

ン
パ

ク
ト）

個
人

の
学

び
直

し（
リス

キ
リン

グ
や

ア
ップ

ス
キ

リン
グ

）
及

び
企

業
の

人
材

育
成

を
促

進
し、

時
代

の
変

化
に

対
応

で
き

る
人

材
の

輩
出

や
労

働
生

産
性

向
上

に
寄

与
リカ

レ
ン

ト教
育

を
受

け
る

社
会

人
学

生
の

増
及

び
大

学
の

国
際

化
の

進
展

学
習

成
果

や
学

習
歴

を
可

視
化

、リ
カレ

ント
教

育
の

重
要

性
を

発
信

に
よ

り、
自

律
的

キ
ャリ

ア
形

成
の

意
識

向
上

や
、労

働
移

動
の

円
滑

化
に

も
寄

与

子
供

た
ち

の
好

き
か

ら、
新

た
な

価
値

を
持

った
学

び
を

提
供

し、
学

び
の

DX
を

推
進

し、
IC

T等
の

活
用

に
よ

る
学

び
・交

流
機

会
、ア

クセ
シ

ビリ
テ

ィの
向

上
学

校
で

学
び

た
くて

も
学

べ
な

い
児

童
生

徒
、

自
然

災
害

等
の

緊
急

時
に

も
、子

供
た

ち
の

学
び

を
保

障 （
総

合
教

育
政

策
局

生
涯

学
習

推
進

課
）4
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◆
専

修
学

校
振

興
の

取
組

73    



令
和

８
年

度
専

修
学

校
関

係
概

算
要

求
（

）
は

前
年

度
予

算
額

専
修

学
校

の
教

育
体

制
及

び
施

設
整

備
等

に
関

す
る

取
組

☆
私

立
学

校
施

設
整

備
費

補
助

金
学

校
施

設
等

の
耐

震
化

、ア
ス

ベ
ス

ト対
策

等
に

係
る

経
費

、教
育

装
置

、I
CT

活
用

等
に

係
る

経
費

の
ほ

か
、

太
陽

光
発

電
の

導
入

等
の

エ
コ改

修
等

の
学

校
環

境
改

善
に

係
る

経
費

を
補

助
。

☆
私

立
大

学
等

研
究

設
備

整
備

費
等

補
助

金
授

業
を

実
施

す
る

際
に

必
要

な
情

報
処

理
関

係
設

備
の

整
備

に
係

る
経

費
を

補
助

。9億
円

（
２

億
円

）

○
高

校
生

等
奨

学
給

付
金

（
内

数
）

-円
（

15
2億

円
）

○
日

本
学

生
支

援
機

構
の

奨
学

金
事

業
（

内
数

）
-円

（
96

2億
円

）

○
高

等
学

校
等

就
学

支
援

金
交

付
金

（
内

数
）

-円
（

4,
04

8億
円

）

○
国

費
外

国
人

留
学

生
制

度
（

内
数

）
17

6億
円

（
17

6億
円

）

○
高

等
教

育
の

修
学

支
援

の
充

実
（

内
数

）
（

こど
も

家
庭

庁
計

上
）

-円
（

6,
53

2億
円

）

※
貸

与
型

無
利

子
奨

学
金

（
一

般
会

計
）

分

そ
の

他
関

係
予

算

【質
保

証
・向

上
】

☆
専

修
学

校
の

質
の

向
上

に
向

け
た

学
校

評
価

等
の

推
進

専
修

学
校

の
質

の
向

上
に

向
け

た
学

校
評

価
等

の
取

組
を

促
進

す
る

た
め

の
支

援
を

行
うと

とも
に

、専
修

学
校

の
質

の
保

証
・向

上
に

向
け

た
取

組
を

促
進

す
る

た
め

の
方

策
等

を
検

討
し、

実
施

す
る

。

1.
9億

円

☆
専

修
学

校
と地

域
の

連
携

深
化

に
よ

る
職

業
教

育
魅

力
発

信
力

強
化

事
業

専
門

学
校

や
高

等
専

修
学

校
が

担
う職

業
教

育
等

の
魅

力
発

信
力

を
強

化
す

る
た

め
、効

果
的

な
情

報
発

信
の

在
り方

に
つ

い
て

検
討

・検
証

を
行

う。

0.
4億

円
（

0.
4億

円
）

（
注

）
四

捨
五

入
の

関
係

で
、係

数
は

合
計

と一
致

しな
い

。

専
修

学
校

教
育

の
振

興
に

資
す

る
取

組
24

億
円

（
22

億
円

）

【人
材

養
成

機
能

の
向

上
】

☆
専

修
学

校
に

よ
る

地
域

産
業

中
核

的
人

材
養

成
事

業
中

長
期

的
に

必
要

とな
る

専
門

的
職

業
人

材
の

養
成

に
係

る
新

た
な

教
育

モ
デ

ル
の

構
築

等
を

進
め

る
とと

も
に

、地
域

特
性

に
応

じた
職

業
人

材
養

成
モ

デ
ル

の
開

発
を

行
う。

13
.4

億
円

（
8.

9億
円

）

・専
修

学
校

に
よ

る
アド

バ
ンス

ト・
エ

ッセ
ンシ

ャル
ワ

ー
カー

（
AE

W
）

創
出

の
た

め
の

リ・
ス

キ
リン

グ
推

進
事

業
・人

口
減

少
地

域
の

職
業

人
材

を
確

保
す

る
た

め
の

専
修

学
校

振
興

プロ
グ

ラム
・専

門
学

校
と高

等
学

校
の

有
機

的
連

携
プ

ログ
ラム

の
開

発
・実

証

☆
専

修
学

校
の

国
際

化
推

進
事

業
専

修
学

校
に

お
い

て
、外

国
人

留
学

生
の

戦
略

的
受

入
れ

の
促

進
と円

滑
な

就
職

、そ
の

後
の

定
着

ま
で

を
見

据
え

た
就

職
先

企
業

との
連

携
に

関
す

る
モ

デ
ル

を
構

築
す

る
とと

も
に

、国
際

化
に

向
け

た
体

制
整

備
を

行
う。

3.
0億

円
（

3.
0億

円
）

☆
高

等
専

修
学

校
に

お
け

る
多

様
な

学
び

を
保

障
す

る
先

導
的

研
究

事
業

高
等

専
修

学
校

に
求

め
られ

る
職

業
教

育
機

能
を

強
化

し、
「学

び
の

セ
ー

フテ
ィネ

ット
」と

して
の

役
割

を
果

た
す

た
め

に
必

要
とな

る
事

項
に

つ
い

て
整

理
す

る
とと

も
に

、モ
デ

ル
とな

る
カリ

キ
ュラ

ム
等

の
開

発
、普

及
啓

発
を

行
う。

1.
2億

円
（

1.
2億

円
）

☆
地

方
や

デ
ジ

タ
ル

分
野

に
お

け
る

専
修

学
校

理
系

転
換

等
推

進
事

業

IT
人

材
そ

の
他

理
系

人
材

の
不

足
等

に
対

応
して

い
くた

め
、最

新
の

技
術

動
向

や
市

場
ニ

ー
ズ

に
即

した
カ

リキ
ュラ

ム
の

調
査

・設
計

等
の

取
組

を
支

援
す

る
こと

で
、専

修
学

校
に

お
け

る
学

科
の

「理
系

転
換

」等
の

再
編

を
推

進
す

る
。

3.
3億

円
（

3.
3億

円
）

☆
高

等
専

修
学

校
に

お
け

る
D

X人
材

育
成

事
業

高
等

専
修

学
校

に
つ

い
て

も
、I

CT
を

活
用

した
理

系
教

育
プ

ログ
ラム

を
開

発
・実

施
す

る
学

校
に

対
し、

必
要

な
環

境
整

備
の

経
費

を
支

援
す

る
。

0.
9億

円

一
部

新
規

新
規

新
規

6.
0億

円
（

1億
円

）

3.
3億

円
（

1.
3億

円
）
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ア
ウ

トプ
ット

（
活

動
目

標
)

ア
ウ

トカ
ム

(成
果

目
標

)
イ

ン
パ

ク
ト(

国
民

・社
会

へ
の

影
響

）
、目

指
す

べ
き

姿

専
修

学
校

に
よ

る
地

域
産

業
中

核
的

人
材

養
成

事
業 経
済

財
政

運
営

と改
革

の
基

本
方

針
20

25
（

令
和

7年
6月

13
日

閣
議

決
定

）
第
２
章
賃
上
げ
を
起
点
と
し
た
成
長
型
経
済
の
実
現

（
１
）
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
賃
金
向
上
推
進
５
か
年
計
画
の
実
行

地
域
の
人
材
育
成
と
処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
在
職
者
を
含
め
、
大
学
、
短
期

大
学
、
高
等
専
門
学
校
及
び
専
門
学
校
に
お
い
て
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
育
成
に
取
り
組
む
ほ
か
、
医
療
・
介
護
・
保
育
・
福
祉
等
の

人
材
確
保
に
向
け
て
、
保
険
料
負
担
の
抑
制
努
力
を
継
続
し
つ
つ
、
公
定
価
格
の

引
上
げ
を
始
め
と
す
る
処
遇
改
善
を
進
め
る
。

産
業

や
社

会
構

造
の

変
化

、グ
ロー

バ
ル

化
等

が
進

む
中

で
、経

済
社

会
の

一
層

の
発

展
を

期
す

た
め

に
は

、
経

済
再

生
の

先
導

役
とな

る
産

業
分

野
の

雇
用

拡
大

や
人

材
移

動
を

円
滑

に
進

め
る

とと
も

に
、就

職
氷

河
期

世
代

を
含

む
多

様
な

人
材

の
可

能
性

を
最

大
限

発
揮

し、
日

本
再

生
・地

域
再

生
を

担
う中

核
的

役
割

を
果

た
す

専
門

人
材

の
養

成
が

必
要

不
可

欠
。

実
際

の
教

育
現

場
で

は
、専

門
学

校
に

お
け

る
学

び
の

質
を

高
め

る
た

め
、よ

り早
い

時
期

か
らキ

ャリ
ア

意
識

、
専

門
知

識
を

涵
養

で
き

る
よ

うな
ア

プ
ロー

チ
が

必
要

との
声

が
あ

る
。

社
会

の
ライ

フラ
イン

等
を

支
え

る
エ

ッセ
ン

シ
ャル

ワ
ー

カー
も

不
足

して
お

り、
労

働
生

産
性

の
向

上
が

必
要

。

背
景

・課
題

事
業

概
要

専
修

学
校

等
に

委
託

を行
い

、各
職

業
分

野
に

お
い

て
今

後
必

要
とな

る
新

た
な

教
育

モデ
ル

を形
成

す
る

とと
も

に
、各

地
域

か
ら人

的
・物

的
協

力
な

どを
得

る
こと

で
カリ

キ
ュラ

ム
の

実
効

性
、事

業
の

効
率

性
を高

め
つ

つ
、各

地
域

特
性

に
応

じた
職

業
人

材
養

成
モデ

ル
を形

成
す

る
。

キ
ャリ

ア
意

識
、専

門
知

識
の

涵
養

専
修

学
校

教
育

の
質

の
向

上

これ
か

らの
時

代
に

求
め

られ
る

多
面

的
・重

層
的

な
諸

課
題

に
対

応
した

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

開
発

専
修

学
校

と産
業

界
、行

政
機

関
等

との
連

携
を

発
展

さ
せ

、諸
課

題
に

対
応

し
た

教
育

内
容

の
充

実
を

図
る

こと
で

、地
域

の
中

核
的

な
職

業
教

育
機

関
で

あ
る

専
修

学
校

の
人

材
養

成
機

能
を

向
上

開
発

した
モ

デ
ル

カリ
キ

ュラ
ム

等
を

活
用

し、
全

国
の

専
修

学
校

が
自

らの
教

育
カリ

キ
ュラ

ム
を改

編
・充

実
社

会
に

求
め

られ
る

人
材

ニ
ー

ズ
に

基
づ

い
た

教
育

モ
デ

ル
カリ

キ
ュラ

ム
の

構
築

AE
W

プ
ロ

ジ
ェク

ト
高

・専
一

貫
プ

ロ
ジ

ェク
ト

職
業

人
材

確
保

プ
ロ

ジ
ェク

ト

16
か

所
16

か
所

18
か

所

13
.4

億
円

令
和

8年
度

要
求

・要
望

額
）

8.
9億

円
（

前
年

度
予

算
額

7
担

当
：

総
合

教
育

政
策

局
生

涯
学

習
推

進
課

専
門

学
校

と高
等

学
校

、教
育

委
員

会
等

の
行

政
及

び
企

業
が

協
働

で
、高

・専
一

貫
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

開
発

す
る

モ
デ

ル
を

構
築

。高
等

学
校

と専
門

学
校

が
出

口
を

見
据

え
た

一
貫

し
た

カリ
キ

ュラ
ム

を
開

発
。分

野
横

断
連

絡
調

整
会

議
に

お
い

て
、体

系
的

に
各

モ
デ

ル
を

整
理

、
普

及
・定

着
方

策
等

を検
討

(モ
デ

ル
:1

6か
所

×
23

百
万

円
、連

絡
調

整
会

議
:1

か
所

×
29

百
万

円
）

中
等

教
育

段
階

か
ら高

等
教

育
段

階
（

専
門

学
校

）
へ

の
接

続
専

修
学

校
に

お
い

て
、人

口
減

少
地

域
の

活
性

化
に

つ
な

が
る

取
組

モ
デ

ル
を

構
築

す
る

とと
も

に
、伝

統
文

化
人

材
の

育
成

等
、国

家
戦

略
に

特
化

した
教

育
カ

リキ
ュラ

ム
を

開
発

。そ
の

他
職

業
人

材
養

成
の

実
態

等
の

調
査

を
行

うほ
か

、分
野

横
断

連
絡

調
整

会
議

に
お

い
て

、体
系

的
に

各
モ

デ
ル

を
整

理
、普

及
・定

着
方

策
等

を検
討

。
(モ

デ
ル

:1
8か

所
×

24
百

万
円

、
調

査
研

究
:1

か
所

×
21

百
万

円
、連

絡
調

整
会

議
:1

か
所

×
29

百
万

円
）

人
口

減
少

地
域

の
職

業
人

材
を

確
保

す
る

た
め

の
専

修
学

校
の

振
興

就
職

氷
河

期
世

代
を含

む
多

様
な

人
材

が
時

代
の

ニー
ズ

に
対

応
で

きる
よ

う、
専

修
学

校
が

自
治

体
や

企
業

・業
界

団
体

等
と連

携
し、

AE
W

創
出

の
た

め
の

リ・
ス

キ
リン

グ
な

ど労
働

生
産

性
向

上
に

資
す

る
モ

デ
ル

を
構

築
。

その
他

、A
Iな

どの
デ

ジ
タル

技
術

の
動

向
や

各
職

業
分

野
に

関
す

る
最

新
知

識
・技

能
等

の
労

働
生

産
性

に
関

す
る

実
態

調
査

や
各

取
組

の
進

捗
管

理
等

を実
施

す
る

とと
も

に
各

取
組

の
事

業
成

果
を体

系
的

に
まと

め
、普

及
・定

着
・横

展
開

の
方

策
を検

討
(モ

デ
ル

:1
6か

所
×

24
百

万
円

、調
査

研
究

・連
絡

調
整

会
議

:1
か

所
×

58
百

万
円

）

ア
ド

バ
ン

ス
ト

・エ
ッセ

ン
シ

ャル
ワ

ー
カ

ー
（

AE
W

）
創

出
の

た
め

の
リ・

ス
キ

リン
グ

新
規

75    
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人
口

減
少

地
域

の
職

業
人

材
を

確
保

す
る

た
め

の
専

修
学

校
振

興
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
「専

修
学

校
に

よ
る

地
域

産
業

中
核

的
人

材
養

成
事

業
」の

メ
ニ

ュー
とし

て
実

施
）

48
1百

万
円

令
和

８
年

度
要

求
額

48
0百

万
円

（
前

年
度

予
算

額
）

事
業

内
容

現
状

・
課

題

ア
ウ

ト
プ

ット
（

活
動

目
標

）
ア

ウ
ト

カ
ム

（
成

果
目

標
）

イ
ン

パ
ク

ト
（

国
民

・社
会

へ
の

影
響

）

8
担

当
：

総
合

教
育

政
策

局
生

涯
学

習
推

進
課

%
%

人
口

減
少

地
域

の
職

業
人

材
を

確
保

す
る

た
め

の
専

修
学

校
の

教
育

モ
デ

ル
⇒

１
８

か
所

開
発

し
た

カ
リキ

ュラ
ム

等
を

活
用

し
、全

国
の

専
修

学
校

が
自

らの
教

育
カリ

キ
ュラ

ム
を

改
編

・充
実

。
社

会
の

変
化

に
応

じた
再

編
等

の
推

進
とと

も
に

、教
育

の
質

が
確

保
され

た
専

門
学

校
の

増
。地

域
や

産
業

の
ニー

ズ
に

応
じた

職
業

人
材

を
確

保
。

①
18

歳
人

口
の

減
少

と地
域

格
差

の
拡

大
②

地
元

以
外

へ
の

進
学

理
由

③
専

門
学

校
入

学
に

伴
う県

外
流

出

※
リク

ル
ー

ト「
高

校
生

の
進

路
選

択
に

関
す

る
調

査
（

進
学

セ
ンサ

ス
）

20
22

」よ
り

※
リク

ル
ー

ト進
学

総
研

マ
ー

ケ
ット

リポ
ー

ト2
02

3、
リク

ル
ー

トワ
ー

クス
研

究
所

未
来

予
測

20
40

よ
り

高
校

生
が

地
元

以
外

の
学

校
に

進
学

す
る

理
由

は
、行

き
た

い
学

校
や

学
び

た
い

分
野

を
学

べ
る

学
校

が
地

元
に

な
い

か
ら。

➣
割

合
とし

て
、大

都
市

圏
は

低
く、

それ
以

外
の

地
域

が
高

い
。

➣
地

域
で

格
差

。東
京

や
愛

知
、福

岡
を

除
い

て
地

元
残

留
率

が
低

く、
人

口
減

少
率

が
高

い
。

①
人

口
減

少
地

域
の

職
業

人
材

を
確

保
す

る
た

め
の

専
修

学
校

の
教

育
モ

デ
ル

開
発

(1
)地

域
活

性
化

型
件

数
・単

価
：

８
分

野
×

２
か

所
×

約
２

４
百

万
円

［
地

域
に

「学
び

た
い

内
容

」を
維

持
す

る
取

組
］

○
AI

や
遠

隔
授

業
、成

績
評

価
の

D
X等

を
活

用
し、

離
島

や
人

口
減

少
地

域
に

お
け

る
、教

員
不

足
へ

の
対

応
と教

育
の

質
の

向
上

を
図

る
モ

デ
ル

○
看

護
等

、エ
ッセ

ン
シ

ャル
ワ

ー
カー

とし
て

の
人

材
需

要
と確

か
な

職
業

教
育

の
実

績
が

あ
る

に
も

関
わ

らず
地

域
で

失
わ

れ
つ

つ
あ

る
学

校
に

つ
い

て
、専

攻
科

の
設

置
や

大
学

編
入

学
も

含
め

、魅
力

向
上

を
図

り地
域

の
職

業
人

材
育

成
の

砦
とし

て
生

き
残

りを
図

る
モ

デ
ル

［
18

歳
以

外
を

積
極

的
に

取
り込

む
取

組
］

○
特

別
な

支
援

が
必

要
な

者
を

受
け

入
れ

、資
格

取
得

等
を

通
じて

、地
域

で
の

活
躍

を
図

る
モ

デ
ル

○
企

業
の

現
職

研
修

の
受

け
入

れ
に

よ
り、

人
手

不
足

産
業

へ
人

材
供

給
す

る
モ

デ
ル

○
就

職
支

援
（

求
人

票
等

）
の

D
X等

に
よ

り、
学

校
事

務
の

負
担

軽
減

や
違

法
求

人
の

排
除

とと
も

に
、

早
期

離
職

した
卒

業
生

を
含

め
た

地
域

の
人

材
循

環
を

目
指

す
モ

デ
ル

(2
)国

家
戦

略
付

随
型

件
数

・単
価

：
２

か
所

×
約

２
４

百
万

円
○

大
規

模
企

業
誘

致
（

半
導

体
等

）
に

成
功

した
地

域
に

お
け

る
カリ

キ
ュラ

ム
開

発
○

国
家

的
な

戦
略

（
クリ

エ
ー

ター
人

材
、伝

統
文

化
人

材
育

成
等

）
へ

対
応

す
る

カリ
キ

ュラ
ム

開
発

【想
定

され
る

経
費

の
用

途
】

○
課

題
整

理
や

進
捗

管
理

、関
係

者
間

の
全

体
調

整
等

の
コー

デ
ィネ

ー
ト経

費
○

地
域

や
学

習
者

に
お

け
る

ニ
ー

ズ
調

査
、先

行
事

例
調

査
等

を
行

うた
め

の
経

費
○

地
域

の
企

業
等

と連
携

、A
I技

術
等

を
取

り入
れ

た
実

習
を

行
うた

め
の

経
費

○
成

績
評

価
や

就
職

支
援

業
務

等
の

DX
、省

力
化

と質
向

上
を

図
る

た
め

の
経

費
等

②
分

野
横

断
連

絡
調

整
会

議
の

実
施

件
数

・単
価

：
１

か
所

×
約

２
９

百
万

円

③
人

口
減

少
地

域
の

職
業

人
材

を
確

保
す

る
た

め
の

専
修

学
校

の
教

育
モ

デ
ル

に
係

る
調

査
研

究
件

数
・単

価
：

１
か

所
×

約
２

１
百

万
円

➣
社

会
的

移
動

と出
生

数
の

低
下

に
よ

り、
18

歳
人

口
が

減
少

。

➣
生

活
に

必
要

な
サ

ー
ビス

の
維

持
が

困
難

とな
る

地
域

が
多

数
（

千
葉

・東
京

・神
奈

川
・大

阪
・福

岡
以

外
）

。

専
門

学
校

入
学

者
21

万
3千

人
の

うち
他

県
出

身

➣
その

中
で

も
東

京
・大

阪
・福

岡
の

専
門

学
校

に
入

学
した

者
（

他
県

か
ら流

出
した

者
）

は
4万

4千
人

と流
入

の
7割

を
占

め
る

。

者
は

6万
5千

人
。

充
足

率
(％

)＝
労

働
供

給
推

計
量

÷
労

働
需

要
推

計
量

×
10

0。
充

足
率

が
96

.0
%

以
上

は
「充

足
」と

表
記

。

希
望

の
進

学
先

が
な

い
こと

で
地

域
か

ら流
出

す
る

者
を

減
少

させ
（

選
ば

れ
る

専
修

学
校

づ
くり

）
、地

域
に

お
け

る
生

活
サ

ー
ビス

の
維

持
・向

上
に

つ
な

げ
る

（
地

域
へ

の
貢

献
）

。

東
京

・大
阪

・福
岡

44
,1

53
人

その
他

の
道

府
県

21
,3

16
人

出
身

者

自
県

出
身

者

海
外

の
専

門
学

校
に

入
学

の
専

門
学

校
に

入
学

他
県

※
文

部
科

学
省

調
べ

(2
02

3)

専
門

学
校

入
学

者
の

出
身

地 N=
21

2,
91

0人

76    
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＜
参

考
資

料
＞

リカ
レ

ン
ト教

育
の

推
進

に
係

る
令

和
７

年
度

事
業

（
文

部
科

学
省

）

・リ
カレ

ント
教

育
エ

コシ
ス

テ
ム

構
築

支
援

事
業

採
択

先
一

覧
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10

メ
ニ

ュ
ー

①
採

択
プ

ロ
グ

ラ
ム

一
覧

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

大
学

名
地

域
次

世
代

経
営

人
材

・地
域

活
性

化
人

材
育

成
の

た
め

の
北

海
道

リカ
レ

ン
ト教

育
エコ

シ
ス

テ
ム

構
築

事
業

国
立

大
学

法
人

北
海

道
国

立
大

学
機

構
北

海
道

宮
城

県
新

事
業

創
造

リカ
レン

ト教
育

プラ
ット

フォ
ー

ム
国

立
大

学
法

人
東

北
大

学

東
北

産
学

官
民

＋
学

生
との

協
創

に
よる

アン
ラー

ニン
グ

＆
ア

ップ
ス

キ
リン

グ
プ

ログ
ラム

「U
LU

SI
」

国
立

大
学

法
人

岩
手

大
学

秋
田

リカ
レン

ト教
育

プラ
ット

フォ
ー

ム
（

AR
EP

）
構

築
事

業
国

立
大

学
法

人
秋

田
大

学
新

潟
県

外
国

人
技

術
者

・企
業

変
革

リー
ダー

リス
キ

ル
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

国
立

大
学

法
人

新
潟

大
学

オ
ー

ル
山

形
の

産
学

官
金

医
連

携
枠

組
み

「や
まぷ

ら」
で

展
開

す
る

リカ
レン

ト教
育

エ
コシ

ス
テ

ム
構

築
事

業
国

立
大

学
法

人
山

形
大

学
観

光
地

経
営

エコ
シ

ス
テ

ム
を担

うリ
ー

ダー
育

成
プロ

グ
ラム

学
校

法
人

早
稲

田
大

学

関
東

リカ
レン

ト教
育

プラ
ット

フォ
ー

ム
「P

EE
Rｓ

」構
築

事
業

公
立

大
学

法
人

山
梨

県
立

大
学

産
学

官
金

協
働

に
よる

「彩
の

国
Ko

m
vu

xプ
ラッ

トフ
ォー

ム
」

国
立

大
学

法
人

埼
玉

大
学

越
境

連
携

と経
営

者
の

共
創

が
創

る
社

会
資

本
エコ

シ
ス

テ
ム

～
リカ

レ
ン

ト教
育

プ
ラッ

トフ
ォー

ム
「円

陣
」～

国
立

大
学

法
人

信
州

大
学

中
小

企
業

に
お

け
る

人
手

不
足

の
解

消
及

び
生

産
性

向
上

に
資

す
る

女
性

活
躍

推
進

の
産

官
学

金
連

携
に

よる
リカ

レン
トプ

ログ
ラム

の
開

発
国

立
大

学
法

人
筑

波
大

学

「人
財

採
用

力
・定

着
力

UP
学

び
合

い
プラ

ット
フォ

ー
ム

とち
ぎ

」の
構

築
に

よ
る

地
域

企
業

力
UP

と地
域

共
創

学
校

法
人

帝
京

大
学

「リ
カレ

ント
教

育
プラ

ット
フォ

ー
ム

み
え

」の
展

開
～

三
重

地
域

圏
に

お
け

る
リカ

レン
ト教

育
の

推
進

～
国

立
大

学
法

人
三

重
大

学
東

海
中

部
DX

推
進

人
材

育
成

プラ
ット

フォ
ー

ム
国

立
大

学
法

人
名

古
屋

工
業

大
学

チ
ェン

ジ
メー

カー
養

成
を目

指
した

「中
部

圏
リカ

レン
ト教

育
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

」構
築

事
業

公
立

大
学

法
人

名
古

屋
市

立
大

学
「創

造
的

復
興

」人
材

育
成

を目
指

す
リカ

レン
ト教

育
推

進
体

制
の

構
築

国
立

大
学

法
人

金
沢

大
学

北
陸

チ
ャレ

ンジ
し続

け
る

グ
ロー

カル
人

材
の

育
成

・定
着

を
通

じて
産

官
学

、地
域

が
とも

に
進

化
して

い
く神

戸
リカ

レ
ン

ト教
育

プ
ロジ

ェク
ト

一
般

社
団

法
人

大
学

都
市

神
戸

産
官

学
プラ

ット
フォ

ー
ム

近
畿

滋
賀

リカ
レン

ト教
育

コア
リシ

ョン
の

構
築

を通
じた

県
内

企
業

の
人

材
育

成
の

推
進

に
よ

る
地

域
経

済
の

活
性

化
国

立
大

学
法

人
滋

賀
大

学
な

ら産
地

学
官

リカ
レン

ト教
育

プロ
グ

ラム
国

立
大

学
法

人
奈

良
国

立
大

学
機

構
ひ

ろ
しま

AI
・D

Xリ
カレ

ント
教

育
推

進
プラ

ット
フォ

ー
ム

国
立

大
学

法
人

広
島

大
学

中
国

や
まぐ

ち
地

域
人

材
育

成
維

新
プラ

ン～
山

口
県

の
持

続
的

発
展

の
た

め
の

リカ
レ

ン
ト教

育
プ

ラッ
トフ

ォー
ム

の
構

築
～

国
立

大
学

法
人

山
口

大
学

とっ
とり

創
生

リカ
レン

ト教
育

エコ
シ

ス
テ

ム
構

築
事

業
国

立
大

学
法

人
鳥

取
大

学
「吉

備
の

杜
」の

成
長

が
「晴

れ
の

環
」を

繋
ぐ“

お
か

や
ま

樹
人

リカ
レン

ト教
育

エ
コシ

ス
テ

ム
”の

構
築

公
立

大
学

法
人

岡
山

県
立

大
学

しま
な

み
未

来
社

会
人

材
育

成
プラ

ット
フォ

ー
ム

｢地
域

ハ
ブ

人
材

創
出

支
援

事
業

｣
国

立
大

学
法

人
愛

媛
大

学
四

国
“地

域
ぐる

み
の

学
び

直
し・

エコ
シ

ス
テ

ム
確

立
" 

ー
お

お
い

た
大

学
発

リカ
レ

ン
ト教

育
国

立
大

学
法

人
大

分
大

学
九

州
み

や
ざ

きデ
ジ

タル
ノー

マル
を実

現
す

る
リス

キ
ル

・リ
カレ

ン
ト教

育
体

制
構

築
国

立
大

学
法

人
宮

崎
大

学
「佐

賀
創

生
リカ

レン
ト教

育
プラ

ット
フォ

ー
ム

の
構

築
」～

人
事

/採
用

担
当

者
か

ら始
め

る
学

び
の

好
循

環
～

国
立

大
学

法
人

佐
賀

大
学
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11

メ
ニ

ュ
ー

②
採

択
プ

ロ
グ

ラ
ム

一
覧

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

大
学

名
領

域
広

島
大

学
半

導
体

リカ
レン

トア
カデ

ミー
 Hi

ro
sh

im
a 

Un
iv

er
sit

y 
Se

m
ic

on
du

ct
or

 R
ec

ur
re

nt
 A

ca
de

m
y

国
立

大
学

法
人

広
島

大
学

半
導

体
九

州
大

学
版

イノ
ベ

ー
シ

ョン
エ

コシ
ス

テ
ム

形
成

に
向

け
た

リカ
レン

ト教
育

事
業

の
開

発
・サ

ー
ビス

導
入

国
立

大
学

法
人

九
州

大
学

半
導

体
産

業
の

拡
大

と成
長

の
た

め
の

全
体

俯
瞰

型
実

習
教

育
の

展
開

国
立

大
学

法
人

九
州

工
業

大
学

産
学

連
携

洋
上

風
力

人
材

育
成

リカ
レン

ト教
育

エコ
シ

ス
テ

ム
構

築
事

業
（

IA
CO

W
-R

）
国

立
大

学
法

人
長

崎
大

学
グ

リー
ン

エ
ネ

ル
ギ

ー
In

du
st

ry
 o

n 
Ca

m
pu

s型
リカ

レン
ト教

育
エコ

シ
ス

テ
ム

構
想

～
RE

AC
H 

×
バ

イオ
DX

 ×
ビジ

ネ
ス

デ
ザ

イン
～

国
立

大
学

法
人

大
阪

大
学

バ
イ

オ
・ヘ

ル
ス

ケ
ア

ケ
アテ

クノ
ロジ

ー
の

開
発

と実
装

を実
現

す
る

ケ
アテ

クマ
ス

ター
育

成
プロ

グ
ラム

国
立

大
学

法
人

千
葉

大
学

CM
O

 P
ro

gr
am

－
企

業
経

営
を牽

引
す

る
マー

ケ
テ

ィン
グ

を学
ぶ

総
合

講
座

学
校

法
人

早
稲

田
大

学
マ

ー
ケ

プ
ロ

社
会

変
革

を先
導

す
る

DX
プロ

フェ
ッシ

ョナ
ル

人
材

育
成

ー
ケ

ー
ス

ス
タデ

ィ型
学

習
に

よる
人

材
輩

出
の

加
速

化
ー

国
立

大
学

法
人

北
海

道
大

学
D

Xプ
ロ

ス
マー

トエ
ス

イー
AI

トラ
ンス

フォ
ー

メー
シ

ョン
: 生

成
AI

産
学

エコ
シ

ス
テ

ム
学

校
法

人
早

稲
田

大
学

グ
リー

ンビ
ジ

ネ
ス

とG
Xで

拓
く、

未
来

志
向

リカ
レン

ト教
育

エコ
シ

ス
テ

ム
の

構
築

国
立

大
学

法
人

北
海

道
大

学
G

Xプ
ロ

GX
プロ

フェ
ッシ

ョナ
ル

＋
Rプ

ログ
ラム

学
校

法
人

立
命

館
（

立
命

館
大

学
）

SC
M

プロ
フェ

ッシ
ョナ

ル
人

材
育

成
プロ

グ
ラム

学
校

法
人

流
通

経
済

大
学

SC
M

プ
ロ

サ
プラ

イチ
ェイ

ンマ
ネ

ジ
メン

ト（
SC

M
）

リカ
レン

ト教
育

国
立

大
学

法
人

東
京

大
学

早
稲

田
大

学
ビジ

ネ
ス

ス
クー

ル
・オ

ック
ス

フォ
ー

ド大
学

サ
イー

ドビ
ジ

ネ
ス

ス
クー

ル
共

同
開

発
Th

e 
Gl

ob
al

 L
ea

de
r A

cc
el

er
at

or
 P

ro
gr

am
m

e
(G

LA
P)

 
学

校
法

人
早

稲
田

大
学

経
営

人
材

向
け

事
業

創
造

×
HR

M
×

リベ
ラル

アー
ツで

育
成

す
る

高
度

専
門

人
材

（
事

業
創

造
）

東
女

リカ
レン

ト：
自

信
をも

って
、ビ

ジ
ネ

ス
の

中
心

に
学

校
法

人
東

京
女

子
大

学

社
会

科
学

×
デ

ー
タサ

イエ
ンス

に
よる

デ
ー

タ駆
動

経
営

人
材

育
成

プロ
グ

ラム
国

立
大

学
法

人
一

橋
大

学
地

域
構

想
力

育
成

プロ
グ

ラム
学

校
法

人
先

端
教

育
機

構
（

事
業

構
想

大
学

院
大

学
）

社
会

課
題

とビ
ジ

ネ
ス

をデ
ザ

イン
で

つ
な

ぐ。
社

会
価

値
創

発
機

構
構

築
事

業
学

校
法

人
武

蔵
野

美
術

大
学

複
数

テ
ー

マ
異

分
野

共
創

・価
値

創
造

リカ
レン

ト教
育

プロ
グ

ラム
国

立
大

学
法

人
神

戸
大

学
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経
済
産
業
省
の
産
業
人
材
育
成
に
関
す
る
取
組
に
つ
い
て

2
0
2
5
年

９
月

経
済

産
業

省
経

済
産

業
政

策
局

産
業

人
材

課

資
料

７
－

２
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2

国
内
投
資
拡
大
・
産
業
構
造
転
換
を
踏
ま
え
た
2
0
4
0
年
の
将
来
見
通
し

人
口

動
態

：
総
人
口
▲
0
.6
％
、
生
産
年
齢
人
口
▲
1
.0
％

（
社

人
研

（
出

生
中

位
・

死
亡

中
位

）
）

前
提

G
D

P
：

名
目

+
3
.1

%
（

実
質

+
1
.7

%
）

労
働

生
産

性
：

名
目

+
3
.7

％
（

実
質

+
2
.3

％
）

賃
金
：
名
目
+
3
.3
％
（
実
質
+
1
.3
％
）

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

産
業
構
造
：
「
2
0
4
0
年
版
の
産
業
連
関
表

」
を

設
定

（
イ

メ
ー

ジ
：

自
動

車
は

E
V
化

を
は

じ
め

と
す

る
脱

炭
素

化
や

S
D

V
化

）
（

2
0
2
0
年

の
産

業
連

関
表

を
基

に
、
「
2
0
4
0
年
新
機
軸
（
定
性
的
）
シ
ナ
リ
オ
」

※
2
0
2
4
年

6
月

産
構

審
・

新
機

軸
部

会
「

第
３

次
中

間
整

理
」

、

「
Ｇ
Ｘ
２
０
４
０
ビ
ジ
ョ
ン
」

、
「
第
7
次
エ
ネ
基
」

等
も

踏
ま

え
て

設
定

）

国
内
投
資
：
名
目
+
4
％

で
、

2
0
4
0
年

度
2
0
0
兆

円
（
国
内
投
資
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
官
民
目
標

）
※

ベ
ー

ス
ケ

ー
ス

は
0
.7

％

→
 次
世
代
型
投
資
（
研
究
開
発
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
ロ
ボ
ッ
ト
・
通
信
機
器
等
）
が
1
.8
倍
に

（
ス

ト
ッ

ク
ベ

ー
ス

）

→
 既

存
型

投
資

（
建

物
･構

築
物

等
）

は
横

ば
い

T
F
P
：
資
本
・
労
働
の
質
向
上
効
果

に
加

え
て

産
業

別
A
I等
技
術
革
新
効
果

イ
ン
プ
ッ
ト

1

※
ベ

ー
ス

ケ
ー

ス
（

積
極

的
な

産
業

政
策

な
し

）

G
D

P
：

名
目

+
0
.5

%
（

実
質

+
0
.1

%
）

労
働

生
産

性
：

名
目

+
1
.7

％
（

実
質

+
1
.2

％
）

賃
金

：
名

目
+

1
.5

％
（

実
質

+
0
.6

％
）

物
価

：
Ｃ

Ｐ
Ｉ

２
.0

％
※

ベ
ー

ス
ケ

ー
ス

：
0
.9

%

（
独
）
経
済
産
業
研
究
所
（
R
IE
T
I：
深
尾
京
司
理
事
長
他
）
と
共
同
作
成

※
春
季
労
使
交
渉
5
.1
％

で
名

目
賃

金
2
.8

％
（

2
0
2
4
年

）
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将
来
の
産
業
構
造
は
、
①
製
造
業
X
（
エ
ッ
ク
ス
）
、
②
情
報
通
信
業
・
専
門
サ
ー
ビ
ス
業
、

③
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
業
が
カ
ギ

飲 食 業

宿 泊 業
そ の 他 の

サ ー ビ ス

農 林 水 産 業
社 会 福 祉

・ 介 護
医 療

小 売 業

卸 売 業

郵 便 業

運 輸 業

専 門 ・ 科 学 技 術 、

業 務 支 援 サ ー ビ ス 業

繊 維 製 品

食 料 品

金 属 製 品

そ の 他 の

製 造 業パ ル プ ・ 紙 ・ 紙 加 工 品

窯 業 ・ 土 石 製 品

は ん 用 ・ 生 産 用

・ 業 務 用 機 械

電 気 機 械情 報 ・ 通 信 機 器

電 子 部 品 ・ デ バ イ ス

輸 送 用 機 械一 次 金 属
化 学

電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 ・

廃 棄 物 処 理 業

不 動 産 業

建 設 業

鉱 業
情 報 通 信 業

金 融 ・ 保 険 業
教 育

10
,0
00

7,
50
0

5,
00
0

2,
50
0 0

20
%

40
%

60
%

80
%

飲 食 業

宿 泊 業

農 林 水 産 業

そ の 他 の

サ ー ビ ス

社 会 福 祉 ・

介 護
医 療

運 輸 業

郵 便 業
小 売 業

建 設 業

そ の 他 の 製 造 業

食 料 品窯 業 ・ 土 石 製 品

は ん 用 ・ 生 産 用

・ 業 務 用 機 械

電 気 機 械

輸 送 用 機情 報 ・

通 信 機 器

一 次 金 属

電 子 部 品 ・ デ バ イ ス
化 学

専 門 ・ 科 学 技 術 、

業 務 支 援 サ ー ビ ス 業

情 報 通 信 業

不 動 産 業

教 育

金 融 ・ 保 険

10
,0
00

7,
50
0

5,
00
0

2,
50
0 0

20
%

40
%

60
%

80
%

電 気 ・ ガ ス ・ 水 道 ・

廃 棄 物 処 理 業

繊 維 製 品

金 属 製 品

卸 売 業

パ ル プ ・ 紙 ・ 紙 加 工 品
鉱 業

①
製
造
業
X（
エ
ック
ス
）

：
GX

、フ
ロン

テ
ィア

技
術

で
差

別
化

、D
Xに

よる
サ

ー
ビス

化
等

で
新

需
要

創
出

に
よる

高
付

加
価

値
化

に
よ

り雇
用

拡
大

・賃
上

げ
②
情
報
通
信
業
・専
門
サ
ー
ビス
業

：
新

需
要

開
拓

で
新

た
な

付
加

価
値

を創
出

他
産

業
を

上
回

る
賃

上
げ

③
ア
ドバ
ン
ス
ト・
エ
ッセ
ン
シ
ャル
サ
ー
ビス
業

：
省

力
化

設
備

・サ
ー

ビス
を

使
い

こな
し、

賃
上

げ

2
（
総
労
働
時
間
）

86
8

億
時
間

20
21

時
間
当
た
り賃
金

＜
円
/時
間
＞

（
総
労
働
時
間
）

96
7

億
時
間

※
名

目
賃

金
=

雇
用

者
報

酬
(個

人
事

業
主

・
家

族
従

業
者

を
含

ま
な

い
)

20
40
新
機
軸
ケ
ー
ス

③
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・

エ
ッセ
ン
シ
ャル
サ
ー
ビ
ス
業

①
製
造
業
X（
エ
ック
ス
）

②
情
報
通
信
業
・

専
門
サ
ー
ビ
ス
業

（
注

）
産

業
別

の
数

値
は

民
間

の
動

向
を

政
策

的
示

唆
に

活
用

す
る

た
め

、
市

場
経

済
を

念
頭

に
お

き
公

務
を

除
く
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就
業
構
造
推
計
の
試
算
方
法
に
つ
い
て

3

＜
人
材
需
要
＞

新
機

軸
ケ

ー
ス

の
産

業
別

就
業

者
数

を
、足
下
デ
ー
タ

（
20
20
）
の
産
業
×
職
業
×
学
歴
別
比
率
で
分
解

。

そ
の
上
で
、①
産
業
別
の
自
動
化
影
響
に
よ
る
職
種
の
変

化
、②
職
種
ご
との
学
歴
構
成
の
変
化
を
加
味

。

20
40

年
就

業
者

数
*を

、産
業
別
・職
業
別
就
業
者

数
の
足
下
の
増
減
傾
向
が
続
くと
仮
定

して
産

業
×

職
業

×
学

歴
別

比
率

を
推

計
、分

解
。

※
学

歴
に

つ
い

て
は

、最
終

学
歴

に
大

き
な

変
化

が
生

じな
い

とい
う

仮
定

の
も

と、
大

学
進

学
率

の
上

昇
を

加
味

しつ
つ

、年
代
に
応

じ、
足
下
比
率
（
20
20
）
を
ス
ラ
イ
ド

。

＜
前
提
＞

国
内
投
資
：
名
目
+
4％

で
、2

04
0年

度
20

0兆
円

（
国
内
投
資
フォ
ー
ラ
ム
の
官
民
目
標

）

「2
04
0年
新
機
軸
（
定
性
的
）
シ
ナ
リオ

※
」、
「Ｇ
Ｘ
２
０
４
０

ビジ
ョン
」、
「第
7次
エ
ネ
基
」等

を
踏

ま
え

て
考

慮
AI

、ロ
ボ

ット
の

活
用

促
進

や
、リ

ス
キ

リン
グ

等
に

よ
る

労
働

の
質

の
向

上
が

一
定

程
度

進
ん

だ
影

響
を

加
味

。
※

20
24

年
6月

産
構

審
・新

機
軸

部
会

「第
３

次
中

間
整

理
」

＜
産
業
ご
との
将
来
像
＞

○
製
造
業
X（
エ
ック
ス
）

GX
、フ

ロン
テ

ィア
技

術
で

差
別

化
、D

Xに
よ

る
サ

ー
ビス

化
等

で
新

需
要

創
出

に
よ

る
高

付
加

価
値

化
に

よ
り雇

用
拡

大
・賃

上
げ

○
情
報
通
信
業
・専
門
サ
ー
ビス
業

新
需

要
開

拓
で

新
た

な
付

加
価

値
を

創
出

。他
産

業
を

上
回

る
賃

上
げ

○
ア
ドバ
ン
ス
ト・
エ
ッセ
ン
シ
ャル
サ
ー
ビス
業

省
力

化
設

備
・サ

ー
ビス

を
使

い
こな

し賃
上

げ

両
者
の
差
分
を
ミ
ス

マ
ッ
チ
と
し
て
分
析

＜
人
材
供
給
＞

2
0
4
0
年
に
向
け
た
シ
ナ
リ
オ
・
新
機
軸
ケ
ー
ス

就
業
構
造
推
計

新
機

軸
ケ

ー
ス

の
ア

ウ
ト

プ
ッ

ト
（

産
業

構
造

）
を

活
用

*
2
0
2
3
年

度
版

労
働

力
需

給
の

推
計

（
JI

L
P
T
）

の
労

働
参

加
漸

進
シ

ナ
リ

オ
を

活
用
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2
0
4
0
年
の
就
業
構
造
推
計

4

「
2
0
4
0
年

に
向

け
た

シ
ナ

リ
オ

・
新

機
軸

ケ
ー

ス
」

で
は

、
少

子
高

齢
化

に
よ

る
人

口
減

少
に

伴
っ

て
労
働
供
給
は
減
少

す

る
も

の
の

、
A
I・
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
促
進
や
、
リ
ス
キ
リ
ン
グ
等
に
よ
る
労
働
の
質
の
向
上

に
よ

り
大

き
な

不
足

は
生

じ
な

い

（
約
2
0
0
万
人
分
の
不
足
を
カ
バ
ー
）

。
今

後
、

シ
ナ

リ
オ

実
現

に
向

け
た

政
策

対
応

が
必

要
。

一
方

、
現

在
の

人
材

供
給

の
ト

レ
ン

ド
が

続
い

た
場

合
、

職
種

間
、

学
歴

間
に

よ
っ

て
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
発
生
す
る
リ
ス
ク
が
あ

り
、
戦
略
的
な
人
材
育
成
や
円
滑
な
労
働
移
動
の
推
進
が
必
要

と
な

る
。

2
0
2
1
年

2
0
4
0
年

※
色

分
け

は
イ

メ
ー

ジ

6
9
8
3
万
人

労
働

需
要

(新
機

軸
ケ

ー
ス

)
労

働
供

給
(ト

レ
ン

ド
延

長
)

職
種
間
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

A
I・

ﾛﾎ
ﾞｯ

ﾄ等
の

利
活

用
人

材
が

約
3
0
0
万

人
不

足

学
歴
間
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

大
学

・
院

卒
の

理
系

人
材

が
約

1
0
0
万

人
不

足

→
職

種
間

、
学

歴
間

の
ミ

ス
マ

ッ
チ

の
解

消
の

た
め

、
労

働
需

要
に

対
し

て
必

要
な

労
働

の
質

の
向

上
及

び
人

材
供

給
の

在
り

方
の

再
検

討
が

必
要

。

6
3
0
3
万
人

A
I・
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
促

進
、
労
働
の
質
の
向
上

(1
8
9
万

人
分

相
当

）
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5

研
究

者
や

技
術

者
等

の
専

門
職

を
中

心
に

、
大
学
・
院
卒
の
理
系
人
材
で
1
0
0
万
人
以
上
の
不
足

が
生

じ
る

リ
ス

ク
。

ま
た

、
生

産
工

程
を

中
心

に
、
短
大
・
高
専
等
、
高
卒
の
人
材
も
1
0
0
万
人
弱
の
不
足

が
生

じ
る

リ
ス

ク
。

事
務

職
で

需
要

が
減

少
す

る
一

方
、

現
在

供
給

が
増

加
傾

向
に

あ
る
大
卒
文
系
人
材
は
約
3
0
万
人
の
余
剰

が
生

じ
る

可
能

性
。

院
卒
文
系

大
学
文
系

院
卒
理
系

大
学
理
系

短
大
・高
専
等

高
卒

83
万

人

（
90

万
人

）
15

45
万

人

（
15

73
万

人
）

22
7万

人

（
18

1万
人

）
68

5万
人

（
62

5万
人

）
12

12
万

人

（
11

60
万

人
）

21
12

万
人

（
20

75
万

人
）

20
40
年
の
労
働
需
要

（
20

40
年

の
労

働
供

給
※

現
在

の
トレ

ンド
を

延
長

した
場

合
）

7万
人

70
万
人

28
万
人

13
32
万
人

-4
7万

人

15
4万
人

-6
0万

人

56
3万
人

-5
2万

人

12
40
万
人

-3
7万

人

27
35
万
人

供
給
との
ミス
マ
ッチ

*2
02
1年
現
在
の
就
業
者
数

1.
6

50
4.

0
23

13
27

管
理
的
職
業

57
43

8
15

1
21

0
31

1
19

0
専
門
的
・技
術
的
職
業

27
15

5
87

78
52

94
うち
AI
・ロ
ボ
ット
等

の
活
用
を
担
う人
材

12
39

7
31

15
7

25
1

29
5

事
務

3.
9

27
1

7.
5

76
12

2
21

4
販
売

1.
7

11
9

2.
0

39
19

6
27

7
サ
ー
ビス

3.
8

10
7

23
82

14
7

44
2

生
産
工
程

0.
3

28
1.

1
8.

2
21

11
0

輸
送
・機
械
運
転

0.
6

56
1.

2
17

60
21

4
運
搬
・清
掃
・包
装
等

（
注

）
職

業
分

類
は

日
本

標
準

職
業

分
類

、
学

歴
分

類
は

令
和

２
年

国
勢

調
査

の
区

分
に

よ
る

。
分

類
表

中
に

含
ま

れ
て

い
な

い
学

歴
分

類
（

そ
の

他
）

が
あ

る
た

め
、

ミ
ス

マ
ッ

チ
の

ト
ー

タ
ル

は
０

に
な

ら
な

い
。

職
種

分
類

は
主

要
な

も
の

の
み

掲
載

。
（

単
位

：
万

人
）

৸ ૙ ঵ ਌ ऩ ૙ ঵ भ ڮ ڬ ڰ ڬ ফ

भ ௌ ௮ ೽ ਏ भ ৔ ๨学
歴
間
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
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（
参
考
）
生
成
AI
時
代
の
D
X推
進
に
必
要
な
人
材
・ス
キ
ル
の
考
え
方
20
24

（
令
和
6年
6月
）
＜
概
要
＞

～
変

革
の

た
め

の
生

成
AI

へ
の

向
き

合
い

方
～

生
成

AI
技

術
は

急
速

に
進

展
し、

国
内

企
業

の
導

入
が

加
速

も
、本

格
的

な
利

活
用

に
は

課
題

生
成
AI
の
利
活
用
を
妨
げ
る
課
題
と解
決
に
向
け
た
示
唆
、生
成
AI
時
代
の
D
X推
進
人
材
の
ス
キ
ル
、政
策
対
応

を
取

りま
とめ

（
３
）
生
成
AI
時
代
の
D
X推
進
に
必
要
な
人
材
・ス
キ
ル

（
１
）
生
成
AI
の
利
活
用
の
現
在
地

開
発

者
の

貢
献

や
企

業
の

前
向

き
な

生
成

AI
導

入
（

国
内

企
業

の
生

成
AI

の
社

内
利

活
用

・推
進

は
１

年
前

か
ら大

き
く進

展
）

一
方

、組
織

とし
て

生
成

AI
の

日
常

業
務

へ
の

組
み

込
み

、新
サ

ー
ビス

創
出

、こ
れ

を
後

押
しす

る
経

営
層

の
関

与
が

停
滞

（
世

界
平

均
よ

り低
い

）

生
成

AI
の

業
務

で
の

活
用

に
よ

り知
識

や
技

術
が

補
填

され
る

た
め

、D
X

推
進
人
材
は
よ
り創
造
性
の
高
い
役
割
とし
て
リー
ダ
ー
シ
ップ
や
批
判
的

思
考
な
どパ
ー
ソ
ナ
ル
ス
キ
ル
や
ビ
ジ
ネ
ス
・デ
ザ
イ
ン
ス
キ
ル
が
重
要

とな
る

DX
推

進
人

材
に

は
「問

い
を

立
て

る
力

」や
「仮

説
を

立
て

・検
証

す
る

力
」、

に
加

え
て
「評
価
す
る
・選
択
す
る
力
」が

求
め

られ
る

＜
経
済
産
業
省
に
お
け
る
政
策
対
応
＞

「デ
ジ

タル
ス

キ
ル

標
準

」（
DS

S）
の

見
直

し
（
４
）
生
成
AI
を
利
活
用
す
る
た
め
の
人
材
・ス
キ
ル
の
あ
り方
に
関
す
る
対
応

「デ
ジ

タル
ガ

バ
ナ

ンス
・コ

ー
ド」

の
見

直
し

AI
学

習
機

会
の

裾
野

の
拡

大
生

成
AI

時
代

に
求

め
られ

る
継

続
的

な
学

び
の

実
現

に
向

け
た

環
境

整
備

（
２
）
生
成
AI
利
活
用
の
課
題
、解
決
策
と今
後

組
織

とし
て
生
成
AI
を
日
常
業
務
に
組
み
込
ん
で
利
用

す
る

取
組

や
、新
た
な
サ
ー
ビ
ス
創
出
に
つ
な
が
る
活
用

、ま
た

、こ
れ

を
後

押
しす

る
よ

うな
経
営
層
の
関
与
に
お
い
て
停
滞

利
活
用
を
妨
げ
る
課
題
解
決
に
向
け
た
示
唆

・生
成

AI
へ

の
理

解
不

足
と向

き
合

い
方

目
的

志
向

の
アプ

ロー
チ

、環
境

整
備

と実
験

、答
え

で
な

く問
い

を深
め

る
・経

営
層

の
姿

勢
、関

与
経

営
層

自
身

が
ビジ

ョン
・方

針
を定

め
、変

革
推

進
人

材
の

役
割

を定
義

・推
進

人
材

とス
キ

ル
ス

キ
ル

トレ
ン

ドを
デ

ー
タド

リブ
ン

に
捉

え
、人

材
定

義
・教

育
・活

躍
の

場
作

り
・デ

ー
タの

整
備

全
社

的
な

デ
ー

タマ
ネ

ジ
メン

トと
デ

ー
タ「

目
利

き
」人

材
の

育
成

・確
保

経
験
機
会
の
喪
失
と実
践
的
な
教
育
・人
材
育
成

開
発
生
産
性
の
革
新
で
、新
た
な
ベ
ン
ダ
ー
・ユ
ー
ザ
ー
の
契
機

求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル

・ビ
ジ

ネ
ス

アー
キ

テ
クト

：
選

択
肢

か
ら適

切
な

もの
を判

断
す

る選
択

・評
価

す
る力

・デ
ザ

イナ
ー

：
独

自
視

点
の

問
題

解
決

能
力

、顧
客

体
験

を追
求

す
る

姿
勢

・デ
ー

タサ
イエ

ン
テ

ィス
ト：

利
活

用
ス

キ
ル

（
使

う、
作

る
、企

画
）

、背
景

理
解

・対
応

ス
キ

ル
（

技
術

的
理

解
、技

術
・倫

理
・推

進
の

各
課

題
対

応
）

・ソ
フト

ウェ
アエ

ンジ
ニア

：
AI

ス
キ

ル
（

AI
ツー

ル
を使

い
こな

す
）

、上
流

ス
キ

ル
（

設
計

・
技

術
面

で
ビジ

ネ
ス

側
を牽

引
）

、対
人

ス
キ

ル
・サ

イ
バ

ー
セ

キ
ュ

リテ
ィ：

AI
活

用
の

利
益

と
リス

ク
評

価
、

社
内

管
理

ス
キ

ル
、

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

ス
キ

ル

6

令
和

６
年

度
第

１
回

中
央

職
業

能
力

開
発

促
進

協
議

会
資

料
4-

3よ
り
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7

（
参
考
）
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
標
準
（
令
和
４
年
1
2
月
策
定
、
令
和
5
年
8
月
・
令
和
6
年
7
月
生
成
A
I対
応
）

•
参

考
：

活
用

事
例

集
（

IP
A
）

h
tt

p
s:

//
w

w
w

.i
p
a
.g

o
.j
p
/j

in
za

i/
sk

ill
-s

ta
n
d
a
rd

/d
ss

/c
a
se

.h
tm

l

ビジ
ネ

ス
パ

ー
ソ

ン一
人

ひ
とり

が
DX

に
参

画
し、

その
成

果
を

仕
事

や
生

活
で

役
立

て
る

上
で

必
要

とな
る

マイ
ンド

・ス
タン

ス
や

知
識

・ス
キ

ル
（

W
hy

、
W

ha
t、

Ho
w

）
を定

義
し、

それ
らの

行
動

例
や

学
習

項
目

例
を提

示

DX
推

進
に

主
に

必
要

な
５

つ
の

人
材

類
型

、各
類

型
間

の
連

携
、役

割
（

ロー
ル

）
、必

要
な

ス
キ

ル
と重

要
度

を定
義

し、
各

ス
キ

ル
の

学
習

項
目

例
を

提
示

社
会

、顧
客

・ユ
ー

ザ
ー

、競
争

環
境

の
変

化

W
hy

D
Xの
背
景

ビジ
ネ

ス
の

場
で

活
用

され
て

い
る

デ
ー

タや
デ

ジ
タル

技
術

W
ha
t

D
Xで
活
用
さ
れ
る

デ
ー
タ
・技
術

デ
ー

タや
デ

ジ
タル

技
術

の
利

用
方

法
、活

用
事

例
、

留
意

点

H
ow

デ
ー
タ
・技
術
の

利
活
用

社
会

変
化

の
中

で
新

た
な

価
値

を生
み

出
す

た
め

に
必

要
な

意
識

・姿
勢

・行
動

マ
イ
ン
ド・
ス
タ
ン
ス

デ
ー
タ
や
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
した

製
品
・サ
ー
ビ
ス
や

業
務
な
どの
変
革

ビ
ジ
ネ
ス
ア
ー
キ
テ
ク
ト

デ
ザ
イ
ナ
ー

デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
テ
ィス
ト

ソ
フト
ウ
ェア

エ
ン
ジ
ニ
ア

サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュリ
テ
ィ

全
て
の
ビジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
（
経
営
層
含
む
）

全
て

の
ビジ

ネ
ス

パ
ー

ソ
ン

が
身

に
つ

け
る

べ
き

知
識

・ス
キ

ル
を

定
義

<
D
Xリ
テ
ラ
シ
ー
標
準
>

D
Xを
推
進
す
る
人
材

<
D
X推
進
ス
キ
ル
標
準
>

DX
を

推
進

す
る

人
材

類
型

の
役

割
や

習
得

す
べ

き
ス

キ
ル

を
定

義
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（
参
考
）
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
標
準
の
改
訂
＜
概
要
＞
（
令
和
6年
7月
）

•
急

速
に

普
及

す
る

生
成

AI
の

影
響

を
踏

ま
え

、「
DX

推
進

ス
キ

ル
標

準
（

DS
S-

P）
」を

改
訂

し、
補
記
の
追
加

と共
通
ス
キ
ル
項
目
の
見
直
しを

実
施

。主
な

ポ
イン

トは
以

下
３

点
。

活
用
す
る

D
X推
進
人
材
の
自
身
の
業
務
に
お
け
る
生
成
AI
の
活
用
例

調
査

、デ
ザ

イン
作

成
、デ

ー
タ生

成
・プ

ログ
ラミ

ング
支

援
、セ

キ
ュリ

テ
ィ検

知
等

開
発
、提
供

す
る

D
X推
進
人
材
が
顧
客
・ユ
ー
ザ
ー
へ
生
成
AI
を
組
み
込
ん
だ
製
品
・サ
ー
ビス
を
開
発
、提
供
す
る
際
の
行
動
例

生
成

AI
の

も
た

らす
価

値
定

義
、デ

ー
タの

収
集

・整
備

、生
成

AI
モデ

ル
の

設
定

（
チ

ュー
ニン

グ
、R

AG
等

）
、ガ

イ
ドラ

イン
の

策
定

等

（
主

な
追

加
・変

更
項

目
）

大
規
模
言
語
モ
デ
ル
・画
像
生
成
モ
デ
ル
・オ
ー
デ
ィオ
生
成
モ
デ
ル

生
成
A
I（
プ
ロ
ン
プ
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
支
援
、
フ
ァ
イ
ン
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
、

生
成
A
Iの
技
術
活
用
、
生
成
A
I開
発
）

生
成

AI
の

影
響

を踏
ま

え
て

、カ
テ

ゴ
リー
「デ
ー
タ
活
用
」「
テ
ク
ノロ
ジ
ー
」の

学
習

項
目

例
を追

加
・変

更

補
記
の
追
加

補
記
の
追
加

追
加
・変
更

生
成
AI
を
含
む
新
技
術
へ
の
向
き
合
い
方
・行
動
の
起
こし
方

D
X推
進
人
材
に
お
け
る
生
成
AI
に
対
す
る
ア
ク
シ
ョン

共
通
ス
キ
ル
リス
ト

1.
新
技
術
に
触
れ
た
上
で
の
イ
ン
パ
ク
ト・
リス
ク
の
見
極
め

2.
新
技
術
を
用
い
る
た
め
の
仕
組
み
構
築
と、
D
Xを
推
進
す
る
組
織
・人
材
へ
の
変
革
促
進

3.
新
技
術
の
変
化
の
ス
ピ
ー
ドに
合
わ
せ
た
ス
キ
ル
の
継
続
的
な
習
得

1 ２ ３

令
和

６
年

度
第

１
回

中
央

職
業

能
力

開
発

促
進

協
議

会
資

料
4-

3よ
り 8
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（
参
考
）
ス
キ
ル
情
報
基
盤

•
自

身
の

目
標

に
向

け
て

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
続

け
る

デ
ジ

タ
ル

人
材

が
一

層
活

躍
で

き
る

環
境

整
備

が
必

要
。

•
個
人
の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
情
報
の
蓄
積
・
可
視
化
に
よ
り
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
継
続
的
な
学
び
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
ス
キ
ル
情
報
を
広

く
労
働
市
場
で
活
用
す
る
た
め
の
仕
組
み

と
し

て
Ｉ

Ｐ
Ａ

に
お

い
て

、
「

デ
ジ

タ
ル

人
材

育
成

・
D

X
推

進
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
（

仮

称
）

」
を

検
討

。

【個
人
】
ス
キ
ル
情
報
の
蓄
積
・可
視
化
を
通
じた

継
続
的
な
学
び
と目
的
を
も
った
キ
ャリ
ア
形
成

【企
業
】
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
標
準
に
基
づ
く人
材

育
成
・人
材
の
確
保

【研
修
事
業
者
】
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
標
準
に
基
づ
く

リス
キ
リン
グ
支
援
・市
場
の
拡
大

（
IP
A）
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
・D
X推
進
プ
ラ
ット
フォ
ー
ム
（
仮
称
）

ス
キ

ル
情

報
の

蓄
積

・可
視

化
を

可
能

とす
る

個
人

向
け

アカ
ウン

トの
立

ち
上

げ
デ

ジ
タル

ス
キ

ル
標

準
の

活
用

推
進

情
報

処
理

技
術

者
試

験
、リ

ス
キ

リン
グ

で
得

た
ス

キ
ル

情
報

の
蓄

積
と証

明
ス

キ
ル

情
報

の
分

析
と共

有
を通

じた
リス

キ
リン

グ
機

会
の

拡
大

情
報

登
録

教
育

・試
験

DX
支

援
サ

ー
ビス

DX
認

定
申

請
・活

動
報

告
ス

キ
ル

トレ
ンド

講
座

申
請

・活
動

報
告

ス
キ

ル
が

労
働

市
場

の
「共

通
言

語
」

とな
る

世
界

R7
.5

.2
3

So
ci

et
y 

5.
0時

代
の

デ
ジ

タル
人

材
育

成
に

関
す

る
報

告
書

概
要

版
よ

り

9
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